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  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

  葉ノ宮洋●はのみや・ひろ

  種眠北（たねむきた）高校二年生。園芸部部長。「花視」。

  尊莉花●みこと・りか

  種眠北高校二年生。銃花を操る「花狩」。

  貴島帆鳥●きしま・ほとり

  種眠第二中学校三年生。杖花を操る「花狩」。

  瀬々良月夏●せせら・つきな

  種眠北高校一年生。十六歳。大の猫好き。「花跳」。

  秀慶三郎●しゅう・けいざぶろう

  フラワー協会に所属する花族。二十歳。槍花を操る「花狩」。

  小此木薫子●おこのぎ・かおるこ

  花季ヶ浜（かきがはま）の近くにアトリエを構える画家。

  瀬々良敏美●せせら・としみ

  月夏の母。妖艶な美女。

  オズガ●おずが

  異国風の容姿の美少女。

  

  



  


  プロローグ

  

  　水平線に沈む橙だいだいの夕陽。

  　寄せては返す煌きらめく波。

  　波なみ間まに漂ただようウミネコは気まぐれに飛び立ち、潮しお騒さいの中で一ひと鳴なき。優やさしい海風とランデブー。

  　そして――。

  　サクッと白しら砂すなを踏みしめる音に振り返ると、そこには髪の長い女の子がひとり。夕陽を浴びながら、星を散りばめたような瞳ひとみを細めている。

  「来てくれてありがとう」

  　ふわりとなびく彼女の髪。それをそっと押さえる白い手。

  　まるで映画のワンシーンのような美び麗れいな光景。

  「あたしね」

  　花の蕾つぼみを思わせる可か憐れんな唇くちびるが動く。

  「気づいたの」

  　世界の秘密を囁ささやくような口ぶりに、僕の胸は高たか鳴なった。

  「君と出会ってから三か月。たった三か月だけど、いろんなことがあったわよね」

  　彼女はそう言って、懐なつかしむような視線を穏おだやかな波間に向けた。

  　その端たん整せいな顔立ちに目も心も奪うばわれてしまう。

  「出会ったころの君は本当に頼りなくって、なよなよしてて、臆おく病びようで、うじうじしてて……」

  　そう、でも今の僕は――。

  「でも今の君はまだ本当に頼りなくって、なよなよしてて、臆病で、うじうじしてて……」

  　変わってない!?

  　茜あかね色いろの浜辺で頭を抱かかえそうになったけれど、彼女が「でもね」と言って満まん面めんの笑顔をくれたので、気を取り直した。

  「そんな君が、いつからかな……」

  　彼女が僕に一歩近づく。潮しおの香りの中に、ほのかに甘い芳ほう香こうが混まじり、鼻をくすぐった。

  「気になって、いつも目で追うようになってたわ」

  「!?」

  　彼女ははにかみ、視線をさまよわせ、それからもう一度僕を見つめる。

  　普段と違うそんな仕し種ぐさに、高鳴っていた胸はビッグウェーブ（？）。高こう揚ようと困こん惑わくの波乗りがはじまった（??）。

  「あ、あ、その、え、や」

  　会話の波乗りには失敗。

  　動揺する僕の前で彼女が言う。

  「あたしね」

  　さっきと同じように。

  「気づいたの」

  　僕と彼女の間を、潮しお風かぜがひゅうひゅうと笑いながら通り過ぎていく。

  「あたし君のことが好きなのっ。大好きなの！　君しか見えないの!!」

  「!?」

  　ウミネコが鳴き、潮しお騒さいが奏かなでられる中。僕はただあんぐりと口を開あけたまま。

  　これって真夏の夜の夢？…………まだ日は沈んでいないけど。

  　などと考えながら、目の前の彼女の名を呟つぶやくことしかできなかった。

  「莉り花か……さん……」
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  １

  

  　はじまりは突然に。

  　高校二年生、十七歳。おまけにこの春から花か族ぞくの花はな視みという肩書きまで増ふえた僕、葉はノの宮みや洋ひろの夏休みは、種眠たねむ北高の温室前に、聞き覚えのあるバリトンが響ひびいたことで転調した。

  「行っておいでよ、青春の砂浜へ」

  　驚おどろいて振り向くと、シルクハットに燕えん尾び服ふくの男の人が立っている。ものすごい場違いだ。そして暑そう。

  「しゅ、秀しゆうさん!?」

  「秀!?　なんでここに!?」

  　僕の声にかぶさったのは、温室の向かい、校舎の石段に腰掛け、ちゅ～っとパックの紅茶を啜すすっていた莉り花かさんの声だった。

  「ん～、捜したぞ、葉ノ宮くん、そしていとしの君。夏休みなのに学校に来てるなんて思いもよらなかったよ。あはは、どうして？」

  　執しつ事じ風イケメン花はな狩かり、秀慶けい三ざぶ郎ろうさんのセリフに、莉花さんは、うぐ、と言葉を詰まらせた。

  「全科目補習だってね」

  「知ってるなら訊きくな！」

  　夏休みに入って一週間。僕と莉花さんは終業式前と変わらず、毎日のように学校に来ていた。莉花さんは全科目補習という、クラス担任の島しま田だ明あき恵え先生が目を丸くし、

  「み、尊みことさん、ここまでくると清すが々すがしくていいと思うわ」

  　などと、切ないフォローをもらうほどの事態のため。

  　僕は園芸部部長として、温室や花壇の花々の世話をするために。

  　そして休きゆう憩けい時間に気分転換に来る莉花さんのために、ドリンクを用意しておくのが、僕の日課になっていた。

  　そんな僕らの前に久々に現れた秀さんは、夏の陽射しに白い歯を輝かがやかせて言った。

  「葉ノ宮くん、花もいいけど夏といったら海だよ。恋愛の聖せい地ちだよ」

  　話が呑のみ込めない。

  「莉花の水着姿を見たくないのかい？」

  　話は呑み込めないが、浮かんだ想像はゴクリ、と呑み込んだ。

  「ちょっ、な、なによそれ!?　なんの話よ！　そこ、やらしい目つきしない！」

  　莉花さんの投げた紅茶パックが、見事僕の頭にヒット。頭を押さえてうずくまる僕と、憤ふん然ぜんとする莉花さんを交こう互ごに見ながら、秀さんは言った。

  「君たちを俺の別荘に招待しよう！」

  

  　ゴトトン、トトン、ゴトトン、トトン。

  　規則正しい電車の音と揺れが耳と身体からだにしみるよう。すでに市街を抜け、車窓は田畑と草木の生おい茂る長閑のどかな風景を映うつし出している。青空が眩まぶしい。

  　眺ながめているだけで癒いやされそうな、そんな風景を横目に、僕は少々居い心ごこ地ちが悪かった。

  「あ、あの、月つき夏なちゃん？」

  　二人掛けの座席、その通路側に座っている僕の横には、くせっ毛のショートヘアに黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみの女の子が、僕の膝ひざを枕に寝そべっている。ぽりぽりと細長いお菓子を食べていて、ちょっとお行ぎよう儀ぎが悪い。

  「……なに？」

  　ゆっくりとお菓子を咀そ嚼しやくしたあとで、月夏ちゃんは無表情に僕を見上げた。あどけなさの残る顔がまっすぐに向けられ、ちょっとどぎまぎしてしまう。それに見た目は小学生っぽいけど、月夏ちゃんは十六歳、種眠たねむ北高の一年生だからなおさらだ。

  　瀬せ々せ良ら月夏ちゃんは、僕たちと同じ花か族ぞくの花はな跳とびという能力者。半月ほど前のメリセルタという密みつ鬼おに絡がらみの事件で、僕たちを花か刻こくの端は境ざかいという特殊な精神世界へ連れて行ってくれた女の子だ。そしてそんな中、月夏ちゃんのお母さんが密鬼に寄き生せいされ、宿しゆく主しゆ体たいとなって同化し、そのまま彼女の元からいなくなったことを知った。

  　月夏ちゃんは母親を元に戻す決意を胸に、先日種眠市に引っ越してきたのだ。

  「あの、座ったほうがよくない？　景色、見てごらんよ、とっても綺き麗れいだよ」

  　そう言うと、ノースリーブのシャツとハーフパンツに身を包んだ月夏ちゃんはしばらく沈黙し、それからぽつり。

  「却きやつ下か」

  　とたんに僕の向かいから、腕うでがにゅっと伸びてきて、

  「お？」

  　きょとんとした月夏ちゃんの肩をつかむと、ヒョイッと起き上がらせた。

  「こら月夏っ、何度も言ってるけどこいつにくっついちゃダメ。ヘタレ菌きんがうつって、花としか会話できなくなるわよ」

  　やっぱり莉り花かさんに怒おこられた。

  　僕の対たい面めんに座っている莉花さんは、襟えり付きのボーダーＴシャツとプリーツスカート姿。とてもかわいく似合ってるけど、表情は不ふ機き嫌げんそうで、僕をジロリと睨にらむ。

  「君もきっぱりとした態度で断ことわりなさいよ」

  　メリセルタの件がきっかけだったのかは知らないけれど、引っ越してきた月夏ちゃんは必要以上に僕にくっついてくる。で、僕も無む下げには拒こばめず、結果、二人揃って莉花さんによく怒おこられている。

  「はい、ごめんなさい」

  　きっぱりと謝あやまった。

  「うふふ、月つき夏なさんもいつもよりはしゃいでいるようですね」

  　たおやかに笑うのは、莉り花かさんの隣に座っている黒髪の女の子。穏おだやかな眼まな差ざしと、レースの付いたブラウスを着た佇たたずまいは深しん窓そうの令れい嬢じよう風な上品さ。でも莉花さんと同じく、とても頼もしい花はな狩かりの帆ほ鳥とりちゃんだ。

  　帆鳥ちゃんの言葉に月夏ちゃんはかすかに、でもうれしそうに目を細めた。それを見た莉花さんがからかうように言う。

  「月夏、あんたゆうべ、ずっと眠れなかったでしょ？　海に行くのが楽しみで興こう奮ふん？　三時ごろまで寝返りばっかうっちゃって。ふっふ～ん、まだまだ子供ね」

  　月夏ちゃんは、莉花さんと帆鳥ちゃんが住むマンションの、別の部屋に越してきた。だからよく一緒にご飯を食べたり、莉花さんたちのところに泊まっているらしい。たぶんゆうべもそうだったのだろう。

  「理解不能」

  　月夏ちゃんはちょっとだけうつむいた。はずかしがってるようにも見える。その微ほほ笑えましい姿に莉花さんはニヤニヤ。でも、そんな莉花さんに帆鳥ちゃんがニッコリ。

  「あら莉花さん、それを知ってるってことは、莉花さんも眠れなかったってことですね」

  「なっ!?」

  「……子供」

  　思わぬ反はん撃げきに莉花さんは顔を真っ赤にし「く～っ」と唸うなったが、やにわに僕に指を突きつけた。

  「海で君のへなちょこ体力を鍛きたえてやるわ！」

  「な、なんで!?」

  　八つ当たりにしか思えないセリフに、ＳＯＳのサインを帆鳥ちゃんに目め顔がおで送ったけど、

  「うふふ、夏の海ですものね」

  　よくわからない返答で撥はねつけられた。夏の海ならひたすら楽しむべきだと思う、などと考えながら、ま、いっか、と自然と笑えみが零こぼれる。

  　僕にとっては暗あん雲うん漂ただよう小旅行だけど、莉花さんも帆鳥ちゃんも月夏ちゃんも楽しそう。三人のそんな様子を目まの当たりにすると、僕も胸が躍おどる。種眠たねむ市を離れてこうして四人で遊びに行くなんてはじめてだし、しかも三泊四日の泊まりがけなのだから。

  　まあ、それも秀しゆうさんのおかげかな。

  　一昨日おととい、種眠北高に現れた秀さんは僕たちに休暇を勧め、自分は居残り、花か族ぞくの任務の代行をすると言ってくれた。

  「このまえの罪つみ滅ほろぼしと思ってくれないかな」

  〝このまえの罪〟とは、メリセルタの件でドジを踏んだことを隠かくし、僕たちを騙だましたことだろう。秀しゆうさんはそれが原因でフラワー協会から謹きん慎しん処分を言い渡されていたはずだ。

  「ん～、謹慎は昨日きのうで無事明けたよ。シャバの空気はおいしいね。それでさっそくいとしの莉り花かと愛を語りに……じゃなくて、君たちに迷めい惑わくを掛けたお詫わびをしようと思ってやってきたってわけ」

  　それで所有する海の別荘へのご招待というわけらしい。ていうか、別荘を持っていたことにびっくりだ。

  「花は華ばな市の花か季きヶが浜はまってところでね。海も山もある素晴らしいところだよ」

  　二年前まで秀さんはそこの担当花か族ぞくで、そのときの住居を残しているらしい。

  　でも莉花さんは渋しぶっていた。いくら夏休みとはいえ、花族として担当地域を離れるのは抵抗がある、と。しかし、

  「俺の槍そう花かにかけて、この町を守ることを誓うよ。だから楽しんでおいで。そうじゃないと俺としても君たちに申し訳が立たないんだよ」

  　秀さんが珍めずらしく真剣な表情で言ったので、ついにうなずいた。

  　花族としての都つ合ごうはそれでいいとして、僕には園芸部活動がある。三日も温室や花壇の世話をおろそかにできないし、もう一人の園芸部員の星ほし音ね紗さ代よちゃんは、祖そ父ふの実家に遊びに行くとかで、このあいだから部活に顔を見せていない。

  　しかし驚いたことに、秀さんは部活内容を教えてくれれば自分が引き受けると言ってくれた。四日くらいなら水やりと温室の温度調節だけでいいから、園芸部員以外でも問題はないと思う。

  　けど、そこまでしてくれる秀さんがなんだか気持ち悪い。またなにか企たくらんでいるんじゃないかと心配になったら、

  「ねえねえ、葉はノの宮みやくん、さっき見かけたんだけどさ、ここの保健室の先生、天使？　ぜひお近づきになりたいな。園芸活動の合あい間まに、至し高こうで究きゆう極きよくな愛を語るくらいかまわないよね？　ね？」

  　という発言で納なつ得とく。たしかに種眠たねむ北高、保健の鈴すず城しろすずめ先生は美人で気さくで男子からも女子からも人気がある。

  　つまり秀さん、園芸部の代行はすずめ先生に会うための口こう実じつ。ああ、すずめ先生が無事でありますように。

  　そんなことを祈りつつ、莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃん、プラス僕の三泊四日の海行きが決定した。

  　ゴトトン、トトン、ゴトトン、トトン。

  　海へと向かう鈍どん行こう列車は、緑豊かな山あいを抜けていく。

  　海水浴に至る経けい緯いを思い出しながら、植物オタクの血を騒さわがせる窓そう外がいの景色に目が引きつけられていた。

  　うわあ、ここで降ろしてくれても僕にとっては天国だなあ、と思っていると、不意にスティック状のお菓子が目の前に出された。

  「葉はノの宮みや洋ひろ」

  　眉まゆひとつ動かさず月つき夏なちゃんが言う。その指につままれたお菓子。

  「あーん」

  　お菓子をさらにぐいっと口元に突きつけられ、考えるより先に口を開あけた。ぱくり。

  「あ、ありがと」

  　お礼を言って、でもこれってちょっとはずかしいなあ、と頭を掻かくと、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんの目が冷ややかに向けられている。ちょっと夏の暑さを忘れました。

  「うふふ、洋さん、それって私たちに見せつけてます？」

  　笑顔だけど、帆鳥ちゃん、若じやつ干かん声のトーンが低いように思えるのは気のせい？

  「違う違う。じ、実はおなかぺこぺこだったんだよねえ」

  　自分でも自分の発言が嘘うそっぽく聞こえる。

  　帆鳥ちゃんは悪いた戯ずらっぽく笑って、すうっと手を伸ばす。細い指に二枚重ねの丸いビスケットが挟はさんである。

  「あーん」

  　顔がぼおっと熱くなったけど、月夏ちゃんのお菓子を食べといて、帆鳥ちゃんのを断るわけにはいかない。それにビスケットは、ほら、結構好きだし。

  　などと自分自身に言い訳してから、ぱくっ、ビスケットを頬ほお張ばった。

  「あり……もぐもぐ……がと」

  　二枚重ねのビスケットは口の中でかさばって、なかなか呑のみ込めない。口をもごもごさせていると、真ま正しよう面めんの莉花さんが僕を射い抜ぬくように、というより串くし刺ざしにするような勢いきおいで睨にらんでいた。

  「あ、もぐっ……莉花さ……ぐっ」

  　なんでそんなに怒おこっているの!?　と内心大おお慌あわてになった瞬間、

  「にやけてんじゃないっ！」

  　莉花さんは持っていた饅まん頭じゆうを――え!?　饅頭!?――僕の口にぐいっ！

  「り、莉花さ、うぐっ」

  　ゴルフボールよりは絶対大きかった饅頭が口の中に入り、食べる食べない以前に息ができなくなった。

  　と、同時に――。

  「海」

  　月つき夏なちゃんの声が聞こえて、反射的にそっちを見る。

  　窓の外。

  　そこには波なみ間まに陽よう光こうを弾はじき、まるで磨みがかれた鏡に宝石をまぶしたような海うな原ばらが広がっていた。はるか彼方かなた、夏の青空と溶とける水平線に向かって、どこまでも。

  　惚れ惚れするほど壮大で美しい景色。ホント、意識が遠退のきそうなほど綺き麗れい…………。

  「――!?」

  　ち、違った！　饅まん頭じゆうが喉のどに詰まって、い、意識が――。

  「お、お茶……」

  　みんなが海に見とれている中、僕だけは必死に飲み物を探していた。


  


  ２

  

  　花は華ばな市は、種眠たねむ市の東と接する茎くき山やま市のさらに隣の市で、海岸沿いに長く伸びている。漁業が盛んな地域だけど、海水浴場も豊富にあるため、夏は多くの人で賑にぎわう場所だ。

  　花か季きヶが浜はまは、そんな海水浴場のひとつだけど、市街から電車で山を越えなくちゃいけないから、ほかと比べると人が少ない。それでいて遠とお浅あさの海と白しら砂すなの浜辺が広がっている穴あな場ば的なスポットだった。

  「うふふ、素敵ですね」

  　降り注そそぐ夏の陽射しを浴びながら、帆ほ鳥とりちゃんが顔をほころばせた。

  　ひなびた駅で電車を降り、潮しおの香りに胸ときめかせながら、歩くこと十数分。閑かん静せいな住宅地を抜けて、海岸通りを進み、堤防を越え、たどり着いた先は――。

  「海、でかい」

  　月夏ちゃんの言うとおり、ホント、でっかいって感じの夏の海だった。

  　たゆたう波。海風も、靴底で感じる砂の熱さも心ここ地ちいい。潮しお騒さいは涼しげで、ウミネコは爽そう快かいに青空を滑すべっている。海水浴の最盛期だというのに混雑はしてないし、〝ラーメン〟などと書かれたのぼりを掲かかげる海の家もちゃんとある。

  「んっ、気持ちいいっ」

  　僕の隣で莉り花かさんが伸びをするように両手を広げていた。風に髪をふわりとなびかせながら、大きな瞳ひとみに大きな海を映うつしている。

  「一緒に来れてよかったわね」

  　僕に言ったのだとすぐには気づかなかった。その口ぶりが普段と違って、とてもとても親しげなものに思えたから。

  　だっていつもなら莉花さん、

  『君、まずは砂浜をランニング！』

  　とか言うよね。うん、絶対言う。

  「そ、そうだね。天気もいいし。めいっぱい遊べそうだね、莉花さん」

  　これからの三泊四日が本当に楽しい日々になりそうな、そんな予感に胸むねを膨ふくらませたとき。

  「おやあっ」

  　近くで女性の声がした。振り返ると、二十代半ばくらいと思われる女性が立っている。Ｔシャツとスキニージーンズに身を包んだ身体からだは線が細く、俊しゆん敏びんな草食動物っぽい。長い髪はうしろで束たばね、分けた前髪が顔の右半分を隠かくすように垂れているのが特徴的。そのため切れ長の左目だけが、好奇心に満ちた光を宿やどしてこっちを見つめていた。

  　なんだろう？　と思った瞬間――。

  「見っけたぞ～！」

  　その人は両手を万ばん歳ざいするように振り上げ、持っていたものを頭ず上じように放り投げた。一冊のスケッチブックだった。スケッチブックは青空をバックに不ぶ恰かつ好こうな鳥のように開かれ、それに気を取られたときには、女性が猛もう然ぜんと迫せまってきていた。

  　なんだ？　なんだなんだ？

  　思わず身み構がまえる僕らに、その人は左目をキラキラと輝かがやかせながら莉花さんの前で立ち止まった。

  「サイコー！」

  「は？」

  　莉花さんの手をガバッとつかみ、感かん極きわまったように唇くちびるを震ふるわせ、それから潮しお騒さいに負けじと声を張り上げた。

  「わたしのモデルになってくれ！」

  　そんなふたりの向こうで、砂浜に落ちたスケッチブックが海風にあおられ、ぺらぺらとめくられていた。

  

  「わたし、小お此この木ぎ薫かおる子こ。画家のはしくれ、しくよろっ」

  　薫子さんは髪で隠かくれていない左目を細め、ヤキソバをずずずぅっとすすった。

  「まずうま。さすがこの海の家の料理は芸術的バランスだ。食べてくれ食べてくれ。全部わたしのおごりだぞ」

  　花か季きヶが浜はまに着いた早々、薫かおる子こさんに声を掛けられた僕らは「話だけでも聞いて」と懇こん願がんする彼女に、あれよあれよという間まに海の家に連れてこられていた。

  　すでに、安っぽいテーブルの上にはヤキソバが五皿。それを前に困こん惑わくを隠かくせない僕と莉り花かさん。月つき夏なちゃんは黙々とヤキソバを食はみ、帆ほ鳥とりちゃんは薫子さんから〝おごり〟という単語が出た瞬間、メロンフラッペを追加注文した。

  「で、いったいあたしたちに――」

  「あたしたちじゃなくて、おもにあんた！」

  　莉花さんの言葉を遮さえぎって、薫子さんが莉花さんを指さす。

  「あんたを見た瞬間芸術のリビドーが迸ほとばしったぞ。う～、たまらん。モデルになってくれ。わたしにあんたの絵を描かかせてくれ」

  　ガバッと頭を下げる薫子さん。僕と莉花さんは顔を見合わせた。

  　話によると、薫子さんは花季ヶ浜の風ふ情ぜいが気に入り、一年前から近くに自宅兼アトリエを構え、創作を続けているのだという。

  「ようやく都心の画廊からもぽつぽつ注文が来るようになってな。わたしの時代くるんじゃね？　な～んて、思ってる今日この頃なわけだ。で、モチーフ探しでうろついてたら、あんたに目が止まったわけ。ていうか引きつけられたってわけだ」



  [image: ]


  　そういうわけで、莉り花かさんにモデル依頼となったようだ。

  「悪いけど、無理だわ」

  　莉花さんは戸と惑まどいの表情を浮かべながらも、きっぱりと断ことわった。

  「あたしたちここに遊びにきただけだもの。四日後には帰るのよ」

  　しかし、薫かおる子こさんは引きさがらない。

  「ここにいる間だけでもいい。うん、一日三時間、いや二時間でもかまわないぞ」

  「それにモデルなんて」

  「うふふ、そうですよ。うちの莉花さんはヌード以外はお断ことわりです」

  「帆ほ鳥とり!?」

  「ヌード、いいね！　〝ヴィーナスの誕生〟以上にエロく描かくぞ！」

  　美術の教科書に載のっていた裸のヴィーナスの顔が、莉花さんに脳内変換されそうになって、慌あわてて頭を振った。

  「あ、あの、無む理り強じいはよくないと――」

  　莉花さんの味方になろうと口を開いたけれど、僕の援えん護ごは薫子さんには毛ほども効かなかった。

  「わたしがどんな絵を描いているか、まずはご覧あれ。返事はそれからそれから」

  　薫子さんはテーブルの脇わきに置いていたスケッチブックを僕らの眼がん前ぜんで開いた。

  　スケッチブックには花か季きヶが浜はまと思われる風景が素そ描びようされていて、淡あわく色づけもされている。

  　なんか、すごい。

  　その段階でもう額がくに入れて飾ってもおかしくない。美術のことはまったくの素しろ人うとだけど、素直にいい絵だと感じた。莉花さんもさっきまでの迷めい惑わく顔一いつ辺ぺん倒とうから、わずかに興味ありな表情に変わった。

  「じゃんじゃん見てくれ」

  　薫子さんは得意げに、スケッチブックを一枚一枚、間まを取ってめくっていった。

  　風景画のほかには静物画や人物画もあった。そのどれもが圧倒されるというより、心にじわじわと染しみるような、目に心ここ地ちのいい素そ朴ぼくなものだった。

  　しかし、

  「!?」

  　その絵が開かれたとたん、僕は息を呑のみ、莉花さんは「え」と小さな呟つぶやきをもらし、帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんはヤキソバやフラッペを食べる手を止めた。

  　それは紙面いっぱいに描えがかれた赤紫の花。優ゆう雅がな花びらの縁ふちは繊せん細さいに波打ち、柱ちゆう頭とうの黄色は絵の楔くさびとなって、調和しつつも自己主張をしていた。

  　カトレアだった。ラン科の華か麗れいな花が、スケッチブックの中で咲き誇っている。

  　素そ描びようという段階じゃなかったため、ほかの絵よりも目を引いたのだろうか。趣しゆ向こうが凝こらされた絵でなく、本当にありのままのカトレアを描いた水彩画。なのに、僕はそのカトレアに絡からみ取られるような感覚に襲おそわれた。まるで海の底に落ちていくように、周囲の音が遠ざかっていく。

  〝ねえ、いいだろいいだろ？〟

  　薫かおる子こさんの声が聞こえる。耳鳴りのように。波の音と混まじり合いながら。

  〝わたしの一生のお願いだぞ〟

  　声が遠くこだまする。カトレアの赤紫が意識を塗ぬり替え、視界もその色によって覆おおわれていく。

  〝モデルになってくれ。な？〟

  「!?」

  　その瞬間、五ご感かんはなにごともなかったように回復し、波の音と海の家の喧けん騒そうに包まれた自分を取り戻した。

  　目の前では、テーブルに突つっ伏ぷすように薫子さんが頭を下げ、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんが苦笑を浮かべている。ゴツンゴツン、と薫子さんがテーブルに額ひたいまでぶつけだしたのを見て、莉花さんは深々と息を吐はいた。

  「しょうがないわね」

  「よっし」

  　喜き色しよく満まん面めん、薫子さんはガッツポーズをした。

  　僕はそんな薫子さんを見ながら、そういえばカトレアの花言葉は〝魅み了りよう〟だったなあ、と思い出していた。


  


  ３

  

  　モデルは、今日の夜から二時間ずつという約束で、薫かおる子こさんのアトリエで行おこなわれることになった。

  「本当にいいの？　莉り花かさん」

  　海の家の前で薫子さんと別れたあと、莉花さんに訊きいた。莉花さんは、う～ん、と腕を組んで唸うなった。

  「あの絵を見たら、なんかいいかなって……。こんな素敵な絵を描かける人から、あんなに頼まれたら、断ことわりづらいっていうか」

  　そう言いながらも、莉花さんの表情はなんだか腑ふに落ちないよう。

  　僕も正直、違和感というか不思議な感覚…………わかりやすくたとえるなら、赤と黄色のチューリップの種を植えたらピンクとオレンジのチューリップが咲き、おまけにみんなから「それは鬱うつ金こん香こうだ」とチューリップのマイナーな別名を言われまくったときのような…………いや、すごいわかりにくい。

  「ま、二時間だけなら遊ぶのにも――」

  　莉花さんは気を取り直すように言い、不ふ敵てきな眼まな差ざしを僕に向けた。

  「君の死の地獄トレーニングにも支し障しようがないものね」

  〝死〟ってなに？　地獄とちょっとかぶってるし。

  　青ざめる僕にかまわず、莉花さんたちは別荘に向かって歩き出した。

  　秀しゆうさんの別荘は、海岸通りを挟はさんで海辺に面し、背はい後ごは草木が生おい茂る丘きゆう陵りようになっていた。

  「あら、とてもオシャレなおうち」

  「お」

  「へえ、秀にしてはやるわね」

  「こ、これが秀さんの別荘……」

  　帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんばかりでなく、庭のアーチ状の門もん扉ぴをくぐった莉花さんと僕も、その外観に声をもらした。

  　別荘は二階建て。白壁に梁はりや柱が露出しているハーフティンバー住宅で、左右に三角屋根がついている。英国風カントリーハウスって感じの洗練された佇たたずまい。

  　予想以上に素敵な別荘で、それを所有している秀さんってすごいな、と思ってから、ちょっと悔しくなった。必死に貯めたこづかいで、部屋のベランダに飾る鉢植えをようやく買っている僕とは違いすぎる。

  　張り合ってもしょうがないけど、なんだか焦るなあ。

  　そんなことを思いながら前庭に目を向けた。

  　門扉から玄関までは石いし畳だたみの小道でつながり、庭の一角には花壇がある。邸てい内ないは掃除してあるようだけど、さすがに庭は手入れがされていない。学校にあるような広い花壇も雑草で覆おおわれていて、こればっかりはホント残念。

  　いや待てよ。この四日間でここを、

  〝あら、とてもオシャレな花壇〟

  〝お〟

  〝へえ、君にしてはやるわね〟

  　と、みんなから言ってもらえるような花畑にすることはできないものか。う～ん。

  　などと考えていたら、

  「それじゃみんな！」

  　莉り花かさんの元気いっぱいの声が聞こえてきた。

  「荷物を置いたら、浜辺に集合ね！」

  

  「冷たっ！」

  「きゃはっ」

  　波なみ打うち際ぎわで水みず飛沫しぶきが上がり、女性や子供たちの声と笑顔がそこここで弾はじけている。

  　部屋に荷物を置き、泳ぎにいく準備でもしようかと考えていたら莉花さんから頼まれ、いや命じられて、レジャーシートやらビーチパラソル、クーラーボックスなどを先にひとりで運ぶはめになった。

  　すごい重い。別荘から浜辺までは海岸通りを渡るだけだけど、両手いっぱいの荷物を抱かかえてたどり着いたときには汗びっしょり。着ていたＴシャツを脱いで海パン一丁になる。

  　三人の姿はまだ見当たらない。まあ、女子のほうがなにかと準備に時間が掛かるのかもしれない。よくわかんないけど。

  　浜辺で呆ほうけててもしょうがないので、ひとりでシートを敷き、ビーチパラソルを広げたりしながらみんなを待つことにした。

  　穴あな場ばの海水浴場とはいえ、夏休み真まっ只ただ中なかのこの時期、僕たちのような中、高校生っぽいグループや家族連れが目立つ。海の家の周囲も人が賑にぎやかに行き交かっている。

  　そんな中――きょろきょろ――莉花さんたちを捜す。微妙にドキドキしている。

  『莉花の水着姿を見たくないのかい？』

  　秀しゆうさんの言葉が甦よみがえる。

  　莉花さんの水着姿……。

  　想像しそうになって、ギュッと目を瞑つぶる。

  　やっぱり、ちょっと、いや、かなり気になる。

  　自分でそのことを認めると頬ほおが熱くなった。ごほんっ、落ち着こう。このままじゃ挙きよ動どう不ふ審しんで莉り花かさんに怒おこられる。理性的に理性的に……などと戒いましめながら、それでも口元が緩ゆるんでいたのかもしれない。

  「なによ、そのヘンタイチックな笑顔は」

  　莉花さんの声が聞こえた。

  「莉花さん!?」

  　とっさに振り返る。

  「!!」

  　ど～～～～ん！　海と莉花さんと水着と僕！

  　効果音つきで謎なぞの叫さけびを上げそうになったけど、人としてなにかを失いそうだったので必死に堪こらえた。

  　莉花さんはピンクと白のチェック柄がキュートなホルタービキニ姿。白い肌は眩まぶしく、すらりとした手足は柔やわらかい線を描えがいている。右の手首には銃じゆう花かとなる拳銃型キーホルダーが銀のチェーンで巻かれていて、とってもクール。しなやかでスレンダーな肢し体たい。美の女神降臨。

  　言いすぎ？　ううん、そんなことない。今僕の目と心を虜とりこにしているこの光景についてなら五時間は語れる。

  　そんなことを茹ゆだった頭で考えながら、いつのまにか視線は胸のあたりに……。ああ、もう美び辞じ麗れい句くでは語りつくせないそのふくらみは――。
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  「いだっ」

  　顔を張られるように突き飛ばされた。

  「め、目がエロいのよっ！」

  　莉り花かさんは胸むな元もとを押さえながら、顔を真っ赤にして怒おこっている。

  「ご、ごめんなさいっ」

  　我に返った。ちょっと冷静じゃなくなっていた。平常心、平常心。

  　砂浜にしりもちをついたまま莉花さんに張られた鼻をこすっていると、うふふ、と笑い声が聞こえた。

  「洋ひろさんも男の子ですものね」

  　帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんが、莉花さんの背はい後ごから顔を覗のぞかせた。二人ともかわいらしい水着姿。帆鳥ちゃんは腰まわりにフリルの付いたスカイブルーのワンピースで、月夏ちゃんはグリーンのスポーティなビキニで下はパンツ水着だ。

  「葉はノの宮みや洋」

  　月夏ちゃんが独り言のように、でもこっちをまっすぐ見ながら言う。

  「感想」

  　感想？　ええっと、水着姿の感想ってことかな？

  「それはもう、みんな、とても似合ってるよ」

  　水着姿の女の子三人を前に、さすがにちょっと照れくさいというか、目のやり場に困りながら答える。すると帆鳥ちゃんが僕の顔を覗のぞきこんできた。

  「では洋さん、質問です」

  「質問？」

  「三人の中で誰が一番だったりしますか？」

  「!?」

  「ほ、帆鳥、あんた、そんなこと訊きかなくても」

  　なぜか莉花さんも焦あせり顔。月夏ちゃんはパチッとまばたきひとつ。でもなんとなく期待に満ちた眼まな差ざしが、ずずう～んと向けられている気がしないでもない。

  　でもここで男らしくビシッと言えるようなら葉ノ宮洋じゃない（ダメじゃん）。

  「あ、いや、そ、それはあの、優ゆう劣れつなんてなくって、あはは、み、みんながオンリーワンでワンダフル？」

  　なに言ってるかわからない。頭が真っ白になりかけ、熱は体中を駆け巡った。

  「ぼ、僕、泳いでくる！」

  　そうか熱いなら泳げばいいんだ！　だってここ海だから！

  　そんな論ろん法ぽうを唱となえ、ばたばたとその場をあとに。

  「うふふ、逃げられちゃいましたね」

  　帆ほ鳥とりちゃんの楽しそうな声と、

  「はあ～～～～」

  　莉り花かさんの安心したようなため息を背せにしながら――バッシャーンッ――僕は海に飛び込んだ。

  「み、見てあの子、大陸にでも渡る気かしら!?」

  　周囲の人たちがそんなふうに驚おどろくくらいの勢いきおいで。

  

  「ねえ、あの島に行ってみない？」

  　そんな莉花さんの声が聞こえたのは、わずかに陽がかたむきだしたころ。僕がカナヅチの帆鳥ちゃんに頼まれ、泳ぎの練習に付き合っていたときだった。

  「はぷぷっ、わぷぷっ……し、島？」

  　僕に手を引かれてバタ足をしていた帆鳥ちゃんは、莉花さんの言葉に泳ぐのを中断した。見ると、波なみ打うち際ぎわに佇たたずむ莉花さんは沖合いを指さし、砂浜で砂の城を作成中だった月つき夏なちゃんはそっちへ無感情な瞳ひとみを向けた。

  「ああ、あの島か」

  　小さな島、というより大きな岩という表現のほうが相応ふさわしい塊かたまりが、三百メートルほど離れた海の上に見えていた。浜辺から見る限りでは、十分も歩けば一回りできそうなくらい。狭せまい砂浜とその向こうに広がる草木の緑が確認できる。もちろん無人島だろう。

  「あ、あら、私に海の藻も屑くずになれと？」

  　水の中だと帆鳥ちゃんにいつもの余よ裕ゆうがない。練習中も絶対に僕の手を離さなかったし。

  　そんな帆鳥ちゃんの不安を知ってか知らずか、莉花さんは島を見み据すえながら呟つぶやいた。

  「なんか気になるのよね」

  　その真ま面じ目めな表情を目まの当たりにし、にわかに緊張する。気になるって、まさか密みつ鬼おにの気け配はいとか、そういう類たぐいのことだろうか？

  「あの島、ヘタレのトレーニング場所に使えるんじゃない？」

  　密鬼まったく関係なし！

  　ていうか、僕限定で不ふ吉きつな展開になりそうだったので、慌あわてて声を上げた。

  「いや、莉花さん、やめたほうがいいんじゃないかな？　満まん潮ちようになったら沈むかもしれないよ」

  　あの島が沈むくらいならこの辺り一帯も呑のみ込まれそうだけど。

  「それに帆鳥ちゃんはどうするの？　かわいそうだよ」

  　じゃあ君だけ島に修しゆ行ぎように行ってきなさい、とか言われそうだけど。

  「そうね」

  　莉り花かさんはうなずいたけど、すぐに顎あごで海の家を指した。

  「大丈夫。ボートを借りるから」

  　そこには、〝レンタルボート〟なんて書かれたのぼりがなびいていた。ああ至れり尽くせり海の家。
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  　海の家でレンタルした大型ゴムボートに莉花さんと帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんの三人が乗り、僕だけ泳いで島まで渡ることになった。

  「――て、なんで僕だけ泳ぐの!?」

  　理り不ふ尽じんな展開に異いを唱となえると、早くもゴムボートで、浜辺から離れつつある莉花さんが平へい然ぜんと言った。

  「だってこのボート三人乗りだもの」

  　がっくりと膝ひざをついた。

  「なにグズグズしてんのよ。これは花か族ぞくとして最低限の体力もない君のトレーニングだし。それに君、君にしては珍めずらしく、水泳は得意なんでしょうが」

  　それはそのとおりだった。

  　運動神経ダメダメな僕だけど、唯ゆい一いつ水泳だけは人並みかそれ以上にできる。小学生のとき、虚きよ弱じやく気味の僕を心配したクラス担任から町の水泳教室を紹介され、一年ほど通ったからだ。

  　さっき、帆鳥ちゃんのために見本で泳いだりしたのを、莉花さんは見ていたのだろう。それを踏まえての島までの遠えん泳えい命令なら納なつ得とくがいく。

  　いや、納得って……。

  　スタミナがない僕にとっては三百メートルほどの距離でも余よ裕ゆうはない。気合を入れなきゃ。

  「よし、頑張ろう」

  　砂浜で準備運動をする僕に、すでに海上でオールを漕こぐ莉り花かさんたちから声が掛かる。

  「生きてたどり着きなさいよ」

  「…………サメ」

  　莉花さんのセリフはともかく、月つき夏なちゃん、それどういう意味？　サメ、いないよね!?

  　そして最後に帆ほ鳥とりちゃんの言葉が僕の耳に。

  「洋さん、もし私たちより先に着いたら、ご褒ほう美びにちゅ～が進しん呈ていされます」

  「な!?」

  　驚きよう愕がくの声を上げたのは、海の上の莉花さんと砂浜の僕で同時だった。

  「ちょ、帆鳥、あんたなに言ってんのよ!?　そ、そんなのダダダダダメに決まってるでしょ！　ほ、ほら月夏、あんたもはっきり言いなさいよ！」

  「問題ない（はっきり）」

  「なんでよ!?　ありえない！　そんなの絶対ありえないから――」

  「よ～いド～ン!!」

  　反射的に身体からだが飛び出した自分に赤せき面めん。これじゃあご褒美に釣られてはりきっているみたいじゃないか、と呆あきれつつ、すでに十メートルほど泳いでいた。

  　三人の乗るボートとは、まだだいぶ離れている。

  　バカだなあ、僕。

  　水を掻かき、足をばたつかせながら、落ち着きを取り戻した頭で思う。

  　あんなの冗談に決まってるし、真まに受けちゃいけない。

  　ちゅ～、か……もしかしたら莉花さんと…………ちゅ～……。

  　おや？　水の中なのに身体がカッカします。心臓がありえないくらい高たか鳴なっているのは、やっぱりスタミナがないせいか、それとも……。

  　などと考えながら、クロール、クロール、クロール。

  　あれ？　すごい必死だ。

  　いやいや別に〝ちゅ～〟が欲しいために必死になっているわけじゃない。これは…………そう、普段はまったくいいところを見せられない僕でも、たまにはやれるんだ、というところをアピールしたいだけなんだ、うん。

  　寄せる波に逆さからう遊ゆう泳えいは、予想以上に抵抗があって進みにくい。しかも全力で泳ぐのなんて久しぶりなので、動きもぎこちない。息継ぎのたびに海水が口に入ってきて、きつい。鼻がツ～ンッとする。

  　でも止まらない。

  　大きく腕を回し、足で海水を蹴けり上げる。まだ半分も来ていない。島はまだまだ遠く、でも莉り花かさんたちのゴムボートとの差は縮ちぢまっていた。ボートを漕こぎなれていないのか、莉花さんたちは思うように進めていない。

  　追い越せる。そんな確信を抱いだく。帆ほ鳥とりちゃんと一緒にオールを漕ぐ莉花さんの表情はすごい必死。

  「みんな力を合わせて！　体が壊れたっていい！　今まで生きた中で一番力を出すのよ！　それ！　イチッ、ニッ、イチッ、ニッ！」

  　そ、そんなに負けたくないんだね……。

  　結構落ち込みつつ、クロールを続ける。

  　その差五メートル、四メートル……三……二……一……。

  「ウソ!?」

  　莉花さんの愕がく然ぜんとした声が聞こえたのも束つかの間ま、僕はゴムボートを追い越していた。

  　正直自分でも驚いた。莉花さんと帆鳥ちゃんと出会ってからの三か月。何なに事ごとにおいても彼女たちの後こう塵じんを拝していた僕に、今まさに歴史的勝利がもたらされようとしているので〝ちゅ～〟。

  「…………」

  　語尾がおかしくなったのは抑おさえきれない期待の表われなんかじゃない。ただの疲労のせいなんだ。そう言い訳しつつ、ゴムボートを離していく。

  　いける。本当に僕、勝てる。

  　勝利の予感に打ち震ふるえたとき――。

  「頼んだわ、月つき夏な！」

  　莉花さんの声が後こう方ほうで上がり、そしてザップンッ、水の音。

  　なんだろう、と怪け訝げんに思っていると――バッシャ、ザブンッ――豪ごう快かいな水音がどんどん近づいてくる。

  　なんだなんだ!?

  　巨きよ大だい魚ぎよでも現れたのかとぎょっとして、視線だけ向ける。

  「えええええ～!?」

  　バタフライで迫せまってくる月夏ちゃんの姿がありました。

  　な、なんで月夏ちゃん!?　しかもバタフライって!?　しかもバタフライって!?（強調）。

  　小さな身体からだに似合わないパワフルな泳ぎで波を断だん裁さいし、非常識なスピードであっという間に僕に並び、一瞬で追い越していく。

  　バッシャッ、ザブンッ、バッシャッ、ザブンッ。

  　人にん魚ぎよも顔負けの光景に、ただ見送ることしかできない僕。

  　バタフライ、ああ無敵のバタフライ、どこまでも。

  　花はな跳とびの月夏ちゃんの身み軽がるさは知っていたけれど、それ以上の身しん体たい能力の高さを見せつけられ、ただ唖あ然ぜん。ぐんぐん遠ざかっていく月夏ちゃんとともに、僕の勝利はうたかたとなって消えた。

  

  　小島で一休みすることになった。ていうか休まないと僕、死ぬと思った。

  「ふひ～」

  　なんとか泳ぎきることはできたけど、疲労でふらふらだ。帰りのためにも体力回復に努つとめなくちゃ、と思いながら、弓なりになった小さな砂浜にへたり込む。

  　島の岸辺は陸のほうに面した一部が砂浜で、ほかは岸がん壁ぺきになっている。打ち寄せる波がぶつかり、飛沫しぶきを立てている。砂浜の背はい後ごには大人おとなの背せ丈たけほどの藪やぶが迫せまっていて、それに埋うもれるように大きな岩の頭が見えた。僕たち以外に人ひと影かげはなさそう。

  　目を引くようなものはない。想像どおり、十分も歩けば、島内を一通り見て回れそうなくらいだ。

  「ほら」

  　息を整えていると、不意にペットボトルのスポーツドリンクが目の前に出された。

  「莉り花かさん」

  　莉花さんが僕を横目で見ながら、素そっ気けなく言う。

  「まあ、君にしてはよく頑張ったほうね。飲んでいいわよ。海の家で買ったヤツだから、少しぬるくなってるかもしれないけど」

  　莉花さんが労ねぎらってくれた！

  　疲労が一気に吹き飛んだ気分になり、貰もらったスポーツドリンクをごきゅごきゅ飲んで、げほげほむせた。そのとき――。

  「――!?」

  　莉花さんが眉まゆをひそめ、ピリッとした緊張感が走った。隙すきのない視線が島の中央、緑萌もえる藪の中へ向けられる。

  「帆ほ鳥とり」

  　藪を見み据すえながら、帆鳥ちゃんの名を呼ぶ莉花さん。帆鳥ちゃんは、ええ、とうなずく。

  「月つき夏なはどう？」

  　月夏ちゃんは、無言で首を縦に振る。

  「この島をはじめて見たときも、微妙に気になったのよね」

  　どうやら、妙な気配を莉花さんたちは感じたようだ。けど、僕にはさっぱり。相変わらず感覚はにぶい。

  「でも本当に些さ細さいなもの。気のせいと言っていいくらいでしたけど」

  「それがかえってイヤな感じ。こう、なんていうか、密みつ鬼おに登場！　ってはっきりわかるくらい強烈だとすっきりするのに」

  　すっきりはしないと思う。

  「まあ、とにかく」

  　莉り花かさんは藪に向けていた視線を動かし、僕たちを見た。

  「いくら休暇でも、少しくらい花か族ぞくの仕事をしたっていいわよね」

  

  　というわけで藪やぶの中。

  　砂浜からだと鬱うつ蒼そうとした藪に見え、全員水着姿なので怪け我がでもしないかとひやひやしたけど、それは杞き憂ゆうだった。いざ足を踏み入れてみれば、草木は島の周しゆう縁えんに沿って多いだけ。中央の大岩に近づくにつれ極きよく端たんに少なくなり、その周囲はぽっかりと開けていた。鮮あざやかな日ひ向なたと、卵型の大岩によってできる日ひ陰かげのコントラストが、苔こけで覆おおわれた地面に落ちている。

  「典てん麗れい萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――」

  　莉花さんの右手の中で、拳銃型キーホルダーが淡あわく光りだし、

  「ガン・ブロッサム」

  　つぎの瞬間、それは蔓つるや葉などの植物群に覆われ、変形し、あっという間に切花型拳銃――銃じゆう花かに変へん貌ぼうした。

  「念のためよ」

  　莉花さんはそう言って銃花を握り締め、それに倣ならうように帆ほ鳥とりちゃんが唱となえた。

  「風ふう韻いん萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――ステッキ・ブロッサム」

  　帆鳥ちゃんは手にしていた小さな銀色のステッキを杖じよう花かに変へん化げさせた。けど帆鳥ちゃん、そのステッキ、どこに入れて持ってきたの？

  　ついそんなことを考えた僕に、帆鳥ちゃんはチラッと舌したを出す。

  「洋ひろさん、女の子には隠かくせる場所がいろいろあるんですよ」

  　僕にその場所を追及できるわけがない。慌あわてて周囲に視線を巡らせると、月つき夏なちゃんがポツリと言う。

  「異常気け配はい、皆かい無む」

  　しかし莉花さんは浮かない顔だ。

  「ええ、密鬼の気配はないわ。ないけど……なんかあんまり長なが居いはしたくないようなイヤな雰囲気。虫もいそうだし」

  　そういえば莉花さんは虫が苦にが手てだったっけ。

  　象のように大きい岩の前で、そんなことを思い出したとき――。

  　ポタンッ。

  　不意に音がした。藪やぶの外から潮しお騒さいが聞こえる中、まるで別次元から響ひびいてくるかのような、やけに明めい瞭りような音。

  　ポタンッ。

  　水すい滴てきが落ちたよう。海に囲まれているので気にすることじゃないのかもしれない。けどその音を聞くたびに、動どう悸きが激しくなるのはおかしい。

  「り、莉り花かさ……」

  　莉花さんに声をかけようとして、

  「!?」

  　息を呑のんだ。

  　花!?

  　視界いっぱいに、艶あでやかな花畑が広がっていた。大岩を中心に空あき地が広がっていたはずなのに、今そこは、濃のう厚こうな黄色や緑や青が氾はん濫らんする無数の花に覆おおわれている。

  　な、なにこれ!?

  　あまりの数に圧倒され、それらがなんの花なのか、現実に存在する花なのかたしかめる余よ裕ゆうもない。花は地面ばかりでなく、周囲の藪や大岩からも、しだれるように咲き重なっている。まるで花のジャングルだ。

  　莉花さんたちを見る。莉花さんたちは周囲を探たん索さくしているけど、この光景の変へん化かには気づいていないのだろうか。花畑の中に平気で分け入っている。

  　僕にしか視みえていない？

  　大岩も地面も、原色の花の海に呑まれそうな中、

  　ポタンッ。

  　音の正体に気がついた。それは花の音。花が溶とける音。

  　おびただしい花の群ぐん落らくは、熱で溶ける蝋ろう細ざい工くのように、その花びらや葉っぱから、ポタンッと原色の液体を垂らしている。それがほかの花に零こぼれ、狭はざ間まに落ち、混まざり合って濁にごり、毒々しい色水の溜たまりとなっていた。

  「葉はノの宮みや洋ひろ？」

  　不意に月つき夏なちゃんに名を呼ばれ、我に返った。

  「え？」

  　不気味な花畑は一瞬で消失していた。あるのは大岩と苔で覆われた地面。溶よう解かいした花の残ざん滓しもない。

  「葉ノ宮洋」

  　心持ち眉まゆ根ねを寄せた月夏ちゃんが、僕の顔をじっと見上げていた。

  「ううん、なんでもない」

  　息を吐はきながら、笑って答えた。

  　なんだったんだろう……。

  　頭の中をクエスチョンマークでいっぱいにしながら、汗をかいた額ひたいを手で拭ぬぐう。

  　帆ほ鳥とりちゃんの声が聞こえた。

  「なにもなさそうですね――戻りましょうか」
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  　島の探たん索さくを終えた僕たちは、花か季きヶが浜はまの浜辺に戻った。三人乗りゴムボートに僕だけまた乗れなかったのは言うまでもない。

  　ぜはっぜはっ。

  　砂浜に倒れこむ。スタミナに気を使いながらゆっくりと泳いできたけど、もう限界。

  　島にたどり着いたときと同様、莉り花かさんの労ねぎらいの言葉を待っていると、

  「君、これから夕飯の買い出しに行ってきて」

  　パシリを言いつけられた！

  　僕たちが泊まる秀しゆうさんの別荘はペンションでも旅館でもないため、食事は自分たちで用意するしかない。外食でもいいけど、帆鳥ちゃんの「断然手料理ですよ。まずは胃袋を虜とりこにするのが一番なのです」という、よくわからない熱ねつ弁べんによって、滞在中は自じ炊すいすることに決まっていた。

  　というわけで、当然買い物には行かないといけないわけだけど、

  「ぜはっ、ぜはっ」

  　少々人使いが荒いような……。

  「な、なによ？　その牛飼いにこき使われた子牛のような目は？」

  　たとえはアレだけど、ニュアンスは間違っていない。

  　しかしそんな僕から顔を逸らし、莉り花かさんは心配そうに、ビーチパラソルの下の帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんを見み遣やった。

  「ふたりとも大丈夫？」

  　そこではじめて、帆鳥ちゃんと月夏ちゃんの表情が冴さえないことに気がついた。

  「具合でも悪いの？」

  　なんだか目に力がないし、いつも泰たい然ぜんとしている月夏ちゃんはともかく、帆鳥ちゃんから笑みが消えているのは気に掛かる。

  「いえ、心配いりません。ほんの少し……。ええ、ちょっと疲れただけですよ」

  　そう言う帆鳥ちゃんの声は気だるそう。

  「問題……ない」

  　月夏ちゃんのほうは肩を落とし、小さな身体がよけい小さく見える。そんなふたりを前に莉花さんは首をかしげ、

  「熱があるとかじゃないみたいだし、本当に遊び疲れただけかも」

  　それから自分の腕をもう片方の手でさすった。

  「あたしも少しだるいっていうか、なんか眠いっていうか……う～ん、島のイヤな雰ふん囲い気きにあてられたのかな」

  　珍しく疲労をにじませる三人を見て、なぜか島で目にした異質な光景が脳のう裏りをよぎった。

  　いちおう言っておいたほうがいいかな？

  　でも、あのあとどれほど目を凝こらしてみても花畑は見えなかった。ぼ～っとしていて幻を見ただけかもしれない。島自体に危険な気配はなかったのだし、取り立てて言うほどのことじゃないような……。

  　そんなことを逡しゆん巡じゆんしていると、

  「とにかく」

  　莉花さんがきっぱりと言った。

  「一番元気な君が買い出しに行くこと！」

  　もちろん、こういう状況なら僕をこき使ってもらってかまわない。いや、まあ、いつでもどこでもこき使われてはいるんだけどね。

  　ビーチパラソルやレジャーシートを片付け、別荘に戻った。莉花さんたちはやはり体調が優すぐれないのか、いつもより口数が少ない。

  　そんな三人を残して出かけることはためらわれた。けど、痛みや熱があるわけでもなく、本人たちもただの疲労と言っていたので、僕は買い出しに行くことにした。

  　スーパーは別荘から歩いて三、四十分ほどのところ。その辺りが花か季きヶが浜はま唯ゆい一いつの繁はん華か街がいだと、秀しゆうさんから聞いていた。

  〝大売出し〟の看板を立てたスーパーで、買い出しリストを手に食材を揃えていった。

  　買い物袋ひとつ分の量になり、それを持って店内をあとにしようとしたら、ふと出入り口近くの掲示板に目が止まった。ポスターが貼ってある。

  〝花は華ばな市花火大会〟。

  　夜空を彩いろどる壮そう麗れいな花火の写真をバックに、勢いきおいのある文字でそうしたためられている。開催日を確認すると、明後日あさってだ。場所は花か季きヶが浜はま沿いにある市営総合公園とあり、描かかれた略地図を見る限り、僕たちの泊まる別荘からそう離れていない。

  「花火大会……」

  　これはいい情報をゲットしたぞ。

  　みんなで行く花火大会を想像したらわくわくした。きっと楽しい思い出になる。

  

  「ただいま～」と言いながら、別荘の玄関をくぐった。応こたえる声はない。入ってすぐのリビングを覗のぞいたけれど、ソファや大型テレビが置かれた室内には誰もいなかった。みんな部屋で休んでいるのだろうか。キッチンで買ってきた食材を冷蔵庫に詰め込むと、二階に上がった。

  　寝室は二階の洋室だ。もちろん僕とみんなは別。

  　部屋はふたつあり、広いほうを莉り花かさんたちが三人で使用している。

  　二階に上がり、莉花さんたちの部屋の扉とびらに視線を向けた。いちおう帰ってきたことを告つげようかと思ったけれど、もし眠っているなら起こすのは悪い。声を掛けるのはあとにしようと決め、自分の部屋に入った。

  　室内は外がい壁へきと同じような清潔感のある白い壁沿いにベッドがひとつ。クローゼットと小型のドレッサーが備そなえられ、猫のような脚の丸テーブルとロッキングチェアが、窓からのオレンジ色の陽射しを浴びていた。

  　ふ～っ、と息を吐はきながらベッドに腰を下ろす。

  　海で泳いだせいか、かなり疲れている。このまま横になったらすぐにでも寝てしまいそうで、眠ねむ気けを払うように頭を振った。

  「ん？」

  　ふと、ドレッサーに置いたスポーツバッグが目に入った。僕のものだ。なにが入っているかというと『ポケット版　草花事典～四六時中も花を愛めでたい、おめでたい人に～』の一巻から三巻が入っている。ポケット版だからかさばらない。眠る前に読むと熟睡できるので、つい持ってきてしまった。

  　そのバッグの上に、四つ折りの紙切れが置いてある。

  　自分で置いた覚えはない。立ち上がり手に取る。紙切れには少し丸っこい綺き麗れいな字で、〝To　葉はノの宮みや洋ひろ〟と書かれてある。

  　なんだろうと思いながら、開いた。

  〝浜辺に来て〟

  　とだけ書かれてある。

  「浜辺に来て？」

  　それがなにを意味しているのかすぐに理解できない。理解できないのに心臓の音がやけに高たか鳴なっている。直接じゃなく、わざわざ紙に書いて残してることが、特別なことのように思えた。

  　いろんな想像が頭を駆け巡る。

  　たとえばなにか頼み事があるとか。相談事があるとか。たとえば……果はたし合いをしたいとか？――いやいやいやいや、それはない。

  　あとは……。

  　ビーチでデート？

  「ないない」

  　独り言をもらし、苦笑した。

  　僕に限ってそんなことはないだろう。それに誰が書いたものかもわからないんだし。

  　そう思いながら、莉り花かさんの笑顔が脳のう裏りをかすめた。ゴクリと喉のどが鳴った。

  「だから、ないない」

  　たとえ莉花さんだとしても、体力強化のためのトレーニングが一番可能性が高くないか。うん、それありそう。

  「と、とにかく浜辺へ。待たせたらいけないから」

  　ドレッサーの鏡で身だしなみだけはチェックして、急いで部屋を出た。

  　逸はやる気持ちを抑おさえつつ階段を下りる。玄関にはビーチサンダルが僕の分も入れて三足残っていた。一足足りない。でも僕以外はみんな同じビーチサンダルを履はいていたような気がするし……。

  　いいや、とにかく浜辺へ。

  　別荘の門をくぐり、海岸通りを渡り、堤防を乗り越える。

  　凪ないだ海が茜あかね色いろに染まっている。スローモーションで爆はぜたような夕陽を臨のぞみながら砂浜に降り立つ。

  　昼間は賑にぎわっていた砂浜は、祭りのあとのようにひっそりとしていた。人ひと影かげもなく、ただ心ここ地ちいい波の音。

  　緊張しつつ、辺りを見回す。

  〝浜辺に来て〟

  　差出人不明の伝言をなんども心の中で呟つぶやいた。莉花さんの顔が思い浮かぶ。

  　寄せては返す波が砂に染しみ、波打ち際に小さな貝かい殻がらがゆらゆら揺れていた。

  　そして――。

  　さくっ。

  　砂を踏みしめる音が背はい後ごで聞こえた。
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  　ドキッとしながら振り返ると、

  「莉り花かさん!?」

  　莉花さんがいた。ピンクのＴシャツとプリーツスカート姿の莉花さん。その顔には夕陽が差し、穏おだやかに細められた瞳ひとみは玻は璃りのように煌きらめいている。

  「呼び出してごめんね。でも来てくれてありがとう」

  　風でひるがえる髪を片手で押さえ、柔にゆう和わな笑みを浮かべる莉花さんの美しさに、僕は見とれた。

  「あたしの顔になにかついてる？」

  「あ、ご、ごめん、そうじゃなくて」

  　慌あわてて目を逸そらそうとしたら、

  「ホントに？」

  　莉花さんがズイッと近づいてきた。吸い込まれそうな莉花さんの瞳に、胸が高たか鳴なる。

  「ホントに？　なにもついてない？」

  　莉花さんは上うわ目め遣づかいで見つめながら、顔を寄せてくる。

  「ちゃんと見て。あたしを」

  　近い近い近い近いうれしい近い近い。

  　息が掛かりそうなほど間ま近ぢかに迫せまった莉り花かさん。こんな距離、花はな視みをするとき以外では考えられない。すでに頭は蕩とろけ、身体からだは硬こう直ちよく。胸の鼓こ動どうのせいで潮しお騒さいはもう聞こえない。

  「ねえ、君……」

  　莉花さんがそっと僕の頬ほおに手を伸ばしてくる。触ふれる。細い指のこそばゆい感かん触しよく。それが全身に伝わり、快こころよい痺しびれに変わる。

  　なんか……なんか、おかしい。

  　吹っ飛びそうな理性がそんなことを告つげるが、物欲しそうな莉花さんの眼まな差ざしの前ではままならない。

  「あたしね、気づいたの」

  　世界の秘密を囁ささやくような口ぶりが、耳じ朶だを優やさしく刺激する。

  「君と出会ってから三か月。たった三か月だけど、いろんなことがあったわよね」

  　莉花さんの吐と息いきが鼻先に触れ、それは甘かん美びな涼すず風かぜとなって心を撫なでていく。

  「出会ったころの君は本当に頼りなくって、なよなよしてて、臆おく病びようで、うじうじしてて……」

  　そう、でも今の僕は――。

  「でも今の君はまだ本当に頼りなくって、なよなよしてて、臆病で、うじうじしてて……」

  　変わってない!?

  「そんな君がいつからかな……気になって、いつも目で追うようになってたわ」

  「!?」

  　莉花さんははにかみ、顔を逸そらし、それからもう一度視線を絡からませてきた。

  「あたしね」

  　僕と莉花さんとのわずかな間を、潮しお風かぜが通り過ぎていく。

  「気づいたの」

  　そして究きゆう極きよくのセリフが、僕の十七の夏、夕暮れの海辺に花開く。

  「あたし君のことが好きなのっ。大好きなの！　君しか見えないの!!」

  「!?」

  　身体も心も電でん撃げきに貫つらぬかれたよう。本当にびりっと全身が震ふるえ、魂たましいがふわわ～っと抜けそうになった。

  「り、莉花……さん？」

  　莉花さんから好きだと言われた。大好きだと言われた。

  　告白されるなんてはじめてだった。それだけで頭に血が上のぼって卒そつ倒とうしそうなのに、相手は莉花さんだ。景色が百八十度展開したように感じた。

  　これって夢じゃないよね!?

  　思わず自分の頬ほおをつねった。痛い。

  　やっぱり現実なんだと思いながら、でもまだこの状況を信じきれない自分がいる。驚おどろきと興こう奮ふんに溺おぼれそうなのに、なにか違う、おかしいと、心のどこかが警けい鐘しよう――パンパカパ～ンッ！　いやそれ警鐘じゃなくファンファーレ！――を鳴らしている。

  　だって……だって莉り花かさんが僕を好きになる要素が見当たらない!!

  　そんな自じ虐ぎやく百パーセントな思考が、わずかに頭を冷やした。

  　目の前の莉花さんは莉花さんだけど、どこかいつもと違う。この三か月間見てきた莉花さんらしくない。どこがと訊きかれても、答えることはできないけれど――。

  「てへっ♡　照れるわね」

  　いやそこは答えられる！　〝てへっ♡〟は莉花さん、言わない！

  　僕は口元を引き締しめ、身を引いた。

  「莉花さん、どうしたの？　なにかあったの？　いつもと様子が――」

  　しかし最後まで言う前に、莉花さんは僕の胸に飛び込んできた。

  「えええっ!?」

  　莉花さんの腕が僕の背せに回り、温あたたかい綿わたにくるまれたような感かん触しよくに力が抜けていく。

  　これって現実でしょうか、地球アース？

  　思わず地球に答えを求めるくらいパニクり、ついに目め眩まいでクラッ。莉花さんの華きや奢しやな身体からだすらもう受け止めることができなかった。

  「うわっ」

  　よろけて、そのままぶざまに背中から転倒。

  「いててて」

  「大丈夫？」

  　普段の莉花さんなら、情なさけないっと一いつ喝かつするところだけど、聞こえてきたのは気き遣づかうような声だった。

  「怪け我がしてない？」

  　優やさしげな口ぶりと、身体の上に感じる気持ちのいい重さに、目を見み開ひらく。

  「な!?」

  　その目を疑うたがった。

  　り、莉花さんが……莉花さんが……莉花さんが僕のおなかの上に跨またがっている！

  「り、りはひゃん!?」

  　舌したも回らない。

  　もうダメだ……。

  　なにがダメなのかわかんないけど、なにかがダメな僕は、腑ふ抜ぬけたように莉花さんを見上げた。莉花さんは両手を僕の胸につき、心配そうな表情で見下ろしている。そして僕の視線に気づくと照れたように目元を緩ゆるめた。

  「い、い……」

  「い？」

  　莉り花かさんははずかしそうに唇くちびるを噛かみ、でもすぐ、意を決したように口を開いた。

  「いちゃいちゃ、する？」

  　ぐさっ。

  　ああ…………とどめを刺されて……がくっ。

  　もう……もうこのまま流れに身を任まかせてもいいでしょうか、地球アース？

  　胡う乱ろんな頭で、もう一度地球にお伺うかがいをたてたとき。

  　ヒュ～ッ。

  　それが地球からの答えかどうかは知らないけど、一いち陣じんの風が吹いた。莉花さんのプリーツスカートがひるがえり、僕を押さえていた太ももが露あらわになる。

  「!?」

  　その瞬間、僕の目が異質なものを発見、いや視みつけた。あやふやだった意識を土ど俵ひよう際ぎわで踏ん張らせ、かろうじて立ち直る。

  「莉花さん、それは!?」

  　捲まくれたスカートから覗のぞく白い太もも、そこに付いた異い物ぶつを凝ぎよう視しした。

  　それは一輪の花だった。十センチほどの緑の茎くき、その先端に二ふた葉ばのような苞ほうが開き、それに守られるように桃色の花弁が開いている。

  　クルクマ!?

  　熱帯原産で、苞と花弁の美しさから人気のある花。しかし今、その茎も葉も花びらも半分ほど腐ふ敗はいしたように崩くずれ、粘ねん着ちやく性せいのありそうな液状になっている。そしてそれが莉花さんの右の太ももに、べっちょりとくっついていた。

  　物質世界の花じゃない。密みつ花ばなと同じく精神世界の花だけど、それがどうして？

  　そこで不意に思い出した。

  　クルクマの花言葉――〝あなたの姿に酔よいしれる〟。

  　まさか!?

  　僕に跨またがった莉花さんを見る。瞼まぶたは重そうに半分ほど閉じられ、そのくせ眼まな差ざしは熱っぽい。頬ほおは朱しゆに染まり、本当に酔っているかのよう。

  　推測が確信に変わる。

  　このクルクマが原因なんだ！　莉花さんはクルクマの〝あなたの姿に酔いしれる〟に影響されてる！　僕を本心から好きって言ったわけじゃ、まったく、これっぽっちも、一ミリもなかったんだ！

  「……」

  　それはそれで泣きそうになったけど、今はそれどころじゃない。

  　さっと莉り花かさんの太ももに手を伸ばした。

  「莉花さん！　元に戻って！」

  　クルクマさえとれば、莉花さんは元に戻るはず。そう直感し、手を伸ばした。が、その手は半はん溶よう解かいしたクルクマをすり抜け、莉花さんの太ももを撫なであげる。

  「きゃうんっ」

  「あ、ご、ごめんなさいっ」

  　でも莉花さんは怒ることなく、さらに熱い視線をよこした。

  「ん、い、いいよ、君になら」

  　クラッ。

  　また意識が飛びそうになったけど、なんとか堪こらえてクルクマを取り除のぞこうと手を動かす。

  「あ……ふっ……ひゃっ……はあ……やあん」

  　ダ、ダメだ。

  　何度クルクマを払おうとしても、僕の手はそれに触ふれることさえできない。莉花さんの太ももを撫でるばかり。なんだかいけないことをしている気分になってきたし、莉花さんのなまめかしい声に僕の心臓はオーバーヒート寸前だ。

  　密みつ花ばなと同じように、精神世界のクルクマには生なま身みでは触ふれられないんだ。

  　じゃあどうしたら？
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  　いつもの莉り花かさんならなんとかしてくれそうだけど、今は残念ながら期待できない。

  　なら頼りにできるのは――。

  「莉花さん、ごめん！」

  　意を決し、起き上がった。莉花さんがコテンと転ころがる。そのまま僕は莉花さんの身体からだの下に手を入れ、ぐいっと抱き上げた。非ひ力りきな僕でも持ち上げられるくらい、莉花さんは軽かった。

  「帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんのところへ行こう！　二人ならきっとなんとかしてくれる！」

  　莉花さんは目を丸くし、それからうれしそうに僕の首に手を回してきた。

  　え？　え？　ええっ!?

  「お姫様だっこ、うれし♡」

  　こんな莉花さんも素敵――などと思ってしまった僕は、あとでたっぷり反省しよう。

  　僕は、よしっ、と気合を入れると、莉花さんを抱っこしたまま、別荘目指して走り出した。

  　このままじゃ莉花さんがかわいそうだ。
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  　莉花さんを抱かかえて砂浜をあとにし、海岸通りに出たところで帆鳥ちゃんに通信を入れた。

  「帆鳥ちゃん、帆鳥ちゃん聞こえる？」

  　僕と莉花さんと帆鳥ちゃんは、右耳に桜の花びらを象かたどったイヤリング型通信機を付けている。フラワー協会の科学技術力と花か族ぞくの力によって作動するそれを、僕はつい最近になって使いこなせるようになった。今では莉花さんや帆鳥ちゃんの顔と密花を強く念じる要領で、通信をつなぐことができる。

  「帆鳥ちゃん、聞こえる？　大変なことが起きちゃったんだ」

  　一いつ刻こくも早く帆鳥ちゃんに莉花さんの異常を告げ、対策を立ててもらわないと。

  〝………………〟

  　しかし通信機の調子がおかしいのだろうか。何度呼びかけてみても応おう答とうがない。僕は帆鳥ちゃんと話すことを諦あきらめ、別荘の玄関をくぐった。

  「帆鳥ちゃん！　月夏ちゃん！」

  　声を張り上げるが返答はない。二階の部屋で眠っていて聞こえないのか。わずかに逡しゆん巡じゆんし、それから莉花さんに話しかけた。

  「莉花さん」

  　うっとりとした表情の莉り花かさんは、僕の腕の中で小こ首くびをかしげ、ニッコリと女め神がみの笑顔。

  　莉花さんを抱く腕に、必要以上に力が入りそうになったけど、懸けん命めいに堪こらえた。

  「帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんを呼んでくるから、ちょっとだけここで待ってて。ね？」

  「や」

  　一語で拒否された。

  「すぐに戻ってくるよ？」

  「や」

  　莉花さんは僕の胸にしがみつき、不安そうに震ふるえだす。

  　無理。こんな莉花さんを強ごう引いんに引き離す真ま似ねは、僕が何度生まれ変わっても無理だ。

  　このまま二階へ行こう。

  　そう決心し、莉花さんを抱いたまま、たたきから廊ろう下かに上がろうとした、そのとき――。

  「にゃーにゃにゃーにゃーにゃー！」

  　突然猫（？）の鳴き声が聞こえた。と思ったら、玄関からまっすぐ伸びる廊下の先を右から左に横切る影。

  　なあんだ、よつんばいで駆けていく月夏ちゃんだ。

  「――って、えええええ!?」

  　そりゃ驚おどろくよ。あの寡か黙もくな月夏ちゃんの行動とは思えない。でもたしかに月夏ちゃんが猫のようににゃーにゃー言いつつ、右の部屋から左の部屋へ駆けていったような――。

  「にゃーにゃーにゃにゃーん！」

  　今度は左の部屋から右の部屋に走っていった。やっぱり両手両足を床についたまま。

  　いったいなにが!?

  　自分の正しよう気きを疑うたがいそうになる中、ネコ月夏ちゃんが飛び込んだ部屋からは、ドタドタバタンッと、足音やなにかが落ちるような音が聞こえてくる。

  「にゃにゃにゃにゃにゃー！」

  　そしてまたもや、月夏ちゃんが廊下に飛び出してきた。

  「つ、月夏ちゃん!?　どうしたの!?」

  　慌あわてて声をかけると、月夏ちゃんは廊下の真ん中で止まり「にゃん？」と顔だけを向けた。

  「にゃにゃ～ん」

  　そして猫が手で顔を洗うように、右手で顔をふにふに撫なでる。仕し種ぐさはかわいらしいが、明らかにおかしい。まさか莉花さんを襲おそった異変が月夏ちゃんにも起きて、ああなっちゃったのか？

  　ハッとして、すぐに目を凝こらした。

  　じ～～～～っ。

  　莉花さんを腕に抱かかえたまま、月夏ちゃんを凝ぎよう視しする。月夏ちゃんはキャミソールにハーフパンツといういでたちなので、異質な花が付着していたらすぐにわかりそうだ。

  「にゃうん」

  　しかし僕がそれを視みつけるより先に、好こう奇き心しんいっぱいの瞳ひとみを向けた月つき夏なちゃんは前傾姿勢をとった。

  　やばい。

  　とても悪い予感がした瞬間――。

  「んにゃ！」

  　ネコ月夏ちゃんはうれしそうに鳴くと、いや声を上げると、こっちにダダダダッと駆け寄ってきた。

  「つ、月夏ちゃん!?」

  　すごい、すごい勢いきおいだ。莉り花かさんを抱いている僕は、逃げることも身み構がまえることもできない。

  「つ、月夏ちゃん止まって――」

  「にゃん！」

  　制止の声もむなしく、月夏ちゃんは正面から僕の顔に飛びついた。

  　うおおっ!?

  　そのまま頭に腕をかけ、クルンッと器用に背中へ回る。とてもネコらしい俊しゆん敏びんな動きには惚ほれ惚ぼれするけど、飛びつかれたほうはたまらない。

  「ぬおおおおおおっ」

  　僕は倒れないように必死に力を漲みなぎらせる。首がミシミシッと軋きしんだ。

  「おおおお……お……」

  　頑張れ、僕の頸けい椎つい！

  　腕に抱かかえた莉花さん、首にしがみつく月夏ちゃん。仁に王おう立だちの僕。全身をフルフル震ふるわせフルパワー！

  　一歩、二歩とあとずさり、玄関から外に出たものの、なんとか耐え切った。頑張った。三人もろとも転倒の危機を回かい避ひし、気き張ばったまま一安心。

  　そんな僕の視界に、首に回った月夏ちゃんの左手が映うつる。

  「!?」

  　ようやく発見した。月夏ちゃんの左手首の内側、そこにルビー色の葉が数枚くっついていた。それは莉花さんの太もものクルクマと同じく半はん溶よう解かいし、ルビー色の接せつ着ちやく液えきのように葉を張りつかせている。

  「月夏ちゃん、それ!?」

  　しかしネコ月夏ちゃんは僕の頭に頬ほおずりしてくるばかりで、答えてくれそうにない。

  　楕だ円えん形けいの葉よう身しんはなんの変へん哲てつもないけど、光こう沢たくある鮮あざやかなルビー色は珍めずらしい。

  　アキランサスだ。

  　花ではなく、おもに色彩豊かな葉の色を鑑賞する園芸種。花言葉は――〝変身〟。

  　思わず天を仰あおいだ……いや仰ごうとしたけど、頭も身体からだも二人にがっちり固定されているので、気持ちだけそうした。

  　同じだ。月つき夏なちゃんも莉り花かさんと同じように、この花の影響を受けてしまっている。

  　だから月夏ちゃん、自分の大好きなネコに〝変身〟してしまったんだ。

  　この花はいったいなんなんだ!?

  　あまりの異常事態に愕がく然ぜんとしていると、

  「…………洋ひろさん」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声が、庭のほうから聞こえてきた。

  「帆鳥ちゃん!?」

  　渾こん身しんの力で身体の向きを変える。そうしないと莉花さんと月夏ちゃんを抱かかえた僕はひっくり返りそうになるから。

  　帆鳥ちゃんは外がい壁へきの角から顔を覗のぞかせていた。表情は普段と変わらないように見える。

  　帆鳥ちゃんは無事だった、と安あん堵どする僕の耳に、消え入りそうな声が届いた。

  「洋さん――ひああ～、男の子の名をこここここの口が言っちゃいました……は、はずかしい……こっち見ちゃイヤですう……かかか顔、噴ふん火か～」

  　無事じゃなかった！

  　笑えみを絶やさず、いつも悠ゆう然ぜんとしている彼女はどこへやら。紅こう潮ちようした顔でもじもじしながら、ちっちゃな小声で、ひゃは～っ、なんて言っている。

  「帆鳥ちゃん、君も!?」

  　莉花さんと月夏ちゃんの重さに耐えながら、まるでロボットのような挙きよ動どうで帆鳥ちゃんに近づく。

  　どこかにくっついているはず。莉花さんと月夏ちゃんをおかしくしている花と同様のものが。

  　帆鳥ちゃんの全身を注ちゆう視しする。

  「み、見ないでください……はずかしいです～」なんて呟つぶやいている帆鳥ちゃんは、Ｔシャツとキュロットといういでたちで、足元はビーチサンダルだ。

  「あった！」

  　そのサンダルの先から覗く左足の指先に、先せん端たんが開いた筒つつ型がたの白い花弁が付着していた。やはり花弁の底部から茎くきにかけて形がどろりと崩くずれ、ミルクのような粘ねん液えきになっている。

  　キルタンサスだ。

  　その特徴的な花の形からすぐに思い当たる。花言葉はたしか〝はずかしがりや〟。なるほど今の帆鳥ちゃんは、普段からは想像もつかないはずかしがりっぷりだ。

  　しかし原因らしいものが視みえたからといって、打だ開かい策さくは見つからない。ていうか、この状況はかなり深刻じゃないか。頼りにできる人がひとりもいないのだから。

  　などと考え、悲ひ嘆たんに暮れそうになったとき、

  「……ひ、洋ひろさあん、やん……名前を呼ぶだけで、身体からだが震ふるえますよ～、ひゃあ、異変の原因が、ああ、はずかしすぎて立ちくらみ……み、視えてます……か？」

  　羞しゆう恥ちに悶もだえる帆ほ鳥とりちゃんの小さな声に、ハッとした。

  「帆鳥ちゃん、もしかして……」

  　聞き間違いじゃない。帆鳥ちゃんは今、僕に異変の原因を訊きいてきたはず。もし……もしそうなら…………。

  「うん！　視えてる！　花がくっついてるんだ、みんなに！　帆鳥ちゃんにも、左足の指にキルタンサスって花が！」

  〝はずかしがりや〟になったとはいえ、帆鳥ちゃんはこの状況を把は握あくしている。それならみんなを元に戻す方法を聞けるかもしれない。

  「……お、男の人と話してる……考えただけで、はあ～、気絶しそう……その原因を、と、取り除のぞけないですか？　ああ、もう逃げ出していいですかあ」

  　いや逃げないで！

  　囁ささやきほどの帆鳥ちゃんの声に、必死に耳を傾けながら答える。

  「生なま身みじゃ花に触ふれることもできないんだ」

  「で、では……そばに、来てくれますか……あ、いえ、こここれは誘っちゃってるわけじゃないんですよ、ふ、ふしだらなんて思われたら、思われたら、旅に出ますからっ」

  　いや出ないで！

  　とにかく今は帆鳥ちゃんが頼りだ。僕は汗びっしょりになりながら、帆鳥ちゃんの前まで行った。が、そこで足がもつれ、三人でこんがらがるように倒れた。

  「いたっ」

  「ふぎゃ」

  「ごめんっ」

  　そんな僕たちを見下ろしながら、帆鳥ちゃんが泣きそうな表情で呟つぶやく。

  「は、花を……花をなめ取って、くくくください……」

  　は？

  　突然そんなことを言われ、目が点になった。なめ取る？

  　帆鳥ちゃんは、ぼわっと音が聞こえそうなほどに赤せき面めんしながら、たどたどしく続けた。

  「な、なめ……なめ取るしかないんですっ、洋さんが……精神世界に影響を及ぼせるのは、そ、その舌したで、ななななめることなんですからあ、もういやあ……」

  「！」

  　そう言われて理解できた。莉り花かさんたちが銃じゆう花かや杖じよう花かで、精神世界の密みつ鬼おにを討うてるように、僕が精神世界に関かん与よする方法は花はな視みをすること――なめることだ。

  　つまり莉り花かさんたちの花の武器のように、精神世界に影響を与えられる僕の武器が、この舌だということだ。

  　花はな視みの舌した。強しいて名を付けるなら〝舌ぜつ花か〟！…………かっこ悪い。

  　と、とにかく、僕の舌なら莉花さんたちにくっついている花を除じよ去きよできる可能性がある。

  「よし！」

  　希望が見え、倒れていた身体からだを上半身だけ起こした。と同時に、

  「でででででは、お願い……しまっす……」

  　帆ほ鳥とりちゃんの左足が、目の前におずおずと出された。正直、誰からなめればいいか決めかねていたけれど、これで一番手は帆鳥ちゃんに決まった。

  　帆鳥ちゃんのおみ足を両手で支え、指先の半はん溶よう解かいキルタンサスの白はく濁だくを視みつめる。

  「そ、そんなに見ないで……ハアハアハア……溶とけそうで～す」

  　帆鳥ちゃんが足の指先まで朱しゆに染めて懇こん願がんしたので、慌あわてて指に口づけた。

  　くちゅ。

  「いゃ～ん」

  　得え体たいのしれない花をなめることには抵抗があった。もしその花の影響が自分にも及ぶことになったらと不安もあった。しかし三人を正しよう気きに戻せるなら、それらは些さ末まつなことだ。

  　ぺろぺろり、ぺろぺ～ろ。

  「ふ、ふえ～ん……すんすんすん」

  　帆鳥ちゃんは目じりに涙を溜ため、洟はなを啜すすりだした。でもその足先からは確実にキルタンサスが除去されていく。

  　花は無む味み無む臭しゆうで、なめ取るというよりも、舌が触ふれた瞬間に蒸発するように消えていく。一分と掛からないうちに、キルタンサスの花びらと液体は跡あと形かたもなく消失し、それと同時に帆鳥ちゃんは泣き止やんだ。濡ぬれた頬ほおをぐしぐしと手で拭ぬぐい、今までが嘘うそのようなすまし顔。

  「…………ごほんっ」

  　大きな咳せき払ばらいをし、そっぽを向く帆鳥ちゃん。耳が相変わらず真っ赤なので、キルタンサスの影響がまだ残っているのかと心配になった。が、「元に戻りました」と、帆鳥ちゃんは素そっ気けなく言った。

  「お二人にも早く。あとそれから、しばらく私を見ないでくださいね。花の影響とは関係なく……も、ものすごいはずかしいですからっ」

  　どうやら花の影響下にあったときの記憶は残っているみたい。

  　それは…………つらそう。

  　でもそれを言うなら、莉花さんが元に戻ったときのことを考えると、心配というよりも怖こわい。非常に怖い。とりあえず僕は殴なぐられそう。なにも悪いことはしていないけど、十中八九そうなりそうだ、などと暗あん澹たんとしかけたら、グイッと顔を横に向けさせられた。

  「り、莉り花かさん？」

  　目の前には潤うるんだ瞳ひとみで睨にらむ莉花さんの顔。あれ？　僕、なんか悪いことした？

  「ずるいわっ。あたしも」

  　どうやら、帆ほ鳥とりちゃんをなめていたのが気に入らなかったみたい。

  「早く、早くぅ」

  　ねだるように言って、再び僕に身を寄せてくる莉花さん。

  「り、莉花さん、かわいい」

  　今のは帆鳥ちゃんのセリフ。けっして、僕じゃない。

  　僕は莉花さんの目を覗のぞきこむ。その瞳に映うつった僕の顔は複雑そうな表情をしていた。

  「ん？」

  　莉花さんが不思議そうに目をぱちくりさせる。僕は心配かけまいと力強くうなずく。莉花さんの背せを支えたまま、そっと地面に寝かせ、もう片方の手でクルクマの付いた太ももを抱かかえた。

  　ドクンッ。

  　白く、滑なめらかな莉花さんの太ももが、視界いっぱいに迫せまってくる。これからそこをなめるのだと考えたら、なんだか身体からだがふわふわする。すべての感覚が鋭えい敏びんと鈍どん感かんを行ったり来たりするように、うろたえる。

  　ハアッ、と息を吐はいた。喉のどの奥から熱いマグマが噴ふん出しゆつしそう。

  　とても正せい視しできない。心臓が胸を突き破やぶって出てきそうだ。耐え切れずに目を逸そらすと、僕を見つめる莉花さんの視線と交こう錯さくした。

  「莉花さん……」

  　莉花さんの眼まな差ざしは深くて優やさしくて。僕はなんだか莉花さんに抱かれているような気がした。そして――。

  「あたし……君のことが好き」

  　その言葉はうれしくて、うれしくて、うれしくて…………。

  　でもすぐにせつなくなって、なんだか泣きそうになった。

  　ダメなんだ。

  　こんな大切な言葉を、偽いつわりの心に支配された莉花さんから聞いちゃいけなかった。ううん、言わせたらいけなかったんだ。

  　なんで……なんでこんなに苦しいんだろう？

  　その苦しさに胸が詰まり、たまらず深呼吸を二度、三度と繰り返す。

  「ごめんね、莉花さん。なめるよ」

  　莉花さんの目を見て言って、それから太ももにゆっくりと口づける。

  　ちゅっ。

  「んっ」

  　莉り花かさんが喉のどの奥で声をもらし、潤うるんだ瞳ひとみが細められた。

  　すべすべして温あたたかい肌。唇くちびるに感じる太ももの柔やわらかさに目め眩まいがしそうになる。でもやめるわけにはいかない。莉花さんを汚けがすクルクマの桃色の液に舌したを這はわす。僕の腕を莉花さんがギュッとつかむ。

  　元に戻って莉花さん。

  　ただそれだけを、心の底から強く、強く祈りながら、舌先を動かしていく。

  　ぺろりぺろり。

  「……はあ……んぁ」

  　莉花さんの太ももから汗がつぅっと滴したたり、僕の唾だ液えきと混まじる。

  　ぺろぺろぺろ。

  　莉花さんの全身がぴくんっ、ぴくんっと震ふるえる中、クルクマはみるみるうちに蒸発し、莉花さんの卵のような肌が戻ってくる。

  　そして最後のひとなめ、ぺろり。

  「おいっす！　薫かおる子こ様登場！　ちと早いけど迎えにきたぞ！　モデルになってくれるかわりに、晩メシ奢おごるから――…………え？」

  　突然の薫子さんの声に世界はフリーズ。心臓もフリーズ。助けてプリーズ。

  　見ると、別荘の門もん扉ぴの前で固まっている薫子さん。静せい寂じやくの塊かたまりがドスンッと落ちてきたような状況の中、わなわなと震える指でこっちを指さした。

  「若者の乱れる性!?」

  「違います!!」

  「いい加減離れなさいよ、このヘンタイ！」

  「あ、よかった！　莉花さん、もとに戻ったんだね!?」

  「あらあら大変です、洋ひろさん、月つき夏なさんがいつの間にかいないのですが」

  「えええええっ!?」

  　にゃお～～～～んっと、別荘の中から響ひびき渡るネコ月夏ちゃんの声。

  　え、え～と……この場をどうごまかし、切り抜けたらいいんでしょう？

  　僕はひとり頭を抱かかえた。
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  　僕たちは結局、薫かおる子こさんの細こまかいことを気にしない、おおらかな性格に助けられた。

  「エロはいい！　男も女も我が慢まんできない。しちゃえしちゃえ。みんなハッピーでオーケー。ハッピーエロ推すい奨しよう。芸術家なんてそのへんまともじゃないヤツ多いし、なにがアブノーマルかなんて、わたしには言えないぞ！」

  　莉り花かさんの太ももをなめていたところを見られ、言い訳に四し苦く八はつ苦くしていた僕に薫子さんは快かい活かつに笑った。

  　勘違いはされたけど、事なきを得たのだから結果オーライ。

  　しかし僕に安あん堵どしている暇ひまはなく、すぐにネコ月つき夏なちゃんを追って別荘内へ。その間かん莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんが、不審に思われないよう、外で薫子さんの相手をしてくれた。

  　ネコ月夏ちゃんとの追いかけっこは壮そう絶ぜつだった。けど最後は食材の煮に干ぼしで誘ったことが功こうを奏そうし、彼女のアキランサスをなめ取ることに成功した。

  　本来ならすぐにこの異変について話し合うべきだろう。

  　だいいち、みんなに付いていた花と、僕が島で視みた花畑の花とは、半はん溶よう解かいという類似点がある。あれは幻なんかじゃなく、そこで花がくっついたのかもしれない。

  　僕は、島の花畑のことをみんなに告つげようと決めた。が、薫子さんのいる前ではそうもいかない。緊急事態なのでモデルの件はなかったことに、なんて、本人が迎えに来てしまった今となっては、誰も言いだせない。

  　それに、薫子さんを見たら、なぜか昼間のカトレアの絵が思い浮かび、それに誘われるようにアトリエに行きたくなってしまった。

  「洋ひろさん、さっきの件については、夜にでも話し合いましょう」

  　薫子さんに気づかれないように、帆鳥ちゃんから耳打ちされた。

  　夕飯の食材は揃っていたけど、薫子さんの誘いを受け、外へ食べに行くことになった。別荘の目と鼻の先に、ロッジ風の作りのパスタのお店があった。

  　料理のほうはおいしかったけど、あんなことがあったせいで莉花さんたちの態度がちょっとぎこちない。とくに莉花さんは〝あなたの姿に酔よいしれた〟失しつ態たい（？）が許せないのか、不ふ機き嫌げんそう。たまに噛かみつきそうな表情で僕を睨にらんだりするものだから、気が気じゃなかった。

  　僕、なんにも悪いことしてないのに……。

  　というわけで、心身ともにへろへろ状態で、アトリエへ向かうことになった。もちろん全員で。莉花さんひとりだけで行かせるのは心配だし、薫子さんともそういう約束だった。

  　すでに日が落ちた午後八時。下か弦げんの月が柔やわらかい光を海辺の町に注そそいでいた。

  「ここだよ」

  　薫子さんのアトリエは、別荘から歩いて十分もかからない、海沿いの一軒家だった。住居も兼ねているそうだけど、蒲かま鉾ぼこ型のそれは見た目は小さな倉庫のようだ。

  「さあさあ入っておくれ。ちらかってっけど、気にしない気にしない」

  　薫かおる子こさんが先んじて玄関のドアを開あけ、照明のスイッチを探さぐるように壁に手を伸ばした。まもなく蛍けい光こう灯とうが瞬またたいた。

  「うわあ」

  　部屋一面に浮かびあがった無数の絵に驚おどろく。

  　室内は二十畳くらいありそうだけど、絵かい画がで埋うめつくされ、あまり広さを感じない。絵は額がく装そうされたものは少なく、キャンバスはむき出し状態で壁に掛けられ、画紙は鋲びようで留められている。

  　床ゆかには制作途中のキャンバスやら額がく縁ぶちなどが置かれ、正面の大棚にはパレットやバケツ、それから絵の具の容器だろうか、墨ぼく汁じゆう入れをふた回りほど大きくしたようなものがいくつも置かれていた。

  　ドアは大棚の横にひとつ。その向こうが住居スペースっぽい。とにかくとことん絵の創作に特とつ化かした空間に圧倒される。

  「おおっと時間がないぞ。さっそく莉り花かちんには、モデルお願いしよっか」

  　室内を物もの珍めずらしそうに見ていた莉花さんを、薫子さんが促うながす。

  「え、ええ。わかったわ」

  　莉花さんはちょっと緊張した面おも持もちでうなずいた。

  　絵に囲まれた部屋の中央だけはぽっかりと空あいている。そこにはイスが二脚とキャンバスを据すえたイーゼルが置かれ、薫子さんはイスの一方を莉花さんに勧めた。

  「緊張しなさんな。自分の部屋だと思って――は無理か。ここ、きったないしな。とにかくしばらく座ってくれ。リラックスリラックス。あ、なんならそこの少年に手でも握ってもらっとく？　それとも太ももなめなめしてもらおっか？」

  「ぶふぉっ」

  　僕はむせ、莉花さんは「死んでもいらないわ！」と顔を真っ赤にした。

  「ほかの少年少女らはちと待っててな。たいしたもんじゃないけど、ここの絵は勝手に見てくれていいぞ。つまらなくても我慢我慢。あはは」

  　莉花さんの向かいのイスに座り、キャンバスとイーゼルをセットする薫子さん。その手にはすでにデッサン用の木もく炭たんが握られている。

  「さあてと」

  　薫子さんは莉花さんを見据え、自分の唇くちびるをぺろりとなめた。前髪で隠かくれていない左目に、冴さえ冴ざえとした光が宿る。

  「ありのままの莉花ちんを、描かかせてもらうぞ」

  　その言葉になぜかちょっとだけ胸がざわめいた。

  　薫かおる子こさんの創作がはじまると、僕と帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんは手持ち無ぶ沙さ汰たになった。薫子さんは勝手に見ていいと言ってくれたけど、うろちょろして薫子さんの邪じや魔まはできない。

  　なるべく音を立てないようにして、室内の絵を鑑賞していく。

  　薫子さんは油ゆ彩さい画がも水彩画も手掛けるようで、それらは分類もされずに飾られていた。モチーフは風景もあれば静物もあるし、人や動物を精せい緻ちに描えがいたものや、抽ちゆう象しよう的てきなもの、幻想的なもの、おどろおどろしい怪かい物ぶつのようなものまで様々だ。

  　そのバリエーションに目を奪うばわれていると、

  「洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんが囁ささやくように僕を呼んだ。見ると、帆鳥ちゃんは壁に掛かった十号ほどの絵の前に立っている。指を顎あごに当て、なにやら思し索さくに耽ふけっているよう。そばに寄り、並んで絵に視線を向けた。

  「これって……」

  　見覚えのある島が描かれていた。

  「昼に行った島、かな？」

  　呟つぶやくと、帆鳥ちゃんはこっくりとうなずいた。海上から巨大な亀の甲こう羅らのように突き出たそれは、花か季きヶが浜はまから見た小島を描いたものだろう。

  「でも洋さん、この花は？」

  　釈しやく然ぜんとしない表情で、帆鳥ちゃんは絵の中を指さした。

  　そこには島から上空に向かって開く巨大な花が描かれていた。巣から飛び立つ若わか鳥どりのように、勢いきおいのある紫色の花。大きさは島と同じくらい。写実的に描かれた島と比べると抽象的で、なんの花なのかはちょっとわからない。いや実際の花を想定したものじゃないのかもしれない。しかしそのアンバランスさがなんだか居い心ごこ地ちが悪い。花の絵なのに、なぜか好きになれない。

  「――それは風ふう香か島じま」

  　今まで静せい謐ひつだったせいだろう、薫子さんの声はやけに大きく響ひびき、僕はビクッとした。

  　薫子さんはただキャンバスに木炭を走らせている。その視線は莉り花かさんと手元をせわしなく行き来するばかりで、こっちを見ていない。

  「風香島は花季ヶ浜沖の小島の名。で、その島にまつわる面白い説せつ話わが残ってるぞ」

  　薫子さんは世間話をするように僕たちに語りかけてくる。

  「暇ひまつぶしに聞いておくれ」

  　その指先は止まらない。

  「――むかしむかし、この地に一匹の鬼がいました」

  　薫子さんの声が淡たん々たんと響ひびく。

  「厄やくを堕おとす鬼――厄やく堕だ鬼おにと呼ばれた鬼は、人々を手当たりしだい襲おそいました。女おんな子こ供どもも容よう赦しやなく、無む間げんの憎ぞう悪おを吐はき、人を食べました。殺して殺して、戯たわむれに殺すことさえ厭いとわず、何人も、何人も……。多くの犠ぎ牲せいが出ました。地獄でした」

  　室内には薫かおる子こさんの声と、木もく炭たんがキャンバスを走る音しか聞こえない。

  「でもあるとき、この地を訪おとずれた修しゆ験げん者じやが厄やく堕だ鬼おにと戦うことになりました。厄堕鬼は猛たけ々だけしく強きよう大だいで、憎悪の塊かたまりでした。けれど修験者は命を賭として厄堕鬼を風ふう香か島じまに封ふうじることに成功したのです。そうしてこの地に平和が訪おとずれました」

  　薫子さんがふぅっと息を吐はく。手は動かしたままだ。

  「でも鬼は封じられただけでまだ生きているのです。いつか島から出てやると怨えん嗟さと呪じゆ詛そを吐きながら、そのときを待っています。憎悪を熟じゆく成せいさせ、何年、何十年、何百年も……もしかしたら今このときも」

  　よくあるちょっと怖こわい昔話。

  　でも感情を込めない薫子さんの語り口がはまったのか、話し終えたあとの静か過ぎる余よ韻いんがいけないのか、正直ぞくりとした。

  　薫子さんはようやく手を止め、それから陽よう気きに笑った。

  「びびった？　ちょ～びびったか？　おおっと少年、青くなってるぞ。かあいいなあ。お姉さん、少年としたくなったぞ」

  「なっ!?」

  　目め眩まいを覚える僕。眉まゆを吊り上げる莉り花かさん。帆ほ鳥とりちゃんは「あら、なにをでしょうかねえ？」と冷ややかに笑い、月つき夏なちゃんは――…………あれ？　月夏ちゃんはどこに？　と視線を巡らすと、いつのまにか薫子さんの前に直立不動。胸に抱かかえるように、一枚の額がくを持っている。

  「おや、月夏っぺ、どうした？」

  　月夏ちゃんは表情を変えずに、額を控ひかえ目めに掲かかげた。

  「うん？　わたしの絵だな。にゃんこの絵だ」

  　その絵は、丸々と太った一匹の黒ネコが気持ちよさそうに寝そべっている絵だった。リアルすぎず、かといってデフォルメしすぎてもいない、絶ぜつ妙みような愛らしさを表現したネコの絵。それはもうネコ好きじゃなくても癒いやされそうな一いつ品ぴんで、当然、月夏ちゃんの琴きん線せんに触ふれちゃったのだろう。

  「絶ぜつ……品ぴん」

  　月夏ちゃんの顔はほのかに紅こう潮ちようし、うっとりしているように見えなくもない。

  「おや、気に入ったのか？」

  　コクコクとうなずく月夏ちゃん。

  「進しん呈ていしよう！」

  「お!?」

  　目を真ん丸にした月夏ちゃんは、興奮の極きよく致ちといった感じで、額をひっしと抱いた。

  「喜んでくれて、わたしもうれしいぞ」

  　薫かおる子こさんは月つき夏なちゃんを微ほほ笑えましそうに見つめ、それからふと目を翳かげらせ、呟つぶやいた。

  「――もっといい絵を描かきたい。芸術ってヤツの高みにいきたい」

  　一瞬、不安いっぱいの迷まい子ごみたいに見えたけど、すぐに薫子さんは気を取り直すように、ぱんっと手を叩たたいた。

  「それじゃ、今日はこの辺でお開きにするぞっ」

  　いつのまにかアトリエでの二時間が経たっていた。

  

  「ん～、バカンス一日目からなんともうらやましい。葉はノの宮みやくん、君は今、世の男性の半分を敵に回しているよ。ちなみにあとの半分は俺の敵に回ってるから。お互たがい愛の伝でん道どう師しとして住み分けを――」

  「切りますよ」

  　別荘の部屋の中。花か季きヶが浜はまでの一日目が無事に……じゃないけど終了し、あとは寝るばかりの午前一時過ぎ。

  　ベッドに横になったとたん、携帯電話が鳴った。種眠たねむ市で留守番している秀しゆうさんだった。

  　秀さんには園芸部の仕事で問題が生じたときのために、携帯電話の番号を教えてきた。イヤリング通信機でつなげることもできそうだったけど「俺はね、心をつなげる相手は女の子だけと決めてるんだよ」という、秀さんの意味不明なポリシーのせいで却きやつ下かされた。ていうか花か族ぞくとしてダメだと思う。

  　というわけで何事かと思い電話に出てみると、今日の様子を訊きかれた。自分が勧めた手前、僕たちが楽しく過ごせているか気になったという。

  　それはともかく、秀さんと話せるのは都つ合ごうがいい。花はな狩かりとしては優秀（自称）な秀さんだし、二年前まで花は華ばな市の担当花族だったのだから、今日のことを相談するのは悪くないと思った。で、話してみた結果が……。

  「美少女三人の水着姿を見て、一緒に遊んで、柔やわ肌はだなめて、地元のお姉さんとお知り合いになったって…………葉ノ宮くん、俺を越える気？」

  　全力で越えたくない。

  「それよりなにか心当たりはありませんか？　液えき状じよう化かした花のこととか、風ふう香か島じまで僕にだけ見えた花畑について、なにか知りませんか？」

  「ん～、知らないね」

  　電話の向こうの声はつれない。

  「莉り花かたちはなんて言ってるのかな？」

  「情報不足って。明日あしたもう一度風香島に行くことは決まりましたけど」

  　アトリエから戻ってきたあとで、ようやく僕は風香島で視みた花畑のことをみんなに告げた。当然、その花畑の花がみんなの身体からだに付いたことで、性格に影響を及ぼしたのではと推測は立った。が、それ以上話は進展しなかった。

  「ん～、そうだね。たしかにそれだけじゃ動きようがないね。密みつ鬼おにが出現したわけでもないし。でももし……」

  　秀しゆうさんの声が思し案あんに沈むように途と絶だえた。

  「秀さん？」

  「ん？　あ、ああ、いやいやなんでもないよ。ほら、明日も葉はノの宮みやくんの学校で、保健のすずめちゃんにどんな愛を語ろうかなあって」

  　すずめ先生が無事でありますように。

  「本当に切りますよ」

  　秀さんと話していても埒らちが明かないっぽい。

  　しかし通話を切る前に、秀さんは少し慌あわてたように言い足した。

  「別荘の裏手の石段を登ると山道があるから、五分ほど歩いてごらん。小さな祠ほこらがあるよ」

  「祠？」

  「うん。葉ノ宮くんから風ふう香か島じまの説せつ話わを聞いて思い出したのさ」

  　秀さんはもったいぶるように間まを空あけてから言った。

  「説話自体は俺も耳にしたことがあってね。その祠には、島に厄やく堕だ鬼おにを封ふうじた修しゆ験げん者じやが祀まつられたと言われているんだよ」

  「へ？」

  「葉ノ宮くん、修験者が、その後近きん在ざいの人たちからなんて呼ばれていたか、わかるかい？」

  　秀さんは僕の答えを待たずに続けた。

  「――なめ賢けん人じん」

  　もう帰っていいですか。



  


  ９

  

  　波の音で目が覚めた。

  　部屋の置時計を見ると、午前五時十分。いつもならもうひと眠りしてもおかしくない時間だけど、規則正しい潮しお騒さいに眠ねむ気けが遠とお退のいていく。

  　ベッドから起き上がり、カーテンを開あけた。まだ少しぼんやりとした朝陽が、それでも清すが々すがしく海辺の朝を照らしている。

  　部屋の窓からは、前庭も海岸通りも堤防も、そしてその向こうの青々とした海も一いち望ぼうできる。

  　今日もいい天気になりそう。

  　穏おだやかな光景に、そんな感想を抱いたときには完全に目が覚めていた。

  　まだみんなは寝ているだろう。

  　さてどうしたものかと思いながら窓を開けると、とたんに押し寄せる潮しおの香り。それを胸いっぱいに吸い込んだら、このまま部屋にいるのがもったいないような気がした。

  「散歩にでも行こ」

  　Ｔシャツとジーンズに着替え、静かに一階に下り、玄関を開けた。まだ汗ばむほどの暑さにはなっていない。清せい澄ちような空気に足取り軽く、前庭を抜け、海岸通りを横切り、僕の胸ほどの高さの堤防にたどり着いた。

  　堤防に両手を預け、沖合いを眺ながめる。風ふう香か島じまが朝あさ靄もやの中に浮かび上がっていた。

  　昨日きのうの騒動と関係はあるのだろうか？

  　そんなことを考えていたら、

  「ようやく見つけたわ」

  　かくれんぼで誰かを見つけたときのような、そんな女の子の声が横から聞こえた。

  　見ると、少し離れた堤防の上に、見覚えのない女の子が立っている。白を基調に黒のラインを飾ったワンピース姿の女の子は、中学生っぽい。服と同様に白い肌が眩まぶしく、サイドでふたつに結んだ長い髪は光の加減のせいか、きらきらと輝かがやいて見えた。

  　外国人かな？　顔立ちもどことなく北ほく欧おう系けいを思わせるような美少女。でも女の子の言葉はアクセントに少しの違和感もない日本語だ。

  「なんて呼べばいいのかしら？」

  　僕は周囲をきょろきょろと見回してから、ようやく女の子が自分に話しかけているのだと理解した。ほかに人ひと影かげは見当たらない。

  「僕？」

  「なんて呼べばいいのかしら？」

  　女の子はさっきと同じ口く調ちようで繰り返し、逡しゆん巡じゆんするように小さく唸うなった。その様子を見て、彼女は僕を誰かと勘違いしているのだと、慌あわてて口を開いた。

  「あ、あの、誰かと間違ってない？　僕、君と会ったことないと思うけど」

  　女の子は意外そうな顔で、こっちをまじまじと見つめた。瞳ひとみの色はかすかに赤みがかっている。

  「なあんだ。まだなにも知らないのね」

  　女の子はくすりと笑い、

  「じゃあしかたないわ」

  　胸に手を当てながら大きく息を吐はいた。そして。

  「――昔の人は言いました。〝皆のもの心せよ。知識持たない者の嘆なげきは、それだけで持つ者の快かい楽らくとなる〟」

  　女の子は小こ気き味みよい口ぶりで諳そらんじると、不意に愛らしい双そう眸ぼうを細めた。

  「!?」

  　ぞくりとした。

  　その瞬間、周りの気温がすうっと下がったような気がし、盛夏の朝陽の中、背せ筋すじが寒くなるのを感じた。

  　女の子の瞳は鋭えい利りな刃物のようで、口元には冷れい然ぜんとした微笑が浮かんでいる。さっきまでの屈くつ託たくのなさは影をひそめ、代わりにすべてを隷れい属ぞくさせる氷の女王のような、そんな圧倒的な威い圧あつと孤こ高こうが表われていた。僕にはそう思えた。

  「――オズガ」

  　女の子は小ぶりの唇くちびるを動かして、無感情に言った。

  「わたしはオズガ。あなたは？」

  　その声に導かれるように、かすれた声で答える。

  「…………洋ひろ……葉はノの宮みや、洋」

  　女の子は満足そうにうなずく。

  「そう、ヒロ。ヒロ。素敵な響ひびきだわ、ヒロ」

  　女の子は僕の名を何度か繰り返し、

  「でもヒロ、ヒロは早くヒロ自身を理解しなくてはいけないわ」

  　それから射いるような、それでいて道みち端ばたの小石を眺ながめるような眼まな差ざしを向けた。

  「ぐずぐずしていると――殺すわ」

  　その一言に胸の鼓こ動どうが高たか鳴なり、息が詰まり、足がガクガク震ふるえた。冗談には思えなかった。本能が身の危険を感じたのかもしれない。

  　殺す？　僕を？　この子が？　どうして？

  　恐きよう怖ふと混乱で声も出せずにいると、オズガと名乗った女の子はぱちっと瞬まばたきをした。

  「!?」

  　それが合図だったかのように、辺りに満ちていた凍いてつく緊張が消えた。

  「かはっ」

  　口から安あん堵どの息が盛大にもれた。目の前にいるのは澄んだ瞳ひとみでこっちを見つめている女の子。

  　潮しお騒さいは相変わらず優やさしげに、雲ひとつない青空の下で奏かなでられている。まるで何事もなかったかのように。

  　オズガはくすぐったそうに笑い、それから手を振った。

  「じゃあね、ヒロ。わたしの言ったことをキモに銘じて、早くわたしを満足させるのよ」

  　鈴の鳴るような声で言うと、堤防の上でクルリと踵きびすを返した。ワンピースの裾すそが花のようなフレアを作り出す。それは僕を縛しばりつけていた冷たい威い圧あつとは裏うら腹はらな、のどかで無む邪じや気きな光景だった。

  「う～……君……こんなとこで……なにしてんのよ？」

  「へ？」

  　オズガの背から目が離せないでいた僕は、その声に振り向いた。莉り花かさんが立っている。

  「あ、り、莉花さん。今、不思議な女の子が、なんか、こう、なんていうか、知識を持てとか持たないとか、自己紹介して、素敵な響ひびきだけど、こ、殺すとか、で、外国人なのかな？　日本語はぺらぺらだったけど」

  　しどろもどろになりながら、オズガを指さそうともう一度振り返ると、

  「あれ？」

  　堤防の上にも、長く伸びたその先にも、白い服と肌の女の子の姿はどこにもなかった。

  「寝ぼけてんじゃ……ないわよ……」

  「いや、そんな――ってなんで莉花さん、パジャマなの!?」

  　僕が気づくのも遅いけど、莉花さんはダボッとしたピンクカラーのパジャマ姿で眠そうに目をこすっている。

  「寝るときは……パジャマで……しょーが……むにゃむにゃ」

  　寝ぼけてんのは莉花さんだった！

  「と、とにかく中に戻ろう。ね？」

  「すぴー」

  　意外にも莉花さんは朝が苦にが手てなのかもしれない。

  　そんな微ほほ笑えましさに口元がにやけそうになったけど、

  〝ぐずぐずしていると――殺すわ〟

  　さっきのオズガの声が甦よみがえり、冷たい汗がにじんだ。

  　あれはいったい？

  　もう一度オズガが去っていった堤防の先を見つめた。人ひと影かげはなく、その上をウミネコが飛び交かっているだけだった。

  

  「時間のムダよ、ムダ。なによそのふざけた祠ほこら」

  　別荘のリビングでの朝食時。トーストをかじっていた莉り花かさんは、僕が昨夜の秀しゆうさんの電話のことを告つげると、呆あきれ返った。

  「なめ賢けん人じん!?　なんの冗談よ。君、調子に乗るのもいい加減にしなさいよね」

  　これっぽっちも調子に乗っていないのに、莉花さんに怒おこられた。まあ怒りたくなる気持ちもわからなくもない。だって最悪のネーミングだ。

  　しかし静かにパインジュースを飲んでいた帆ほ鳥とりちゃんが「でも」と口を挟はさんだ。

  「昨日のことや花はな視みとなにか関係があるのかもしれませんよ。だからわざわざ、秀さんは洋ひろさんに祠のことを教えたのかもしれません」

  「花視となめ賢人が？　だってこいつはなめ変人よ」

  　ひどいです、莉花さん。

  「月つき夏なさんはどう思います？」

  　月夏ちゃんは、黙々とトーストにマーマレードを塗ぬりたくっている最中だった。ぬりぬりぬりぬり。ものすごい厚みのあるマーマレードの層が完成した。

  「祠」

  　月夏ちゃんはポツリと言って、はむっとマーマレードパンを食べた。もぐもぐもぐ。むふ～っと満足そうな息を吐はき一言。

  「行く」

  　なんとなくそれで風ふう香か島じまに行く前に、なめ賢人の祠に向かうことが決定した。

  「うふふ、なにかすごいものが見られるかもしれませんね」

  

  　すごいものが見れた。

  　別荘の裏手には古こ色しよくを帯びた石段があり、それを上のぼって、さらに山道を歩くこと七、八分。位置的には別荘と薫かおる子こさんのアトリエとの中間――海側が斜面になっているため風香島まで見通せる――そんな丘きゆう陵りようの一いつ角かくに祠はあった。

  　そして、

  「れろれ～ろ、ねっちゃねっちゃ、れろ～りれろれ～ろ」

  「きゃはははっ、くすぐった～い」

  　その前で、タンクトップの男の人と、キャミソールの女の人がなめあっていました。

  「な、な、ななななによ、こ、これ!?」

  　愕がく然ぜんとする莉花さんの横で、僕も口をあんぐりと開あけた。

  　なめ賢けん人じんの呪のろいかなにか!?

  　なめ賢人の祠ほこらは周囲の草木に覆おおわれつつ、少し開けた道の端はしにひっそりと建っていた。高さは僕の腰くらいまでしかなく、三角の瓦かわら屋根の下に四十センチほどの親指のような形の石せき碑ひ……と言っても碑ひ文ぶんもなく、ただの石にしか見えない代しろ物ものが置いてあるだけだった。

  　この地を救った人を祀まつったにしては粗そ末まつな扱いで、意識しなければ通り過ぎてしまっただろう。

  　なのに今、その祠の前で立ったまま抱き合い、互たがいの顔や首をなめあっている男女が一組。

  「ぴちゃぺちゃ、れろん」

  「ひゃははっ、ちょっ、ダメ、耳はダメだってば、きゃきゃきゃ――……ん？　あれ？　誰か見てるよ、ダーリン」

  　あまりの衝しよう撃げきに立ち去るのが遅れた僕たちに、長いブロンドの髪とこんがり日焼けした肌の女性が気がついた。慌あわてたそぶりは見せず、ボディビルダーのようなマッチョさんの頬ほおをぱちぱちと叩たたいた。

  「ん？　なんだいハニー？…………おや？　いつのまに観客が」

  　マッチョさんは陽気に笑いながら頭をかいた。

  「そうか、ユーたちもなめ賢人の迷めい信しんを聞きつけてやってきたんだな」

  　迷信？

  「うん、わかるぞ。なめ賢人の祠の前で男と女がなめあえば、ふたりは永遠に結ばれる――」

  　はい？

  「そんな迷信を聞いたら、居てもたってもいられないよな」

  　居てもたってもいられると思う。

  　どうやらご当地特有の迷信が、なめ賢人の祠にはあるらしい。その名に相応ふさわしい胡う散さん臭い迷信だけど。

  「最悪」

  　莉り花かさんの呟つぶやきは、しかしマッチョさんには届かない。

  「あ、もう少し待ってくれ。あと二、三回、ハニーとなめあったらどけるから。そしたらユーたちも好きなだけなめていいぞ、わはは」

  「うふふ、待ってます」

  　と、帆ほ鳥とりちゃん。ぎょっとする莉花さん。

  「ま、待たないわよ！　帰るわよ！　こんな不潔な場所、とっとと離れるわよ！」

  　莉花さんは再びなめだしたマッチョさんとブロンドさんに背せを向けた。

  「行くわよ、帆鳥、月つき夏な」

  　名残なごり惜しそうな帆鳥ちゃんと、「理解不能」と言いつつ目を離そうとしない月夏ちゃんの腕を取り、莉花さんはずんずん歩いていく。

  　もちろん僕だけ残ってもしょうがないし、そのつもりもない。慌あわてて三人のあとを追って歩き出した。

  　そのとき――。

  〝厄やく堕おつとき〟

  「え？」

  　頭の中に忍しのび込んできた声に、

  〝厄堕つとき、来たらば〟

  　僕は足を止めた。莉り花かさんたちは気にした様子もなく遠ざかっていく。

  〝厄堕つとき、来たらば、我を〟

  　重おも々おもしくかすかにエコーの効いた声。頭の中に直接響ひびいてくるように、僕の意識の一部を圧あつするように聞こえてくる。

  〝厄堕つとき、来たらば、我を、射いよ〟

  　とっさに振り返った。

  　花!?

  　視界に描えがかれた現象に息を呑のみ、二度、三度と瞬まばたきをしたけど、それが消えることはなかった。

  　なめ賢けん人じんの祠ほこらに花が咲いていた。それは人の背に咲く密みつ花ばなのように、祠の三角屋根の背後からホログラムのように放ほう射しやされている。

  　純白の花。花びらは花か冠かん全体を凝ぎよう縮しゆくしたように咲き集つどい、花弁のひだを絡からませ、華か麗れいな舞を踊るように広がっている。

  　ストックだ。

  　アブラナ科の人気種は、茎くきや葉を灰色の細い軟なん毛もうに覆おおわれているのが特徴だ。祠の背後から頭上に向かって広がるそれにも、薄い皮ひ膜まくのような軟毛が確認できる。

  　ストック――花言葉は〝見つめる未来〟。

  　ストックの花は祠の数倍ほどの高さにまで達している。

  〝厄堕つとき、来たらば、我を、射よ、悪意の花に、先さきんぜよ〟

  　な、なにを……。

  〝――悪意の花に、先んぜよ――〟

  「わけ……わかんない」

  「わけわかんないのは、君よ！」

  　いきなり莉花さんに怒ど鳴なられ、左耳がぎゅ～っと引っ張られた。

  「いたたたたたっ、莉花さん痛いっ、やめて、取れる取れるっ」

  　いつの間に背後に来ていたのか、鬼のような形ぎよう相そうの莉花さんが僕の耳をめいっぱいつまんでいる。

  「いつまでもカップル見てんじゃないわよ!?　このなめ変人！」

  　莉り花かさんに怒鳴どなられ、耳を引っ張られたまま連れん行こう。

  「ち、違う違う、カップルを見ていたわけじゃなくって、いたたたたっ」

  　涙なみだ目めになりながら、もう一度視線をなめ賢けん人じんの祠ほこらへ向けた。が、そこにはもう頭ず上じように咲き誇るストックは見当たらず、不思議な声も聞こえてはこなかった。
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  　なめ賢人の祠をあとにし、一度別荘に戻り水着に着替えてから、浜辺に再集合した。

  　お昼前なのに陽射しはぎらぎらと強く、花か季きヶが浜はまの白しら砂すなは熱いほど。ほかの海水浴場より人が少ないとはいえ、すでにビーチパラソルやビーチベッドなどがあちこちに設もうけられ、思い思いに夏の海を楽しむ人たちで賑にぎわっている。

  「準備はいい？　気を引き締しめなさい」

  　そんな海水浴客の中でも、ひときわ目立っている（と僕は思う）美び貌ぼうの持ち主莉花さんは、僕と帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんの前で、その眼まな差ざしを風ふう香か島じまに向けた。

  「行くわよ」

  　波打ち際には、昨日きのう同様海の家からレンタルしてきたゴムボートが用意されている。

  「莉花さん」

  　ぐっと拳こぶしを握りながら、緊張して莉花さんに尋たずねた。とても大事なことだ。

  「今日のゴムボートは何人乗り？」

  「三人乗りよ。とっとと泳いで」

  　がっくりと膝ひざをついた。

  　まあ、いつまでも浜辺でたそがれているわけにもいかない。僕は準備運動もそこそこに泳ぎだした。

  　莉り花かさんたちを乗せたゴムボートは穏おだやかな波なみ間まを順調に風ふう香か島じまへと向かっている。今日は競争しているわけじゃないので、僕はそのあとを追うようにゆっくりと進む。

  　頭を上げたまま周囲を見渡す。海面から小こ魚ざかなが跳はね、それを狙ねらうようにウミネコが飛ぶ。抜けるような青空も、波を煌きらめかせる陽光も、そして全身を包む海水もすべてが気持ちいい。

  　風香島の調査という重要な目的はあるけど、長閑のどかな雰囲気にどっぷりと浸ひたりそうになる。

  　いつの間にかゴムボートとはだいぶ離れていた。波の上下によっては視界に捉とらえられなくなっている。

  　まあ行き先は同じなので焦あせる必要はない。けど、島で莉花さんたちを待たせることになったら、トレーニング不足ね！　などと怒おこられ、砂浜ランニングくらいはやらされそう。

  　急ごう。

  　気合を入れ、手足に力を入れようとした、その瞬間――。

  「!?」

  　右足が動かなかった。

  　え？　あれ？

  　しかも引き寄せようとしたその足が、海中に引っ張られていく。

  「な!?」

  　海草かなにかが足首に絡からみついている感かん触しよくがある。でも海草ならこれほど強烈に引きずり込まれることはないはずだ。

  　それじゃあいったい!?

  　異常事態に焦り、さらに体勢を崩くずし、水が口の中に入ってくる。

  　ごぼっ、ごぼごぼごぼっ。

  　浜辺と風香島との半なかば辺り。水深は五、六メートルはあるだろう。こんなとこで溺おぼれたらシャレにならない。

  　自由の利く両手で必死に水を掻かき、抵抗する。が、足首を引っ張る力はそれをものともせずに、僕を沈めようとする。

  「た、助け――ごぼっ」

  　口元まで海面が押し寄せ、必死に息を吸い込んだとたん、視界は海中を映うつし出していた。

  　まずい、ごぼごぼごぼっ、ホ、ホント、ごぼっ、やば――。

  　手足をめちゃくちゃに動かし、海面を目指そうとしたけど、もう上下がどっちなのかもわからない。胸が絞しぼられるように苦しくなり、頭が重く痛む。

  　それでも懸けん命めいにもがいていたら、足首に絡みついたものが目に入った。海草…………ではない。

  　赤い……紐ひも？　布？

  　それは水の中でも鮮せん烈れつな赤を目立たせた布のようなもの。とにかく外はずそうと手を伸ばしたら、ぐいっと足首が真横へ引っ張られた。とっさに足首を拘こう束そくする布の先へと目を運ぶ。

  「ひょっほっほっ」

  「ぶふぉっ」

  　海中なのに笑い声が聞こえるのは変、と思うより先に、最後の酸素が肺はいから抜け出ていった。

  「夏は海に限るわね、坊や」

  　眼がん前ぜんには、ぞくりとするほど妖よう艶えんな美女が浮かんでいた。

  　つ、月つき夏なちゃんの――。

  　それは密みつ鬼おににとり憑つかれ、幼い月夏ちゃんを残して姿を消したというお母さん、瀬せ々せ良ら敏とし美みさんだった。格好は以前会ったときと同様、ビキニの上に、赤い着物を羽は織おった奇き抜ばつなもので、長い髪は海中に広がっている。

  　ど、どうして!?

  　そこでようやく気がついた。瀬々良さんの着物の袖そでがまるで生き物のように伸び、それが僕の足首に巻きついていることに。

  　な、なんで……ぼ、僕は……ここで……こんなとこで……殺される……!?

  　意識が急速に薄うすれていく。

  　苦しい……し、死ぬ…………。

  　苦く悶もんにうめく僕の前で、まるで地上にいるように佇たたずむ瀬々良さん。翡ひ翠すいのような緑りよく眼がんは嗜し虐ぎやく的てきに輝かがやいている。

  「坊やの悶もだえる顔って、す・て・き」

  　そう言って、笑えみを隠かくすように着物の袖で口元を覆おおった。袖から覗のぞく右手は暗あん緑りよくの葉で覆われている。

  「でも、ここで壊こわすわけにはいかないわね」

  　とたんに僕の足を縛しばっていた着物の一いつ端たんがするりとほどけた。着物の袖は海中を縫ぬうように瀬々良さんの元に戻り、僕の足は自由になる。

  　なのに僕には泳ぎだす力が残っていなかった。身体からだが動かない。視野は狭きよう窄さくし、明るかった蒼あおの海が、真夜中の海にしか見えない。意識はその闇やみに呑のまれていく。

  「坊や」

  　瀬々良さんが僕を呼んだ。

  「坊や、今夜浜辺に来なさいな。誰にも内ない緒しよで。言えば坊やも聞いた相手も殺すから、必ずひとりで、ね」

  　そんな約束はできっこない。

  　だって……だって僕はもう……ここで……死――。

  「死なないわよ、坊やはまだ」

  　瀬せ々せ良らさんはひょっほっほっと笑い、身をひるがえした。着物が水中で優ゆう雅がに舞う。

  「ほ～ら、水に飛び込む音が聞こえる。坊やのために必死になっちゃって、ふふ、かわいらしいこと」

  　瀬々良さんの姿が遠ざかっていくのか、僕の意識が途と絶だえようとしているのか判はん然ぜんとしない。ただその声はどこまでも遠く。

  「あちきとの約束、忘れるんじゃないわよ、ぼ・う・や」

  　最後にそんな声が聞こえ、瀬々良さんの姿は見えなくなった。

  　視界はシャッターが下りるように閉ざされていく。

  　もう……だ……だめ…………。

  　重い瞼まぶたが完全に閉じられる。その寸前――。

  　目が余よ力りよくを振り絞しぼるように一体の影を捉とらえた。その影はしだいに大きく、明めい瞭りように。そして僕は手を伸ばしていた。

  　懸けん命めいに、ひたすらに、焦こがれるように、求めるように、ただ手を伸ばす。届けと願う。

  　莉り花かさん。

  　伸ばした手の向こうには、近づいてくる莉花さんの姿があった。

  

  　目を開けると、梁はりの露ろ出しゆつした天てん井じようが見えた。

  　はて、どこだっけ？

  　首をかしげようとして、自分がベッドに横たわっていることに気がついた。枕と布ふ団とんが気けだるい身体からだに気持ちよく、ようやくここが別荘の僕の部屋だとわかった。

  　遠くの潮しお騒さいを聞いているうちに思い出してくる。

  　風ふう香か島じまに渡る途中溺おぼれたこと。それが瀬々良さんの仕し業わざだったこと。瀬々良さんに今夜誰にも言わずに浜辺へ来るように言われたこと。そして莉花さんが僕を助けにきてくれたこと。

  　莉花さんが来てくれなかったら、間違いなく溺れ死んでいただろう。そのあとのことは朦もう朧ろうとしてよく思い出せない。かろうじてゴムボートに乗せられた記憶があるくらい。たぶん莉花さんたちがここまで運んでくれたのだろう。

  　感謝してもしたりないし、また迷めい惑わくをかけてしまった。みんな呆あきれているだろうな。

  　助かったうれしさより、かっこわるさと申し訳なさが胸を衝つく。

  「助けられてばっかりだ」

  　ここ数か月間のことも合わせて、自分の不ふ甲が斐いなさに思わず身をよじった。

  「？」

  　いや、身をよじろうとしたら左の腕が動かなかった。なんだか重い。溺れたときに怪け我がでもしたかなと心配になり、寝たまま顔を向けた。

  「な!?」

  　莉り花かさんの顔がすぐ近くにあった。床ゆかに座った莉花さんは、僕の左腕に両手を置き、その上に顔を乗せて眠っていた。長い髪が僕の腕に垂れ、さらさらとなんだかくすぐったい。

  　どうひて？

  　心の声を噛かむくらいうろたえ、左手だけじゃなく全身が硬こう直ちよくした。

  　莉花さんは静かな寝息を立てている。その寝顔は天使のように穢けがれなく、世界中の美しい花がうらやみそうな愛いとおしさ。それをこんな至近距離で見たら、それは、もう、なんというか、眩まぶしすぎて目がどうにかなりそう。でも逸そらすことはできない。よくわからない。

  　などと内心あたふたしていると、

  「……ん……ん～？」

  　莉花さんが小動物のように小さくうなり、目を開あけた。視線をゆっくりと動かし、僕とばっちり目が合った。

  「…………」

  　お互たがい、沈黙十秒。

  「ひゃっ!?」

  　莉花さんはかわいらしい悲ひ鳴めいを上げると、ばっと顔を上げた。みるみるうちに顔が真っ赤になっていくけど、たぶんそれは僕も同じ。莉花さんは顔を背そむけ、僕はいまだ石せつ化かしたように身動きできず、口だけがぱくぱく動いた。

  　落ち着け。しゃんとしろ。莉花さんは溺おぼれた僕を助けてくれたんだぞ。なら言わなきゃ。そうだ！　まずはお礼だ！

  「ありがと！」「ごめん！」

  「へ？」「は？」

  「「え？　なんで？」」

  　ふたりの声がかぶりにかぶって、最後は同じセリフを口にした。莉花さんと僕はきょとんとして見つめあい、またもや沈黙十秒。

  　それから「ぷっ」とお互いに吹き出した。

  「なんで、ありがと、なのよ？」

  　莉花さんは呆あきれたように笑い、でも僕が答えるまえに瞳ひとみを伏ふせた。笑みは消えている。

  「莉花さん？」

  「ごめん」

  　莉花さんは俯うつむいたまま謝った。

  「今回のことは、君を泳がせたあたしに責任があるわ。トレーニングだなんて言って、あたし、軽けい率そつだった」

  　だからごめん、と莉花さんはしおらしく謝罪した。

  「君に怒おこられても文句は言えない。命に関かかわることだったんだもの。だから君は怒っていいし、気がすまないなら……」

  　莉り花かさんは消え入りそうな声で言った。

  「気がすまないなら、あたしを、た、叩たたいたっていい。うん、あたしそのくらいの間違いをしたと思ってる」

  　一瞬、またおかしな花がどこかにくっついているのかな、と心配になるくらい、普段の強つよ気きな莉花さんは影を潜ひそめていた。

  　いや、そうじゃない。

  　いつもまっすぐで、物事に真しん摯しに向かっていく莉花さんだからこそ、自分が間違ったと思ったときにはこんな態度を取れるんだ。たとえいつも迷めい惑わくばっかりかけている僕に対してさえ。

  　僕は身体からだを起こした。今回のことは莉花さんはなにも悪くない。それだけはきちんと告つげなくちゃ。

  「莉花さん」

  　莉花さんは顔を上げ、でも肩を縮ちぢこませながら僕を見る。

  「た、叩くの？」

  「叩くわけないよ。僕には一生そんなことできないし、するつもりもない」

  　莉花さんはなぜか目を見張り、それから視線を逸そらし、ごにょごにょと呟つぶやいた。

  「い、一生って、な、なに？　ずっとそばにいるってこと？　え？　こいつ血ち迷まよった？」

  　などと言ったような気がしたけど意味がわからず、それよりもきちんと告げなくちゃ、と口を開いた。

  「僕が溺おぼれたことは僕が不注意だっただけ。莉花さんはなにも悪くない。それに莉花さんは僕を助けてくれたんだから、僕が莉花さんに感謝するのが当然で、莉花さんが謝る必要は全然ないよ」

  「でも――」

  「本当にありがとう」

  「そんな……」

  「それにずっと看病してくれてたみたいだし、そのことも」

  「そ、そそそそれは違う、違うわよ。暇ひまだったから一分くらい前に部屋に来ただけで」

  「でも眠ってたし」

  「一分で睡すい魔まに襲おそわれたのよ！　悪い!?」

  　口を尖とがらせて反論する莉花さん。ようやくいつもの莉花さんらしくなったと僕は笑えみをもらし、莉花さんはそんな僕を見て、嘆たん息そくした。

  「たくっ、とことん人がいいんだから」

  　莉花さんは自分の髪を指にくるくる巻きつけたり、ほどいたりしながら、

  「な～んか、ひとりで反省していたあたしがバカみたいじゃない」

  　拗すねたように言った。
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  「君が寝ている間に、帆ほ鳥とりと月つき夏なには風ふう香か島じまを調べてもらったわ」

  　キッチンの冷蔵庫の中を覗のぞきこんだまま、莉り花かさんは言った。

  　海で溺おぼれたけど、具合も気分も悪くない僕は、帆鳥ちゃんと月夏ちゃんにも心配を掛けたことを詫わびようと、ふたりを捜していた。が、別荘のどこにも見当たらず、キッチンにいた莉花さんに尋たずねたら、そんな答えが返ってきた。

  「風香島を？　ふたりだけで？」

  　莉花さんは冷蔵庫の前で腕を組み、思し案あん顔がおでうなずいた。

  「もしホントにあの島が危険なら、すぐに対策を取らないといけないでしょうが？　君のほうは大丈夫そうだったから、ふたりに行ってもらったの」

  　それはたしかにそうだ。危険を放置し、深刻な被害が出てからじゃ遅い。

  　けどふたりだけで大丈夫かな？

  　風香島のことだけじゃなく、花か季きヶが浜はまに瀬せ々せ良らさんが現れたことで、不安は増す。

  「僕たちも島に向かったほうがよくない？　島で花畑を視みたのは僕なんだし」

  　そう言うと、莉花さんは自分の右耳をちょいちょいっと指さした。

  「へ？　耳？」

  　とたんに僕のイヤリング通信機から帆ほ鳥とりちゃんの声が聞こえてきた。

  〝ご心配には及びませんよ、洋ひろさん。風ふう香か島じまの調査は空から振ぶりに終わり、ちぅ～っ、すでに私と月つき夏なさんは浜辺に戻ってきてますから、ちぅ～っ、今はビーチで寛くつろぎながら、トロピカルジュースを飲んでます、ちぅ～っ〟

  　リラックスした口ぶりに、肩の力が抜けた。何事もなかったみたい。

  〝私たちはもうしばらく浜辺で遊んでいきますね〟

  　帆鳥ちゃんの通信はそれで切れ、莉り花かさんが言い足した。

  「密みつ鬼おにがいるんならガツーンッとやっつけるのに、そんなんじゃなさそうだし。昨日きのうの花のことも、詳くわしく調べようがないのよ」

  　莉花さんは残念そうに肩をすくめた。

  「もちろん無視するわけにはいかないから、ここの担当だった秀しゆうに連絡して、フラワー協会に報告してって言っといた」

  「秀さんはなんて？」

  「調査は協会がするから、危険がなさそうなら引き続きバカンスを楽しんでくれって。島を調べた帆鳥と月夏も今日は平気だし。ならそうしようかって、あの子たちとも話したのよ」

  　莉花さんの言うことはもっともだ。たしかに昨日の異変騒動はともかく、密鬼が現れたわけじゃない。調査ができるほど手掛かりもない。まあ注意はしとくべきだろうけど、フラワー協会に任まかせたほうがよさそう。

  　なら、あとは瀬せ々せ良ら敏とし美みさんのほうか……。

  〝坊や、今夜浜辺に来なさいな。誰にも内ない緒しよで。言えば坊やも聞いた相手も殺すから、必ずひとりで、ね〟

  　朦もう朧ろうとした中で聞いた言葉が甦よみがえる。

  　あんなことを言われたら、当然莉花さんたちに打ち明けられない。なら今夜ひとりで行くしかないのか？　相手は月夏さんのお母さんとはいえ、密鬼に心身を乗っ取られているんだぞ。

  　どうしよう……。

  　リビングのソファで暗あん澹たんとする僕の前を、莉花さんが通り過ぎた。そのまま廊ろう下かに出て、玄関へ向かっていく。

  「莉花さん？　どっか行くの？」

  　リビングから顔を出して訊きくと、莉花さんは玄関でスニーカーを履はきながら、壁掛けの鏡で髪をチェックしていた。

  「町まで買い物」

  「買い物？　食材なら昨日のが残ってるはずだけど」

  　莉花さんは少し焦あせり気味に答えた。

  「ちょ、ちょっと豪ごう勢せいに作りたい気分なのよ」

  「豪勢に？」

  「体力回復には、やっぱり食事が基本でしょうがっ」

  「体力回復って……もしかして僕のために？」

  「ちちち違うわよ！　遊び疲れて帰ってくるみんなのために決まってるじゃない！　君は水と日光があればどうにかなるでしょーが！」

  　花好きだけど、花じゃないし。

  　微妙に落ち込んだけど、すぐに気を取り直して言った。

  「買い物なら、僕が」

  　昨日きのうもそうだったけど、食材の買い出しは基本的に僕の役目だ。

  「今日はいいわ。死にかけた君を行かせて、途中で倒れられでもしたら、夢ゆめ見みが悪すぎるもの」

  　言い回しはアレだけど、たぶん僕の体調を気き遣づかってくれている、と好意的解釈をした。

  「それなら莉り花かさん」

  　頭で考えるより先に、口が勝手に動いた。

  「一緒に行くってのはどう？」

  「!?」

  　莉花さんは玄関のドアを開あけたまま、しばらく無言。それからぶっきらぼうに言った。

  「す、好きにしなさいよ」

  

  　瀬せ々せ良らさんとのことを考えれば気が塞ふさぎそうになる。けれど莉花さんとの買い物が、そんな憂ゆう鬱うつ気分を吹き飛ばしてくれた。

  「にんじん」

  「はい」

  「パプリカ」

  「はい。黄色」

  「赤のほうがいい」

  「すぐに取り直してくる」

  「生なま春はる巻まき用ライスペーパー」

  「はい」

  「ってそれ餃ぎよう子ざの皮じゃないっ」

  「違うの？」

  「ほ～、じゃあ君はそれ、生で食べていいわよ」

  「ご、ごめん」

  「あ、なによ、これ!?　ブタじゃなくて、鳥のひき肉って言ったでしょーが！」

  「ごめんなさいごめんなさい」

  　…………いや、ホント楽しかったですよ。

  　そんなこんなで買い物カゴにすべての食材を入れ、莉り花かさんはレジへ。僕はその間、店内入り口の自動ドアの脇わきで待つことになった。

  　店内の時計は午後三時半を過ぎたところ。

  　何気なく自動ドアの向こうに目をやる。外はまだ充分暑そうで、アスファルトの地面からは陽かげ炎ろうがのぼっている。

  　ここから別荘まで歩いて四十分。昨日きのうひとりで帰ったときはへばったけれど、莉花さんと一緒なら楽しく帰れそう。

  　などと考えていたら――コロコロコロ――足元に瑞みず々みずしそうなオレンジが転ころがってきた。

  　誰かの買い物袋から落ちたのかなと思い、屈かがんで手を伸ばす。その瞬間、ぷしゅっとスプレーのような音が聞こえた。

  　え？

  　首くび筋すじの辺りに冷たさを感じ、オレンジをつかみ損そこねた手で首のうしろを拭ぬぐった。手のひらを見てみると少し濡ぬれていて、花の香りのようなものがほのかに匂った。なんだろうと首をかしげたら、

  「はれ？」

  　耳鳴りとともに、目の焦しよう点てんが合わなくなった。いや視し覚かくだけじゃない。五感すべてがなにかに驚おどろいて縮ちぢこまったように、矮わい小しようになった。店内に流れていた軽快なＢＧＭは、今は深い地の底で鳴っているように低い。

  　あれ？　どうしちゃったんだ？

  　貧血かと思ったけれど、それとも違うような気がする。

  　たとえるなら自分が透明な檻おりの中に閉とじ込められたよう。曖あい昧まいで窮きゆう屈くつな感じに戸と惑まどい、莉花さんの姿を捜そうとしたら、

  「来な」

  　耳元で声が聞こえた。それは幾いく重えものフィルターを通したような音声。男の人か女の人なのかもわからない。なのにそれが縮こまった意識にするりと触ふれると、僕の口は不自然なほど自然に答えていた。

  「はい。おおせのままに」

  　おや？　なんだこの受け答え？

  　答えはあらかじめ決まっていたかのよう。おかしいと感じた気持ちもすぐに消え、なんでも素直に受け止めてしまう。からっからのスポンジが水を吸収するみたい。たとえそれが泥どろ水みずでもかまわない。そんな気分。

  　当たり前のように、目の前の誰かのあとに付いて歩き出す。

  　自動ドアが開く。外の暑さは嘘うそのように感じない。前を歩く人に従じゆう順じゆんに付いていく。

  「こっちだ」

  　焦しよう点てんの合わない目では、その人の容よう貌ぼうは捉とらえられないし、その必要性も感じない。まるで影。それを疑問に思うことなく、ただ言われるままに動く。

  　影が立ち止まったのは、スーパーの隣の小さな雑ざつ居きよビル、その階段の踊り場だった。

  　薄うす暗ぐらく狭せまい踊り場。ビル自体使われていないのか、周囲に人の気け配はいはなく静まり返っている。いやもしかしたら視し覚かくや聴ちよう覚かくがおかしくなっているだけかもしれない。ここがデパートやゲームセンターの中だとしても、今の僕には違いがよくわからなかったかもしれない。

  「くくっ、座りな」

  　目の前の影が笑う。顔は見えないのに、その瞳ひとみの色がなぜか紫色だとわかった。外の暑さは感じず、その瞳の前では薄ら寒くなっていく。それでもこの場を離れようとは思わない。僕はこの瞳に服ふく従じゆうしているのだから。

  「かしこまりました」

  　僕は階段に腰掛けた。

  「キキョウに操あやつられる気分はどうだ？」

  　ききょう………キキョウ？……星の形をした花？……花言葉は…………〝従順〟？

  「ふふ、原げん液えきを希き釈しやくしたものだから、すぐ元に戻るさ。まだもう少し気づかれたくないしな」

  　影はそう言うと、僕と向き合う格好で、膝ひざの上に腰掛けた。あまり重くない。そのまま僕の頭は影の両手に抱かれる。でも僕の感情は少しも波立たない。

  「さあ」

  　吐と息いき混まじりの声とともに影の腕が動いた。眼がん前ぜんにその脇わきの下が突きつけられる。

  「なめな」

  　そこには暗くら闇やみに瞬またたく火ひ種だねのような、そんな光が灯ともっていた。ゆらゆら揺れているのは目の焦点がうまく合わないせいか。目を凝こらし、ようやくそれが二ふた葉ばの形を成したところで、光が蜜みつ口ぐちだとわかった。二葉の蜜口だ。

  「おまえの力が必要だって、神様は言うんだ」

  　神様？

  「力を高められるんだろ？　おまえ」

  　蜜口の周囲だけはなぜか明るく、そのなまめかしい脇の下が露あらわになっている。

  　女の人？

  　綺き麗れいで滑なめらかな稜りよう線せんと肌に、そんなことを思いつつ、脇の下の蜜口に口づけた。

  　ぺろっ。

  　まるで自動人形のように唇くちびるを開き、舌したを伸ばし、肌に唾だ液えきを絡からませ、それをまたなめ取るように舌を這はわせる。

  「くくっ、あはは」

  　ひとなめ、ふたなめした辺りで、脳のう裏りに一ひと束たばの花が浮かんだ。しだいにその造形が紡つむがれ、視界にも描えがかれていく。

  「ふうん、これが力ねえ」

  　ひときわ高らかに笑うと影は立ち上がり、やにわに僕の肩をどんっと突いた。階段の縁へりに背中をぶつけた僕は、影を力なく見上げる。

  　羽…………？

  　いや違う。影の背後に視みえたのは、ふくよかな羽が集つどうような紫の花だった。

  　ロベリアだ。

  　株かぶのように花や葉を生おい茂らせ、大たい輪りんではないが艶あでやかな花は、切花や鉢植えで人気がある。

  　しかしその花言葉は――〝悪意〟。

  　それに気づいた瞬間、心臓が思い出したように高たか鳴なった。身体からだの奥おく底そこで縮ちぢこまっていた五感が解放されていく。まるで眠りから覚めるよう。それとともに自分の取った行動のおかしさに気づき、狼ろう狽ばいした。

  「ははっ、悪くない」

  　影は最後に紫色の瞳ひとみで僕を一いち瞥べつし、すぐに階段を下りると去っていった。結局、その顔はたしかめられず、ただ僕の目にはロベリアだけが焼きついた。

  「な……なんだったんだ……いったい？」

  　深呼吸を繰り返すと、頭も視界もはっきりとしてくる。でも自分の身に起こったことがまるで理解できない。

  　白はく昼ちゆう夢むでも見ていたような気分に、気味が悪くなる。

  「!?――莉り花かさん!?」

  　一緒に買い物に来た莉花さんのことを思い出した。慌あわてて立ち上がり、ふらつく足に気合を入れ、急いで階段を駆け下りた。

  　スーパーの表へ脇わき目めもふらず猛スピード。

  「莉花さん！」

  　入り口の自動ドアの前で、両手に荷物を抱かかえて仁に王おう立だちしている莉花さんを見つけた。なんだか久しぶりの再会のようにうれしいし、ほっとした。

  　が、莉花さんのほうは、怒いかり全開。

  「こ～～～～んな暑い中、女の子待たせてどこほっつき歩いてんのよ!?」

  「申し訳ありません。愚おろかな私めをお許しください、莉花女王様」

  　なんじゃこりゃ？

  　そんな言葉とともに九十度の角度で頭を下げたことは、さっきの白はく昼ちゆう夢むの影響が残っていたんだと思う。よくわかんないけど。

  「…………」

  　莉り花かさんはすっごい引いていた。
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  　スーパーで僕の身に起きたことは、謎なぞ過ぎてよくわからない。あのあとすぐに言動は普段の自分に戻ったし、莉花さんたちにも言いようがない。

  『ビルの階段で誰かの脇わきをなめたと思うんだ。僕、下げ僕ぼくのようだったよ』

  　…………やっぱ言えない。

  　足元が不確かなような、そんなもやもやした不安と焦しよう燥そうを感じつつ――。

  　そして夜がきた。

  〝坊や、今夜浜辺に来なさいな。誰にも内ない緒しよで。言えば坊やも聞いた相手も殺すから、必ずひとりで、ね〟

  　瀬せ々せ良らさんの約束、いや命令は、日が暮れるころには胸を押し潰つぶしそうになり、せっかく莉花さんたちが作ってくれた料理の味もよくわからなかった。なんだか悔くやしい。

  　でも、

  「そろそろ、薫かおる子こさんのアトリエへ行きましょうか？」

  　午後七時近く、リビングのソファから帆ほ鳥とりちゃんが立ち上がった瞬間、腹はらが決まった。

  「みんな、ごめん。今日は僕、行くのやめていいかな？　ちょっと疲れたっていうか、こっちで休んでたいっていうか……」

  　みんなに気づかれずに浜辺に行くには、このタイミングが最適だと思った。

  「なによ、気分でも悪いの？」

  　莉り花かさんが心配そうに訊きいてきた。海で溺おぼれた影響を気にしているようで、嘘うそをついていることが心苦しい。ごめんね、莉花さん。

  「ううん、違う。ホントにちょっと疲れただけ。部屋でのんびりと本でも読んでるよ」

  　精一杯笑顔を浮かべると、帆ほ鳥とりちゃんがなにかを思いついたようにポンッと手を叩たたいた。

  「私も残りましょうか？　いやらし……じゃなくて癒いやしのケアをしてあげますよ、うふふ」

  　いやそれはいろいろと困ったことになりそうな……。

  「ちょっと待って。あたしには監督責任があるんだから、あたしが残るべきじゃないの？」

  　いやそれはモデルの件が根底から覆くつがえされそうな……。

  「と、とにかくひとりで大丈夫。ごめんね、心配掛けて。でも具合が悪いとかじゃないし。だからみんなで薫かおる子こさんのところに行ってあげて。あ、ほら、遅くなっちゃうよ」

  　それでようやく、莉花さんと帆鳥ちゃんは玄関へ向かった。が、月つき夏なちゃんがそれに続かない。

  「月夏ちゃん？」

  　月夏ちゃんはリビングの窓から花か季きヶが浜はまの夜に視線を向けていた。その顔は能のう面めんのように感情がなく、そのくせ眼まな差ざしはなにかを探さぐるように、求めるようにまっすぐだ。

  　そんな静かに昂たかぶった横顔に目を奪うばわれていると、月夏ちゃんがこっちを向いた。

  「問題、ない」

  　まるで自分に言い聞かせるような口ぶりに、なぜか胸がざわめいた。

  「ほら月夏～、行くわよ～」

  　玄関からの莉花さんの声に応こたえるように、月夏ちゃんはリビングから出て行った。

  

  　戦せん闘とうになることはない。ていうか、命を取られることはないと思うんだ。だって僕の息の根ねを止めようというなら、海で溺れたときにできたはずだから。

  　だから安心、安心。ド～ンッと胸を張って――……すっごい、すっごい足震ふるえてる……。

  　そんな情なさけない足取りで浜へ下り、おずおずと砂を踏みしめ、夜の海を臨のぞんだ。

  　ビーチに人ひと影かげはなく、波の音しか聞こえない。海岸通りの街灯は頼りなく、堤防から少し離れると、月明かりをしるべに進むしかなかった。

  　でも進むと言ってもどっちに？

  　瀬せ々せ良らさんは夜に砂浜に来いとは言ったけれど、広い砂浜のどことは言わなかったはず。じっと佇たたずんでいようか？　けれど立ち止まると足だけじゃなく全身が震えだし、たまらず逃げ出しそうになったので、歩くことにした。

  　波なみ打うち際ぎわを、警けい戒かいしながら進んでいく。〝瀬せ々せ良らさ～ん〟と呼びかけるのも変なので、ぎゅっと唇くちびるを結むすんだまま。

  「ひょっほっほっ」

  　笑い声が聞こえてきたのは、花か季きヶが浜はまの端はし、背せ丈たけほどの岩が点てん在ざいし、海岸通りから死し角かくになった辺りだった。

  　ビクッとして振り返る。

  「あ!?」

  　すぐ背はい後ごに瀬々良さんはいた。メイド服に着物を羽は織おっていた。

  　…………。

  　………………メイド？

  　宵よい闇やみの悪いた戯ずらでそう見えたのかと思ったけれど、間違いなく瀬々良さんは裾すその広がったワンピースに、フリルをあしらった白エプロンを付けている。いつもの雅みやびな着物はその上に着き流ながしていた。

  　これは、いったい……!?

  　予想外の光景に動揺が汗とともに吹き出す。

  　マジか……じゃなくて間ま近ぢかに佇たたずむ彼女を恐おそれたらいいのか、その格好の意図を汲くむべきなのか。

  　こ、これは試ためされている？　それとも罠わな？　罠メイド（意味不明）？　僕のリアクションに生せい死しがかかっている？　果たして正解は？　ていうか正解あるの？

  　瀬々良さんはおもむろにスカートの両りよう端はしをつまむと、軽くお辞じ儀ぎをした。まるで淑しゆく女じよのご挨あい拶さつのようなその振る舞い。

  「似合ってるかえ？」

  　…………困った。言葉が出てこない。

  　目の前にいるのは月つき夏なちゃんのお母さんで、密みつ鬼おにで、僕を殺そうと思えば簡単にできるくらいの力の持ち主で、そしてメイド服だ。

  〝似合ってるかえ？〟と言われても……。

  　恐きよう怖ふと不ふ条じよう理りな圧力で、なにがなんだかわからない。汗びっしょりで頭は働かない。そんな僕の態度に瀬々良さんは首をかしげた。

  「あら？　ヘンね。日本中で大人気。冠かん婚こん葬そう祭さいにも着ていくって小こ耳みみに挟はさんだのに」

  　その情報は結構間違ってる。

  　でも瀬々良さんは自分のメイド服をチェックし、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめている。演技とは思えない態度に、なぜかちょっとだけ落ち着いた。

  「……に、似合ってると……思います」

  　喉のどはひりひり、声はかすれたけれどなんとか答えた。

  　着物とメイド服の取り合わせは微妙だったけど、そんな格好でも恐おそろしいほどの色いろ香かは健けん在ざいだ。普段と違うアンバランスさはコケティッシュな魅力となり、瀬せ々せ良らさんの雰囲気を和やわらげているように思えた。

  「ひょっほっほっ」

  　瀬々良さんは満足そうに笑った。

  「そうよ、そうじゃなくちゃダ・メ。男は女を褒ほめ、尽くす生き物なんだから」

  　瀬々良さんはそう言うと、その場でクルリと回った。長い髪と着物、そしてスカートが華はなやかな弧こを描えがく。それは密みつ鬼おにと対たい峙じしている恐きよう怖ふを忘れるくらい幻げん惑わく的てきな一瞬だった。が、

  「坊や」

  　髪や着物の袖そでがなびく中、瀬々良さんの翡ひ翠すいのような瞳ひとみが冷れい徹てつに向けられた。眼がん光こうは酷こく薄はくな微笑とともに殺さつ気きを放はなってくる。ごくりと唾つばを飲み込んだ。

  「あちきに訊ききたいことがあるのでしょう？」

  　不意に、瀬々良さんの着物の袖が暗くら闇やみを飛んだ。

  「!?」

  　逃げる間もなく長ちよう袖しようは僕の身体からだに巻きつき、あちこちの骨がぎりっと軋きしむ。

  「くっ」

  　悲ひ鳴めいがもれ、拘こう束そくされた身体が無理矢理引き寄せられた。着物越ごしに僕と瀬々良さんの身体は密着し、冷れい然ぜんとした顔が近づいてくる。

  「訊きたいことは？　ぼ・う・や」

  　ぞくりとした。身体の芯しんを鷲わしづかみにされたみたい。僕は身体を締しめ上げる激痛に悶もだえながら、口を開いた。

  「あなたは月つき夏なちゃんのことを――くっ！」

  　最後まで言う前に、拘束がさらに引き絞しぼられ息ができなくなった。

  「あらいけない子。訊きたいのはそんなことじゃないでしょ？」

  　そんなこと？　月夏ちゃんはあなたを取り戻そうと、フラワー協会の外に出てきたっていうのに……。

  　月夏ちゃんとお母さんの遠い距離が窺うかがえるセリフに、唇くちびるを噛かんだ。

  「坊やが訊かなければいけないこと。それは坊や自身のことじゃなあい？」

  　人に訊いといて、でも自分の思おも惑わくとは違う質問は受けつけないと、その顔は言っている。選せん択たく肢しはあるようでない。

  　顔をしかめながら、瀬々良さんを見つめる。その眼まな差ざしが、さあ言いなさいと促うながす。

  　袖の拘束が声を出せるくらいに緩ゆるみ、僕は観かん念ねんして口を開いた。

  「僕が……花はな視みじゃないって……本当ですか？」

  　それはメリセルタの件で花か刻こくの端は境ざかいに飛んだときのこと。月つき夏なちゃんを助け出したときに瀬せ々せ良らさんが僕だけに告つげたことだった。

  〝坊やの力が不安定なのは花はな視みではないから〟

  　あのとき瀬々良さんはそう言った。

  　花視は一度蜜みつ口ぐちをなめ、密みつ花ばなを認識すれば、以降長期的にその状態を維い持じできる。つまり僕が花視をした莉り花かさんたちには、再度花視をしなくても密花を視みることができ、花はな狩かりの能力強化のサポートができるはずなのだ。

  　なのに僕は花視をしても、短ければ二、三日、長く持っても五日ほどしか密花を視られない。莉花さんたちのサポートをするには、その都つ度どぺろぺろと花視をしなければならない状態だ。

  　帆ほ鳥とりちゃんは、花か族ぞくへの急激な覚かく醒せいによる一時的な副作用だと言ってくれたし、僕もそうだと思いたい。みんなと同じ花族でいたい。そんな願いにすがり、だから瀬々良さんに言われたことはあまり考えないように、胸の奥おく底そこにしまいこんでいた。

  　でもそれは考えないように、じゃなく、考えるのが怖こわいだけ。自分が何者なのか、得え体たいの知れない不安を忘れたいだけの、うしろ向きな思いだ。

  　しかし瀬々良さんは僕が曖あい昧まいでいることを許してくれない。

  「聞こえなかったわ、坊や。もう一度」

  　容よう赦しやのない殺さつ気きに促うながされ、僕は声をからした。

  「教えて……ください……僕が何者なのか！」

  「ひょほっ、よろしい」

  　瀬々良さんはうなずくと、すうっと右腕を僕のほうに伸ばした。鱗うろこのように葉で覆おおわれた右手を、僕の胸に静かに置く。

  「……っ」

  　それは身体からだに巻かれた袖そでの上からでもひんやりと感じ、まるで皮ひ膚ふや肉と溶とけあうような優やさしい触ふれ方だった。

  　心臓がトクンッと鳴り、甘い疼とう痛つうのような体たい感かんが胸から全身へ広がっていく。

  　拘こう束そくされているから身動きできない。その苦しいほどの不自由さのせいで、かえって瀬々良さんの手の動きに身体が過か敏びんに反応するようだ。

  「や、やめ……」

  　瀬々良さんの右手は僕の胸から、つつつっと下がってくる。まるで虫が這はうような感かん触しよくに唇くちびるが震ふるえた。

  「ひょほっ、楽にして、坊や。そんな顔されると、あちきのほうが辛しん抱ぼうできなくなりそ」

  　緑の瞳ひとみに恍こう惚こつを浮かべた瀬々良さんの右手は僕のおなかに達した。さわさわと愛あい撫ぶするように円を描えがき、

  「ひ、ひえっ」

  　そこからさらに下へと動き出す。

  　そろり、そろ～り、そろそろそろり。

  「ちょ、ま、待って、くっ……や、やめてくらさひ――」

  　僕の訴うつたえはあっけなくスルーされ、瀬せ々せ良らさんの手はへそを通り過ぎていく。

  「ダ・メ。最後まで」

  　僕の鼻っ面つらにふぅ～っと息を吹きかけ、手はするりと着物の袖そでと僕のシャツの間に割って入る。

  「うひゃっ」

  　ジーンズの中にまで指先が侵しん入にゆう。冷たく柔やわらかい指の感かん触しよくに、歯がカチカチとなった。

  　恐きよう怖ふと羞しゆう恥ちと、下半身全体に及ぶくすぐったさ。そんな心身の混乱に耐えかねて目をつぶろうとしたら、瀬々良さんの指が止まった。僕のへそのわずかに下だ。

  「見つけたわよ」

  　瀬々良さんの指は僕の下か腹ふく部ぶ、ア、アソコのすぐ上の辺りに触ふれている。

  　あれ？　そこはたしか――。

  　その場所が僕にとってなにを意味しているのか、のぼせた頭が気づくより先に、瀬々良さんが囁ささやいた。

  「坊やの、み・つ・ぐ・ち」

  「!?」



  [image: ]


  　その瞬間、瀬せ々せ良らさんの指先が火ひ種だねのように熱くなった。それは僕のへその下から体内へ熱流を迸ほとばしらせ、身体からだを無む尽じんに駆け巡る。

  「あ、ああっ」

  　神経さえも焼ききるような熱さにたまらず叫さけぶ。体内の血は沸ふつ騰とうし、灼しやく熱ねつの業ごう火かが肉と骨を溶とかしていくようだ。

  「あら？　少しばかり早かったかしら？　ひょほっ、でも心配ないわ。なにごともはじめてはつらいもの」

  　瀬々良さんは僕の拘こう束そくをほどき、僕は支えを失い、ふらついた。

  「くはっ」

  　とても立っていられず、前のめりのまま倒れた場所は波打ち際。

  　ついた手足が海水に浸ひたった。その心ここ地ちよい冷たさが体内を侵おかす熱流を背中へ押しやり、そこから放出されるように、熱さが和やわらいでいく。

  「ひょほっ、その目で見てみなさいな、坊や」

  　瀬々良さんが背後で楽しそうに言う。

  「坊やの花を」

  　その言葉はぼんやりとした頭に入ってこない。なのに僕は無意識に首を捻ひねらせ、背後に視線を向けた。

  「!?」

  　そこには花の群ぐん落らくが広がっていた。
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  　僕の蜜みつ口ぐちが下か腹ふく部ぶにあることは、花はな視み能力に目覚めて間もなく知った。

  　たまたま入浴時に視みえたそれは、一つ葉という、花か族ぞくとしては情なさけない形で、自分でなめることもできない。しかも花視能力者ほどではないけど、密みつ花ばなを見ることのできる莉り花かさんたちに僕の密花は見えず、結局いつか別の花視能力者に視てもらうまで、僕の密花は放置されていた。

  　しかし今、瀬せ々せ良らさんに蜜口を触さわられた僕の背後には、密花らしき花々が咲き誇っている。

  「こ、これって……」

  　夜の花か季きヶが浜はま。打ち寄せる波に手足を浸ひたしながら、自分の背中越ごしの光景に唖あ然ぜんとした。

  　まるで花畑の一いつ角かくを切り取ったような、華はなやかな花の群ぐん落らくが広がっている。

  　心を象しよう徴ちようする密花は、普通一種類が背に咲く。でも僕の背後には一見しただけでも十種類近くはありそうな密花が、イルミネーションのように光を帯びて咲いていた。

  　なんでこんなたくさん？　これが僕の密花？

  　自分の身になにが起きているのか。答えを探すように密花を視線でかき分ける。

  「…………バラがある」

  　花の天てん蓋がいの中に、何度視ても飽きることのない真っ赤なバラがあった。花の女王か貴婦人かといった趣おもむきで、鮮せん紅こうのバラは気品あふれるように咲いている。

  「莉花さんと同じバラ……――!?」

  　呟つぶやいた瞬間、ハッとした。閃ひらめいた予感に衝つき動かされ、首をめいっぱい曲まげて改めて密花を視わたした。

  　莉花さんと同じバラ？……ううん、それだけじゃない。

  「ひょっほっほっ」

  　僕の様子になにかを察したのか、瀬々良さんが高らかに笑った。

  　僕はひたすら密花群を注ちゆう視しする。そしてそこに見覚えのある花を発見するたびに、予感は確信へと変わっていった。

  　やっぱり、これは……。

  「そうよ、坊や」

  　瀬々良さんが口を開いた。

  「坊やに咲く密花――バラ」

  　それは莉花さんの密花。

  「ネモフィラ」

  　帆ほ鳥とりちゃんの密花。

  「ガーベラ」

  　月つき夏なちゃんの密みつ花ばな。

  「それだけじゃないわね」

  　僕の背はい後ごに咲く密花はまだほかにもある。

  「ニゲラ、ホウズキ、カンナ」

  　花はな瀑ばく布ふを起こしたときの紗さ代よちゃんの密花。

  「クローバー、バーベナ」

  　鴻こう野の亜あ子こさん、亜あ里り沙ささん姉妹の密花。

  「ヒルガオ、トレニア」

  　山やま瀬せ霞かすみさんの密花。トレニアは……ああ、ヨネおばあさんのだ。

  「アザレア」

  　アザレア？　なんだっけ？　誰だっけ？…………あっ、市営植物園のスタッフのおじさんの密花だ…………うん、微妙に忘れたい。

  「ロベリア」

  　数時間ほどまえに、朦もう朧ろうとした中で花はな視みをした密花。

  「これって……全部僕が花視をした密花？」

  　にわかには信じられないけど、僕の背に咲きにおう豊ほう潤じゆんな密花たちは、すべて僕が花視能力覚かく醒せい後に花視をした人たちの密花だった。

  「坊や」

  　瀬せ々せ良らさんが不意に着物の袖そでを振り上げ、僕の視界を遮さえぎった。

  「坊やはいずれ選択しなければならないわ」

  　サアッと着物の袖が取り払われると、密花たちは跡あと形かたもなく消えていた。と同時に激しい疲労に襲おそわれ、立ち上がろうしても、足あし腰こしに力が入らない。

  「坊やは花の環わを守り、育はぐくむ、連れん環かんの土――〝ハニの力〟を秘めし稀け有うな吾あ子こ」

  「ハニの力……？」

  　瀬々良さんの言葉は耳には入ってくるけど、理解はできない。

  「今はまだ坊やだけの胸にしまいなさい。けっして他た言ごんによって再生の時とき世よを濁にごしてはいけない。欠片かけらのような濁りでも、人の心は弱く、醜みにくく、浅ましく、そして間違いを犯おかすものだから」

  　その声に、一瞬憂うれいが混まじったように思えた。けれどそれはすぐに凄すごみを帯びたものに変へん貌ぼうする。

  「誰かに言ったら、あちきが殺してあ・げ・る」

  　低く笑う瀬々良さん。

  「誰かと心を契ちぎるのよ、坊や。坊やの心にすでに咲いた花か、あるいはこれから咲く花か。掛けがえのない花との契りが、ハニの力の選択となり、心になる。そう、育む心から、ともに育とうとする心へ。未来を紡つむぐ選択へ。それが生せいの未来か、死の未来か。それは坊やしだいだけれど」

  　そう言うと瀬せ々せ良らさんは、話は終わったとばかりに背を向けた。

  　とたんに強風が吹き、どこから現れたのか、大人の三、四倍ほどもある巨大な鳥が空中に出現していた。

  　花か刻こくの端は境ざかいでも瀬々良さんを乗せていた密みつ鬼おにの巨きよ鳥ちようだ。鷹たかのような体は半植物化し、鋭するどい眼がん光こうで威い圧あつしてくる。

  　巨鳥密鬼の羽ばたきは、浜の砂を巻き上がらせ、僕は一瞬目を瞑つぶった。

  「ひょっほっほっ」

  　細く目を開あけると、すでに瀬々良さんは巨鳥密鬼の背に跨またがっていた。地上数メートルほどの高さから、緑りよく眼がんで見下ろしてくる。

  「いろいろと楽しかったわ、坊や。今度はもっと楽しみましょ」

  　瀬々良さんが巨鳥密鬼の背を撫なであげると、雄お々おしい翼つばさがひるがえった。

  　そのとき――。

  「ママ！」

  　月つき夏なちゃんの声が、潮しお騒さいと羽は音おとの中に響ひびき渡った。

  　振り返ると、堤防の脇わきに小さな影が佇たたずんでいる。雲に隠かくれていた月げつ光こうが差し、スポットライトが当たったようにその姿が露あらわになった。

  「ママ」

  　そこには普段の無表情ではなく、眼まな差ざしをキッと強めた月夏ちゃんがいた。唇くちびるを引き結び、たしかな足取りで近づいてくる。花刻の端境で瀬々良さんとの遭そう遇ぐうに恐きよう慌こうを起こした彼女とは別人のようだった。

  　しかし瀬々良さんは眉まゆひとつ動かさない。退たい屈くつそうな目で月夏ちゃんを見つめ、

  「小娘、いつから聞いていた？」

  　つぎの瞬間、巨鳥密鬼もろとも、月夏ちゃんの目の前に着地していた。

  「!?」

  　まるで瞬間移動。僕は唖あ然ぜんとし、月夏ちゃんの歩みは金かな縛しばりにあったように止まった。

  「小娘、殺されたいのかえ？」

  　瀬々良さんの口から月夏ちゃんの名は出てこない。ただ刺すように自分の娘を見つめ、巨鳥密鬼の背から身を乗り出してくる。

  「あちきが尋たずねてるのよ。いつから話を聞いていたのかってね」

  　月夏ちゃんは唇を震ふるわせながら頭を横に振った。その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを審判するように、瀬々良さんは緑眼を光らせ、月夏ちゃんは気け圧おされたように声も出せない。ただすがるように母を見つめている。

  「なにも聞いていないのね？」

  　月つき夏なちゃんはおずおずとうなずき、それを見た瀬せ々せ良らさんは冷れい笑しようを浮かべた。

  「ひょほっ、ならいいわ。殺さないから安心なさいな」

  　そう言って、葉で覆おおわれていない左手を月夏ちゃんの頭に伸ばそうとした。

  　その何気ない所しよ作さ。僕には、瀬々良さんが月夏ちゃんの頭を撫なでようとしたかに見えた。

  「っ」

  　しかし月夏ちゃんの頭に触ふれる前に、瀬々良さんはさっと手を引っ込めた。自分の取った行動を悔くやむように眉み間けんに皺しわを寄せ、すぐに巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにの背を軽く叩たたく。

  　巨鳥密鬼は再び羽ばたき、瞬またたく間に瀬々良さんと月夏ちゃんを隔へだてていく。いつもの艶えん然ぜんとした笑みを浮かべた瀬々良さんが、星影を背に僕を見つめた。

  「またね、ぼ・う・や」

  　科しなを作って着物の袖そでをひるがえす。

  　ばさっ。

  　それが巨鳥密鬼の羽ばたきと重なった瞬間、瀬々良さんも巨鳥密鬼も忽こつ然ぜんと姿を消した。

  　場を支配し、翻ほん弄ろうしていた気け配はいは切せつない余よ韻いんとなり、それもすぐに波の音にさらわれていく。

  「だ、大丈夫、月夏ちゃん？」

  　ようやく立ち上がり、月夏ちゃんの元へ駆け寄った。

  　月夏ちゃんはまなじりに涙を光らせ、それでも気き丈じように顔を上げると、

  「問題、ない」

  　手の甲こうでグイッと目元を拭ぬぐった。

  　自分の母の態度にショックを受けていないわけがないのに、瞳ひとみには力がこもっていた。

  　負けない。私はママを取り戻す夢を諦あきらめない。

  　そんな月夏ちゃんの心の声が聞こえたような気がし、軽々しく彼女を励はげますことができなかった。

  「月夏ちゃんはどうしてここに？」

  「ママの匂い、感かん知ち」

  　瀬々良さんの気配を、月夏ちゃんだけは感じとることができたのだろう。

  「じゃあ、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんはまだ薫かおる子こさんのとこ？」

  　月夏ちゃんは顎あごを引くようにうなずき、それから僕をまっすぐに見つめた。黒こく曜よう石せきのような瞳が当とう惑わくに揺れているようだった。

  「月夏ちゃん……」

  　にぶい僕にも、その目め顔がおの意味はわかった。

  　月夏ちゃんは瀬々良さんと僕がどうして会っていたのか訊ききたがっている。僕がみんなに内ない緒しよで行動していたことを怪け訝げんに思っている。

  　でも言えない。瀬々良さんに口止めされ、言えば僕ばかりでなく、聞いた者まで殺すとさえ言われたのだ。みんなに危き害がいが及ぶような真ま似ねはとれない。

  「……」

  　僕は月つき夏なちゃんの視線から顔だけは逸そらさず、でも沈ちん黙もくするしかなかった。

  「――戻る」

  　不意に月夏ちゃんは、僕の手をそっと握った。

  「月夏ちゃん？」

  　月夏ちゃんは何事もなかったように、僕の手を引いて歩き出した。僕は戸と惑まどいながらも横に並ぶ。月夏ちゃんは前を向いたまま、抑よく揚ようのない声で言った。

  「葉はノの宮みや洋ひろ、信じる」

  　月夏ちゃん……。

  　月夏ちゃんの言葉に胸が熱くなったけど、僕が励はげまされてどうすんだよ、と情なさけない気持ちになった。

  

  「な、なにしてんのよ、ふたりで!?」

  　タイミングがいいというか、悪いというか……いややっぱ悪いタイミング。

  　ちょうどアトリエから帰ってきた莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんに、別荘の前で鉢はち合あわせした。

  「部屋で休むって言ってたくせになんで出歩いてんのよ!?　月夏も先に帰っちゃうし！」

  「あ、いや、これは、その……」

  　うまい言い訳が見つからない。あたふたする僕に、莉花さんの表情はどんどん険けわしさを増していく。

  「り、莉花さん、待って、落ち着いて」

  　それほど怒おこられることでもないような気もしたけど、う～っと唸うなる莉花さんには反論できない。

  「うふふ、浜辺のほうから手をつないで……。なにをしていたのですかね？」

  「うわっ、これは――」

  　月夏ちゃんと手をつないだままだったことに気づき、慌あわてて離そうとした。が、月夏ちゃんが、すっごい強く握ってて離してくれない。

  「五秒以内に納なつ得とくできる理由を言いなさい！」

  　莉花さんが、つないだ手と僕を交こう互ごに睨にらみながら、ぴしゃりと言った。

  「三」

  〝三〟からはじまっちゃった！

  「二」

  　考えるんだ、葉ノ宮洋！　十七年の人生で学んだすべてをかけて！

  「一」

  　頭、真っ白。僕の人生、そんなもんでした。

  　しかし、そんなダメな僕をフォローするように、月つき夏なちゃんが口を開いた。

  「夜デート」

  　フォローならず！

  「ゼロ！」

  　爆弾が爆発したような声を響ひびかせ、莉り花かさんは手に持っていた風ふ呂ろ敷しき包みを振り回した。

  「この夜遊びヘタレ!!」

  　それ自体は硬かたくなさそうだったのに、莉花さんの猛もう烈れつな勢いきおいによって、包みは僕の頭をぐわわんと揺らした。夜空の星とは違う星が見えました。

  　そのあと僕だけ二時間、正座で説教。足の痺しびれに悲ひ鳴めいを上げつつ、花か季きヶが浜はまでの二日目が終了した。
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  　瀬せ々せ良らさんに言われたことや、僕の背に視みえた密みつ花ばなのことが頭から離れない。

  　連れん環かんの土の力……ハニの力……選択……心を契ちぎること……生せいの未来と死の未来…………。

  　そんな言葉と多た彩さいな密花の光景が頭を巡る。でもどんなに考えても、それだけではどうしようもなくって、悶もん々もんとするばかり。

  　瀬々良さんも、もう少し具体的に言ってくれたらよかったのに。

  　などと多少腹も立って、昨夜はまともに眠ることができなかった。そんな寝不足のせいもあってか、テンションはどん底だ。

  「そ～れっ」

  　なのに現在、僕、青空の下でビーチバレー中。

  「行くわよ！」

  「は、はい！」

  　目の前で水着姿の莉花さんが躍やく動どうする。その健康的な肢し体たいに気をとられた僕の頭ず上じように、カラフルなボールが上がった。

  「死んでも決めなさい！」

  　莉花さんの檄げきを受け、ボールに向かってジャンプした僕の右腕が弓のようにしなる。

  　真夏のフラワーアタック！

  「てりゃっ」

  　すかっ。空から振ぶり。

  　やっぱりネーミングが悪かった。

  「な、なによ、今の!?　完かん璧ぺきなトスを上げてやったのに、なんで空振りなのよ!?　かすりもしないのよ!?　イリュージョンかと思ったわよ！」

  　容よう赦しやのない莉り花かさんからの罵ば声せいが心に痛い。

  　花か季きヶが浜はま三日目。

  　明日あしたの朝には種眠たねむ市に帰るため、遊べるのは今日が最後。

  　というわけで、朝食後さっそくビーチ集合を言い渡され来てみれば、砂浜に常じよう設せつされたビーチバレーネットの前で、莉花さんが目を輝かがやかせていた。

  「足あし腰こしの鍛たん錬れんと瞬しゆん時じの判断力、そしてコンビネーションの強きよう化か。トレーニングに最適だわ」

  　なあんてことを言っていたけど、単に莉花さんがビーチバレーをしたかっただけのような気がしないわけでもない。

  　まあそれはともかく、花か族ぞく対抗ビーチバレーが決定し、ジャンケンで組み分けが行おこなわれた。

  　結果、帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんの〝不思議可か憐れんペア〟（帆鳥ちゃん命名）と、莉花さんと僕の〝マスターと下げ僕ぼくペア〟（莉花さん命名）に決まり、決戦の火ひ蓋ぶたが切られた。

  　そして――。

  「うりゃっ」

  　すかっ。空振り。

  　唯ゆい一いつ得意な水泳で溺おぼれ、できれば汚お名めい返へん上じようにと臨のぞんだビーチバレー。なのに空振りと顔面レシーブでほかの海水浴客から失しつ笑しようを買い、汚名返上どころか汚名繁はん盛じようだ。

  　第一セット二十一対十二で〝マスターと飼いイヌペア〟（莉花さん再命名）は完かん敗ぱいした。敗はい因いんは間違いなく僕です。

  　だけど……。

  　休きゆう憩けいもそこそこにはじまった第二セット。僕のやや後こう方ほうで構える莉花さんからの怒いかりの視線を受けつつ、小さく息を吐はく。

  　昨夜の疲労で身体からだは重いし、寝不足だし、だいいち瀬せ々せ良らさんに言われたことが気になって集中なんて――。

  「へぶっ」

  　相手コートからの帆鳥ちゃんのサーブを、またまた顔面で受け止めていた。鼻がつ～んっとして思わず膝ひざをついたところで、莉花さんから怒ど鳴なられた。

  「なにぼさっとしてんのよ!?　ド下へ手たなのはわかるけど、やる気が感じられないわ！　そんなんじゃホントにイヌのほうがましよ！　ああもう君とペアなんて最悪！　ヘタレとのコンビネーションの強化なんて無意味！」

  　あまりの言いようにカチンときたけど、足を引っ張っているのはたしかなのでぐっと堪こらえた。

  　転ころがったボールを相手コートに返し、無言で構える。不ふ機き嫌げんそうに莉り花かさんが「ふんっ」と鼻を鳴らすのが聞こえた。

  　朝から、莉花さんは僕に対してだけ妙みようにイラついている。いや昨日の夜からか。

  「では行きますよっ」

  　帆ほ鳥とりちゃんが気を遣ったように明るい声を上げて、サーブ。ボールは山なりに弧こを描えがき、僕はそれを目で追いながら駆け出した。

  （間に合う）

  　そう思った瞬間――。

  「きゃっ」

  　間ま近ぢかで悲ひ鳴めいが上がり、僕と莉花さんは衝しよう突とつしていた。

  「うわわっ」

  　視界の端はしにボールが落ちたときには、莉花さんに覆おおいかぶさるように転倒していた。

  「!?」

  　顔の近さにドキリとしたけど、すぐに莉花さんに思いっきり突き飛ばされた。

  「な、ななななにしてんのよ!?」

  　莉花さんは慌あわてて上半身を起こすと、ぺたりと座ったままこっちを睨にらんだ。僕はしりもちをついて、気け色しきばんだ莉花さんにただ焦あせるばかり。

  「ご、ごめん、全然気づかなくって――」

  「うるさいうるさい！　こんなんじゃあたしひとりのほうがマシじゃない！　もう休んでなさいよ、君っ！」

  「ホント、ごめん。今度こそきちんとやるから」

  「もういいわよ！　疲れてんでしょーが！　こそこそと夜遊びなんてしてるから！」

  「！」

  　いつもなら聞き流せたと思う。

  　気もそぞろな僕が悪いのだからと、納なつ得とくしたはずだ。でも昨夜のことを持ち出されたせいで、先程カチンと来た気持ちは、ガチンッと頭の中で撃げき鉄てつが下りたような怒いかりに変わった。

  　僕の気も知らないで！

  「ほっといてよ！　そんなの莉花さんに関係ないじゃないか！」

  　自分の荒あららげた声に自分が驚おどろき、すぐにハッとした。周囲の賑にぎやかな喧けん騒そうが水を打ったように静まり、それが自分のせいだと気づき、いたたまれなくなった。

  　しまった。

  　莉花さんは唖あ然ぜんとした表情を向けていたが、すぐに顔を逸そらした。帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんは息を詰めたようにこっちを窺うかがっている。

  　せっかくみんなで遊んでたっていうのに……。

  　楽しい雰囲気を壊こわしてしまったことが、心苦しくてたまらなかった。

  「莉り花かさん……」

  　莉花さんは立ち上がり、身体からだについた砂を払っている。その横顔はどんな言葉も受けつけないように硬かたい。

  　僕は唇くちびるを噛かみ、帆ほ鳥とりちゃんたちに向き直った。

  「ごめんね、ふたりとも」

  　取り繕つくろうように笑いながら、精一杯元気な声を出した。

  「熱さで少しぼ～っとしちゃった。ごめん、僕、先に別荘に戻っているね」

  「洋ひろさん……」

  　帆鳥ちゃんが心配そうな表情を見せたけど、それすらも今の僕にはつらくて、すぐに踵きびすを返した。まるで逃げるように。

  　最悪だ。

  　自分の卑ひ小しようさにイヤになりながら、砂浜をあとにした。

  

  　こうなったら、花壇の雑草を全部取ってやる！

  　そんな結論にどうして結びつくのか。園芸オタクの自分の思考に疑問を持ちつつ、別荘の庭の花壇に向かっていた。

  　ビーチから戻り、着替えを済ませ一度は部屋のベッドに寝ね転ころんだ。が、このまま不ふ貞て寝ねなんてしたらあまりにも情なさけない、と思い、ふと窓の外を見下ろしたら、雑草いっぱいの花壇が目に入ったのだ。

  　というわけで本ほん領りよう発はつ揮き（？）、夏の小旅行三日目に草取りをする僕。

  「……」

  　微妙に間違っている気もしたけど、最大の過あやまちはビーチでみんなに嫌いやな気分を与えてしまったことだから、その罪つみ滅ほろぼしと考えよう。もっとも草取りは僕にとって、あまり苦にならないのだけれど。

  　花壇は長方形で、七、八畳分ほどもある。手入れさえしてあれば学校の花壇にも負けない立派なものだけど、今は膝ひざ丈たけくらいある雑草が生おい茂っている。

  　なかなか手て強ごわいぞ。

  　長い間、放置されていたせいで草の根が深い。一ひと束たばを抜くのにも相当な力がいるし、時間も掛かる。

  　でもそうやって一いつ心しんに草を抜いている間は、ほかのことを考えずに済んだ。

  　莉り花かさんたちが戻ってきたのは、僕が花壇の雑草を半分ほど取り終えたころ。昼はとっくに過ぎていた。

  　別荘のアーチ門をくぐった三人は、草取りに奮ふん闘とうしている僕を見てきょとんとした。が、すぐに帆ほ鳥とりちゃんは朗ほがらかに笑い、月つき夏なちゃんは不思議そうに首をかしげた。

  　さっきのことを気にしている様子のないふたりには、正直ほっとした。けど、

  「…………」

  　莉花さんだけは口をへの字に結んだまま、さっさと別荘の中へ入ってしまった。

  　ああ、まだ怒おこってる。

  　思わず天を仰あおいだ僕に、帆鳥ちゃんがクスリと笑った。

  「怒ってなんかないですよ、莉花さんは」

  「でも……」

  「というよりも、うふふ」

  　帆鳥ちゃんは思い出すように瞳ひとみを細め、独り言みたいに言った。

  「あのあとの莉花さんの落らく胆たんぶりが、かわいそうというか、かわいいというか……」

  　帆鳥ちゃんは茶目っ気たっぷりに、僕を上うわ目め遣づかいで睨にらみ、

  「そういう意味では、洋ひろさんに重大な責任がありますね」

  　そう言い残して、月夏ちゃんとともに邸内に消えた。意味がよくわからなかった。

  　とにかく暗あん鬱うつな気分は晴れず、それをごまかすように、再び草取りに専せん念ねんした。

  　せっせ、せっせ、せっせ、せっせ。

  　草を抜くたびに、僕の雑ざつ念ねんも抜けていくことを願いつつ。

  　そして――。

  「終了っ」

  　ようやく雑草の最後の一ひと束たばを抜き終わり、花壇の縁へりに腰を下ろした。集中していたので気づかなかったけど、すでに海の彼方かなたは夕焼け色になりつつある。

  　草ぼうぼうだった花壇は、見み映ばえだけはすっきりした。でもあくまで雑草がなくなっただけ。土は枯れ、花が育つだけの養分もないだろう。種や苗を植えるには土を掘り返し、ほぐし、水と肥料をしばらく与えてからじゃないと厳きびしい。

  「さすがにそこまでやる時間はないなあ」

  　そう呟つぶやいたとき、

  「洋さん」

  　玄関のほうから帆鳥ちゃんの声が聞こえた。振り返ると、浴衣ゆかた姿の帆鳥ちゃん。

  「帆鳥ちゃん、え？　あれ？　どうして浴衣？」

  　帆鳥ちゃんは白地に緑の格こう子し柄がらの浴衣に、水色の帯を結び、いつもは下ろしている髪をアップにまとめている。裾すそから覗のぞく素す足あしには白木の下げ駄たを履はき、手にはうちわ。

  　元々可か憐れんな帆ほ鳥とりちゃんだけど、浴衣ゆかた姿がその魅力をさらに引き立てているように思えた。

  「うふふ、どうです？　〝和わ〟の私は」

  　帆鳥ちゃんは花壇のそばまで来ると、両手を軽く広げて微ほほ笑えんだ。

  「すごい似合ってるよ。華やいだ感じで、髪型もかわいいと思う」

  　素直な感想を口にすると、帆鳥ちゃんは「ありがとうございます」としとやかにお辞じ儀ぎをした。そんな仕し種ぐさもとても様さまになっている。

  「でもなんで浴衣なの？」

  　帆鳥ちゃんは、あらいやだ、とばかりにうちわで僕を扇あおいだ。

  「忘れてはいけませんよ、洋ひろさん。今夜は花は華ばな市の花火大会なのでしょう？」

  「あ」

  　思い出した。一昨日おととい僕が町で仕入れてきた情報じゃないか。

  「でも、浴衣、よく用意できたね」

  「ゆうべ、薫かおる子こさんからいただいちゃいました。私たち三人分。男性用がなくて洋さんの分は用意できませんでしたけど」

  「それは全然かまわないけど。え？　薫子さんから？」

  　そういえば、昨夜アトリエから戻ってきた莉り花かさんは風ふ呂ろ敷しき包みを持っていた。ていうか、その包みで殴なぐられたんだけど、あれが浴衣だったのだろう。

  「これ、薫子さんのデザインらしいですよ」

  　薫子さんは花華市の反たん物もの屋やと知り合い、半年ほど前から絵の創作のかたわら、浴衣のデザインにアイディアを提供しているという。

  「もう三、四着ほど採用されたそうですよ、薫子さんのデザイン」

  　そうして商品になったものを、今夜の花火大会のためにとプレゼントしてくれたという。なんとも太ふとっ腹ぱらだ。

  「すごいんだなあ、薫子さん」

  　感心しながら浴衣を鑑賞していると、帆鳥ちゃんは内ない緒しよ話をするように声をひそませた。

  「洋さん、私の浴衣姿もいいですけど、莉花さんのは、それはもう、うふふ」

  　ぽわわ～ん、と莉花さんの浴衣姿を想像し、思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

  　帆鳥ちゃんは僕の心中を見み透すかしたように、くすくすと笑い、僕はばつが悪くてゴホンッと咳せき払ばらいをした。

  「莉花さんと仲直りしてくださいね」

  　帆鳥ちゃんの言葉に、うん、とうなずいたとき――。

  　ぴゅ～っ。

  　不意に風が吹きつけ、乾かん燥そうした地じ肌はだを露あらわにした花壇から土つち埃ぼこりが舞った。

  「っ」

  　帆ほ鳥とりちゃんが顔をしかめ、右目を瞑つぶっている。

  「帆鳥ちゃん？」

  「う～ん、目に埃ほこりが入ったようで……」

  「大丈夫？　見せて」

  　帆鳥ちゃんに顔を近づけ、涙が浮かんだ右目を覗のぞきこんだ。

  　カツッ。

  　玄関のほうで足音が聞こえ、

  「…………ウソ」

  　莉り花かさんのかすれた声がそれに重なった。

  「え？」

  　視線を動かすと、玄関の脇わきに莉花さんが――。浴衣ゆかたを着て、帆鳥ちゃんのように髪を結ゆわえた莉花さんが立っていた。

  「莉花さん？」

  　その表情と、白く見える顔色の意味がわからない。でもなにか大きな間違いが起きたような、そんな焦しよう燥そうが湧わいた。

  　カランッ。

  　莉花さんは唇くちびるを噛かみ、下げ駄たの音を響ひびかせ背を向けると、そのまま外へ駆け出してしまった。
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  　まさか。

  　去っていく浴衣ゆかた姿を見て、唐とう突とつに思った。

  　帆ほ鳥とりちゃんの目の埃ほこりを取ろうと顔を近づけた僕たちが、莉り花かさんからどう見えたのか。

  　それはもしかしたら、見ようによっては…………キスシーンに見えたんじゃないか？　だからこそ、莉花さんの〝……ウソ〟のセリフにつながったとか？

  　ええええええっ!?

  　自分の推測に血の気けが引いた。莉花さんの姿はもう見えない。

  「洋ひろさん！」

  　不意に帆鳥ちゃんから、うちわでぺちっと額ひたいを叩たたかれた。

  「あ、帆鳥ちゃん……目のほうは、大丈夫？」

  　弱々しく呟つぶやくと、ぺちぺちっとまたうちわで打ちつけられた。

  「そんなことより、追いかけてください！」

  　その一言でハッとして、心身に力が戻った。

  　そうだ、呆ほうけている場合じゃない！　莉花さんの誤解を解かなきゃ！

  「僕、行くね！」

  　莉花さんが走っていったほうに駆け出すと、背はい後ごで帆鳥ちゃんの声が響ひびいた。

  「はい、気をつけて！　わたしと月つき夏なさんもすぐに向かいます！」

  「うん！」

  　と、応じたものの、莉花さんのもとに三人で駆けつけるのは、ちょっとヘンじゃないかな、とチラリと思った。それに〝気をつけて〟っていうのも、なにに気をつければいいのか……。

  「ええいっ」

  　今はそんなことどうでもいいと頭を振った。

  　とにかく莉花さんに会いたい。話したい。莉花さんに誤解されたことが、こんなにもつらいなんて……。

  　沈んでいく夕陽を背に、莉花さんを捜して、ひたすら走っていく。
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  　別荘の裏手に回っても莉り花かさんは見当たらず、そこから丘きゆう陵りようの山道へ続く石段をのぼることにした。

  「莉花さーん！」

  　呼びかけてみるが返事はない。きょろきょろと周囲を確認しながら、石段を駆け上がっていく。

  　途中で立ち止まり、ふと背はい後ごを見み遣やった。別荘の向こうの海は銀ぎん朱しゆ色に染まり、日が沈もうとしている。

  　その光景は息を呑のむほどの美しさ。もしこの石段に腰掛け、莉花さんとふたりで眺ながめることができたなら……なんてことを想像し、改めて気合を入れた。

  　早く誤解を解いて仲直りしよう。そしてこの光景を一緒に見て、みんなで花火大会に行くんだ。

  　そう心に決め、再び石段を登ろうとしたとき――。

  　パキッ。

  　小枝を踏みしめたような音が、石段の上から聞こえてきた。行く手の石段はもう十段ほどしかない。なめ賢けん人じんの祠ほこらに行くときに通ったから知っているけど、石段の上はバスケットコートくらいの空あき地で、その右手のほうに山道の入り口があったはずだ。

  　パキッ。

  　物音は空き地のほうから聞こえてくる。

  「莉花さん！」

  　空き地に佇たたずむ莉花さんの姿を想像し、一いつ気きに石段十段を駆けのぼる。

  　五段……四段……三段……二段…………そして最後の一段。

  　ゴール！

  「莉花さん、あのね！　話を聞いて――!?」

  　巨大ネコが迎えてくれました。

  「ええええええっ!?」

  　それがネコだととっさに気づいただけでも、自分で自分を褒ほめてあげたいと思ったり、思わなかったり……。

  　巨大ネコは僕の背せ丈たけの倍以上もある黒ネコで、隆りゆう々りゆうと盛り上がった筋肉を誇り、ラグビーボール大の双そう眸ぼうを金色に光らせている。ネコはネコでも、これじゃあ化ばけネコだ。

  「ぐにゃあ～」

  　これほど大きくなると、かわいらしく鳴くのは無理なのか、巨大ネコの声は軋きしむような重じゆう低てい音おんで、その不ぶ気き味みさに慄りつ然ぜんとする。

  　な、なんだ、これ!?

  　こんな状況でも取り乱さないのは、今まで何度か密みつ鬼おにと対たい峙じしてきたからか、それともただ恐きよう怖ふで動けないのか。

  　ぶるぶるぶる。

  　あ、後こう者しやだ。震ふるえまくってるし。

  　そんな成長しない僕の視線の先で、巨大ネコは毒々しいピンク色の舌したを覗のぞかせ一ひと鳴なきした。

  「ぎゅぎゃにゃ～」

  　鳴き声を薄うす暗ぐらくなった空あき地に響ひびかせ――ぱきっ、ぱききっ――丸まる太たのような手足で地面に落ちた小枝を粉ふん砕さいしつつ、近づいてくる。僕との距離はもう五メートルほど。背はい後ごは石段。

  　石段を駆け下りるしかない。それしか逃げる術すべはない。

  　でもそれもかなり成功率が低そうに思え、行動が遅れた。

  「ぎゅげげげ～」

  　異様な雄お叫たけびを上げ、巨大ネコはその巨きよ体たいにしては意外なほど俊しゆん敏びんに飛びかかってきた。

  　間に合わない――。

  　石段を降りる間もなく、振り返るのが精一杯。ちょうど日が沈むのか、暗くら闇やみの濃さが増した。

  「なにぐずぐずしてんのよ、バカッ！」

  　背後に暴ぼう風ふうのような気け配はいが迫せまる中、莉り花かさんが横から現れた。そのまま莉花さんにタックルされるようにして、空き地の脇わきに倒れこむ。

  「ぎにゃにゃ!?」

  　莉花さんの重みを感じつつ見上げると、石段から空中に躍おどり出る巨大ネコの姿があった。そのまま岩が転ころがるように落下し、衝しよう撃げきが僕たちの倒れた地面をわずかに揺らす。

  「あ、ありがとう、莉花さん。大丈夫？　怪け我がしてない？」

  　腕の中の莉花さんに声を掛けると、莉花さんはムッとしたように顔を上げ、すぐに起き上がった。

  「してないわよ。自分が怪我しそうだったら、君なんか助けないわよ」

  「…………」

  「……な、なによ？　文句でもあるの――」

  「綺き麗れい……」

  「へ？」

  　巨大ネコの恐怖も忘れ、僕は見とれてしまった。莉花さんの浴衣ゆかた姿に。

  　莉花さんは桃色の生き地じに、裾すそと袖そでに花びらをあしらった浴衣を、グラデーション模様の帯で着付けていた。長い髪をうしろでお団だん子ごのようにまとめ、うなじが見えている。

  　僕を助けたせいだろう、浴衣の裾が乱れ、膝ひざからふくらはぎにかけての白い肌が覗のぞいていた。そしてそれがとても、なんというか、こんなときに不ふ謹きん慎しんだとわかっていながら…………色っぽいと思った。

  　海からの残ざん照しようがそんな莉り花かさんを陰いん影えい豊かに演出し、えもいわれぬ美しさに僕は感動していた。

  「バ、バカッ」

  　莉花さんはみるみるうちに赤くなり、慌あわてて浴衣ゆかたの襟えりや裾すそを整えた。

  「そ、そんなこと言ってる場合じゃないわよっ、エ、エロヘタレッ」

  　僕を叱しかる声はなんだかぎこちない。

  　でも莉花さんの言うとおりだ。石段から落ちていったとはいえ、巨大ネコがそれで倒れるとは思えない。

  「あの巨大ネコはいったい？」

  　立ち上がりながら訊きくと、莉花さんは警けい戒かいするように石段のほうを見つめた。

  「密みつ鬼おにに間違いないわ」

  　断だん言げんし、しかし怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

  「少し、特殊な感じはするけど」

  「特殊？」

  「物ぶつ体たい化かしてるからクイーンランク以上なのに、あの化ばけネコからは意志みたいなものをあまり感じない。そのランクなら、もっと凶きよう悪あくな意志があって当然なのに」

  　なんだか釈しやく然ぜんとしないように首をかしげている。

  「そのせいで気け配はいがつかみづらい。玄関の前で気づいて駆けつけたのに、探すのに手間取ったくらいだから」

  　なるほど、莉花さんが密鬼を探しあぐねている間に、僕のほうが先に遭そう遇ぐうしたというわけか――……あれ？

  「玄関の前で？　え？　あれ？　それで急に走り出したってこと？」

  　莉花さんはこっちに背を向け、少し怒おこったように言った。

  「なに言ってるかわかんないけど、密鬼の気配を感じたのは外に出たときよ。にぶ～い君以外はみんな察さつ知ちしたはずだわ」

  　え？　あれれ？　ちょっと待って。

  　ということは、莉花さんは僕と帆ほ鳥とりちゃんがキスしたと勘かん違ちがいしてあの場から立ち去ったんじゃない？　密鬼の気配を感じてそれを追いかけただけ？

  　たしかにそれなら、あのときの帆鳥ちゃんの緊きん迫ぱく感かんや、〝気をつけて〟と声を掛けてくれたことも納なつ得とくがいく。

  「そ、そっか」

  「それしかないでしょーが」

  　なあんだ、勘違いしていたのは僕のほうだったみたい。

  　身体からだから力が抜けた。

  　でも、そうだよ。莉り花かさんなら、僕が帆ほ鳥とりちゃんにキスしようとしたら「帆鳥になにしてんのよ!?」って激げき怒どするに決まってる。ショックを受けて立ち去るなんてありえない。

  　だって……だってショックを受ける要素が一ミリもないんだから。

  　そんな結論に達し、深く息を吐はいた。それは安あん堵どと…………なんだろう？　よくわからない寂しさが混まじったものだった。

  「来るわ」

  　感かん傷しよう的てきな気分に浸ひたっている暇ひまはない。

  　莉花さんの視線が鋭するどさを増し、それとともに石段を揺らし足音が近づいてくる。姿は見えなくても、ネコ密みつ鬼おにが駆け上がってくる様子がまざまざと思い浮かんだ。

  「下さがって」

  　莉花さんが石段から遠ざかるように後退し、僕もそれに倣ならった。藪やぶを背に空き地の端はしまで移動し、

  「ガン・ブロッサム」

  　莉花さんは右手首の拳銃型キーホルダーを手の中に滑すべらせた。

  「にゃごおおんっ」

  　ほぼ同時に、ネコ密鬼が石段の向こうの空中に現れた。敏びん捷しように巨きよ体たいをひるがえらせ、空き地にズシンッと着地する。

  　さっきは気づかなかったけど、そのうしろ足から尻しつ尾ぽにかけては、濃のう緑りよくの葉と茎くきが体たい毛もうと絡からんでいる。たしかに密鬼だ。

  「え？」

  　声を上げたのは莉花さんだった。僕は一瞬、ネコ密鬼に莉花さんが驚おどろいたのかと思った。

  「なんで？」

  　しかし莉花さんは、ネコ密鬼のほうを見ていなかった。

  「ガン・ブロッサム、ガン・ブロッサム！　どうしちゃったのよ!?」

  　莉花さんは手の中の銀色のキーホルダーを一心に見つめている。必死の形ぎよう相そうで「ガン・ブロッサム！　典てん麗れい萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――ガン・ブロッサム！」と叫さけぶが、銃じゆう花かになるはずのそれは変へん化げしない。

  「莉花さん？」

  「わかんない！　銃花が反応しない！　なんで!?　こんなことって今までなかったのに!?」

  「壊こわれたってこと!?」

  「だからわからないって！」

  　莉花さんは苛いら立だちながら、キーホルダーを握り締しめる。が、反応はない。その間にも、ネコ密鬼は獲え物ものを追い詰めるハンターのように近づいてくる。

  　クイーンランクだって、銃じゆう花かを携たずさえた莉り花かさんならそうそう後れをとることはない。でも今はその銃花が使い物にならないという大ピンチだ。

  「お願い！　動いてよ！　銃花！　ガン・ブロッサム！」

  　莉花さんは懸けん命めいに叫さけぶが、やはり銃花への変へん化げを兆きざす蔓つるや葉は現れない。

  　密みつ花ばなに問題が生じているのかと目を凝こらした。が、莉花さんの蜜みつ口ぐちをなめたのはもう半月ほど前。僕の花はな視み能力の影響は消え、バラは視みえなかった。

  「ぎげげにゃあっ」

  　ネコ密みつ鬼おにはひとっ飛びで襲おそえそうなほどに接近していた。もうこれじゃ逃げられない。

  　絶体絶命。

  　なら僕が取るべき行動は――!?

  「……そんなの決まってる」

  　僕は唸うなるように呟つぶやき、足元に落ちていた木の枝を拾った。それは剣道の竹刀しないの半分ほどの大きさと太さで、武器としてはオモチャレベル。それでもないよりはマシだ。

  　木の枝を両手で握り締しめ、莉花さんの前に出た。

  「な、なにやってんのよ、君！　あたしが囮おとりになるから、君は逃げて帆ほ鳥とりたちを呼んで――」

  「やだよ」

  　ネコ密鬼をにらみながら、はっきりと答えた。そんなことして、銃花の使えない莉花さんが無事でいられる保証はない。だから絶対ダメなんだ。

  　さっきと違って震ふるえていない自分を、ちょっと意外に思った。

  　莉花さんを守るためなら、なんだってしてやる。

  　そんな気持ちを胸に、ネコ密鬼に向かって言い放はなった。

  「莉花さんには指一本触ふれさせない！」

  　僕の声に驚おどろいたのか、近くの雑ぞう木き林ばやしから鳥たちの羽ばたく音が聞こえた。

  「…………わけ、わかんない……」

  　莉花さんの泣きそうな呟つぶやきがもれた瞬間、

  「にゅぎゃぎゃ」

  　ネコ密鬼が動いた。

  「ダメッ」

  　莉花さんの悲ひ鳴めいと、ネコ密鬼の怒ど濤とうの殺さつ気きに挟はさまれながら――莉花さんは僕が守る!!――手にした木の枝を大きく振り上げた。

  　つるっ。

  「あ」

  　枝が滑すべってどこかに飛んでった！

  「な!?　なんで君はゼロをマイナスにすんのよ!?」

  　絶望的状況が絶望的状況（改）になって、自分でも唖あ然ぜん。でも背はい後ごから莉り花かさんにポカッと殴なぐられたことで、再び活かつが入った。

  　こうなったら素す手でで戦ってやる！

  　やけくそ気味にそう思ったとき、

  「にゃぐ？」

  　目と鼻の先に迫せまっていたネコ密みつ鬼おにが、立ち止まった。

  「？」

  　僕と莉花さんが息を呑のむ中、ネコ密鬼は野球グローブのような耳をせわしく動かし、くるりと振り返る。

  　なんだ？

  　慈じ悲ひをかけてくれたわけじゃないだろう。なのにネコ密鬼はこっちに興味を失ったかのように、石段へ向かって駆け出した。

  「どういうことよ!?」

  　莉花さんに訊きかれても、答えられず、ただ呆あつ気けにとられるばかり。

  　だがそのネコ密鬼の向かう先、石段の縁へりに小さな人ひと影かげが立っていることに気づいた瞬間、血の気けが引いた。

  「月つき夏なちゃん!?」

  　そこにはクリーム色の生き地じに、ピンクの金魚模様の浴衣ゆかたを着た月夏ちゃんの姿があった。

  「月夏!?　逃げて！」

  　莉花さんも月夏ちゃんに気づき、大声で退たい却きやくを促うながすが、

  「…………」

  　月夏ちゃんはまるで別次元にいるかのように、超ちよう然ぜんと佇たたずんでいる。ネコ密鬼に怯おびえて立ちすくんでいるようには見えないけれど、逃げるそぶりもない。いつもの無感情な眼まな差ざしを、迫せまってくるネコ密鬼に向けている。

  「月夏ちゃん、危ない！」

  　最悪の事態が脳のう裏りをよぎり、懸けん命めいに叫さけんだ。

  　しかし月夏ちゃんはわずかな動揺も見せず、すっと袂たもとに手を突っ込むと、小さな袋を取り出した。

  　なんだ？

  　市し販はんの花の種の袋に似ていて、文字が印しるされている。月夏ちゃんがそれを両手で掲かかげると、小袋の文字がはっきりと確認できた。

  〝特選マタタビ粉ふん末まつ〟

  　マタタビ？　え？　あのマタタビ!?

  　マタタビ科マタタビ属の蔓つる性せい植物。先の尖とがった青葉と白い五弁花をつけるのが特徴で、花言葉は〝夢見る心地〟。その言葉どおり、ネコにとってはマタタビに含ふくまれる匂いは恍こう惚こつ感かんをもたらし、酔よっ払った状態にさせる代しろ物ものだ。

  　しかしそれでネコ密みつ鬼おににどう対たい処しよするのか？　そもそもネコ型とはいえ密鬼にマタタビの効果があるのか？　ていうかなんで月つき夏なちゃんはマタタビを持っているの？

  　そんな疑問が湧わく中、月夏ちゃんはビリリッとマタタビ袋を破やぶいた。

  　とたんにマタタビ粉ふん末まつが煙けむりのように舞い、おりしも吹いてきた風に煽あおられ、フワ～ッとネコ密鬼へ向かって飛んだ。

  「にゃ～ん」

  　はじめてネコっぽく鳴いたネコ密鬼は粉末に覆おおわれ、効果覿てき面めん。すぐに足がよろめき、月夏ちゃんに迫るスピードが緩ゆるんだ。それでもネコ密鬼が腕を振れば、その爪つめが月夏ちゃんの身体からだを引き裂さきそうな距離だ。

  　逃げるなら今が最後のチャンス。

  　しかし我らが月夏ちゃんは、そんな状況でも攻こう撃げき（？）に打って出た。またもや袂たもとに手を入れ、そこから取り出したのは、

  「ネ、ネコジャラシ!?」

  　ネコジャラシだった。

  　ネコジャラシ。別名エノコログサ。夏に細長いブラシのような穂ほをつけるイネ科の一年草で、花言葉は〝遊び〟。その言葉どおり、ネコの目の前で振れば、どんなネコでもじゃれつかずにはいられないアイテムだ。ネコジャラシは日本全国に分ぶん布ぷしているもので、珍めずらしいものじゃない。別荘の周辺でも見たような気がする。
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  　しかしそれでネコ密みつ鬼おににどう対たい処しよするのか？　そもそもネコ型とはいえ密鬼にネコジャラシの効果があるのか？　ていうかなんで月つき夏なちゃんはネコジャラシを持っているの？

  　などと、マタタビのときと同じ疑問が湧わく中、月夏ちゃんが僕の心の声を察さつしたように答えた。

  「ネコマニアだから」

  　そうか！　ネコマニアはいつでもどこでも、マタタビとネコジャラシを携帯しているものなんだ！…………違うと思う。

  　底知れない月夏ちゃんに驚く僕と莉り花かさん。月夏ちゃんのほうはふりふりとネコジャラシを動かしはじめた。

  　ふりふり、ゆらゆら、ふりゆらら。

  「にゃにゃ？」

  　ネコ密鬼が目ざとく反応した。よろめく足は月夏ちゃんに接近することをやめ、首を小こ刻きざみに動かしている。ここからじゃ見えないけれど、ネコ密鬼の金色の目玉がぎょろぎょろと動いている様子が想像できる。

  　そんなネコ密鬼を見み極きわめ、さらに引きつけるように、月夏ちゃんはネコジャラシを動かしていく。それはまるで闘とう牛ぎゆうを手て玉だまに取るマタドールか、サーカスの猛もう獣じゆう使つかいのようだ。

  　そして――。

  「にゃん！」

  　ネコ密鬼がうずうずと腰こしを振り出したと同時に、月夏ちゃんはネコジャラシをぽ～んっと放り投げた。ネコジャラシは山道の入り口とは逆方向の藪やぶの中へ消え、

  「にゃにゃにゃにゃ！」

  　それを追って、ネコ密鬼は猛もうスピードで藪へ突っ込み、あっという間に姿を消した。

  　ウソのような静せい寂じやくが戻ってくる。ホント、ウソみたい。

  「撃げき退たい、完了」

  　唖あ然ぜんとする僕と莉花さんに、月夏ちゃんが勝利宣言で応こたえたとき、

  「よかった。みなさん、無事で」

  　石段を登ってきた帆ほ鳥とりちゃんが姿を見せた。少し息を切らし、僕たちを見ると安心したように、浴衣ゆかたの胸に手を置いた。その小こ脇わきになにか抱かかえている。

  「帆鳥、それは？」

  　莉花さんが指さし、帆鳥ちゃんは少しためらうように視線を向けた。袖そでの下から覗のぞくそれは、

  「額がく？」

  　額がく縁ぶちだった。学生カバンくらいの大きさの黒縁額は、一昨日薫かおる子こさんから月つき夏なちゃんが貰もらったもの。たしか丸々と太った黒ネコが描えがかれていたはずだ。

  　…………ん？　黒ネコ？

  　僕たちを襲おそったネコ密みつ鬼おにと、絵に描かれた黒ネコ。その共通点に引っ掛かりながら、でもとうてい結びつけて考えられるほど、想像力はたくましくなかった。

  　なのに帆ほ鳥とりちゃんは、表情を曇くもらせる。

  「別荘の中にも密鬼の気け配はいを感じたので、探さぐっていたのです。それで駆けつけるのが遅れてしまったわけですが」

  　帆鳥ちゃんはすまなそうに詫わび、それから続けた。

  「邸内の気配は残り香がというか、気配の痕こん跡せきのようなもので、密鬼自体はいませんでした。でも……」

  　帆鳥ちゃんが小さく息を吐はき、

  「その痕跡が、どうもこの絵から感じられるのです」

  　そう言って、額の表面を上にして、僕たちに見せた。

  「!?」

  　その事実がなにを意味しているのかわからず、ただ不ぶ気き味みさがじわりと募つのる。

  「なんで……？」

  　額の中の水彩画に残ったものは、背はい景けいのブルーだけ。あるべきはずの黒ネコはそっくり消えていた。
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  　日が沈んだ丘きゆう陵りようの空あき地は、頭ず上じようを枝葉で覆おおわれていないせいか、意外と視界がきく。すでに空には半分の月と無数の星が瞬またたいているので、そのせいもあるのだろう。

  　そんな中、莉り花かさんは額がく縁ぶちを見つめ、唸うなった。

  「これって黒ネコの絵だったわよね？」

  　月つき夏なちゃんがうなずく。

  「にゃんこ」

  「洋ひろさん、出現した密みつ鬼おには？」

  「密鬼は大きな黒ネコ。物ぶつ体たい化かしていたから、クイーンランク以上だけど」

  　帆ほ鳥とりちゃんが憂うれうように息を吐はく。

  「信じられないですけど、それから考えられることは……――!?」

  　帆鳥ちゃんのセリフは、紫色の光が差したことで遮さえぎられた。

  「なんなの!?」

  　莉花さんが警けい戒かいを発し、僕は濃のう厚こうな紫に身を強こわ張ばらせた。紫し光こうは暗闇を払い、辺りを照らしだす。

  「見てください、あれをっ」

  　帆鳥ちゃんが指さし、僕たちは視線を向けた。

  「風ふう香か島じまが――光ってる!?」

  　紫色の光はオーロラのように海を渡り、その度合いを強めつつ、花か季きヶが浜はま沖の小島――風香島に到達していた。いや風香島が光の源みなもとだった。

  　なんで島が!?

  　丘陵から見下ろす風香島は小石のよう。でも海上の闇やみに包まれているはずの島は、存在を誇こ示じするように紫光を放はなっている。その鮮せん烈れつさが光の波は動どうとなって、海面や浜辺、僕たちの別荘を含む家々を染めている。

  　花季ヶ浜が紫色に蹂じゆう躙りんされていく。

  　帆鳥ちゃんが風香島に目を細めながら口を開いた。

  「あの光は物質世界には及んでいませんね。花か族ぞくの私たち以外は気づいていないでしょう」

  　そう話す間にも、風香島はいっそう輝かがやきを増す。

  　島の表面には電流が迸ほとばしるように数本の光の筋すじが出現し、すぐに融ゆう合ごうすると勢いきおいよく打ち上がった。一瞬、星空に届きそうに思えた光の帯は、上空で急カーブを描えがき、風香島から浜辺へ向かって飛んでくる。

  　びゅううんっ。

  　そんな音を立てながら、光の帯は別荘からやや東へ離れた一いつ角かくへ、銛もりが刺さるように到達した。まるで島と浜辺を結ぶ架かけ橋のよう。

  「あの辺りはたしか……」

  　帆ほ鳥とりちゃんが眉まゆをひそめた。

  　その目は紫し光こうの橋の到達地点――僕らがいる空あき地から、左手を見下ろした辺りに向けられている。ちらほらと住宅の屋根が見え、橋の先せん端たんはその辺りに消えているようだ。別荘からだと歩いて十分ほどのところか、と考えて、ようやくわかった。

  「薫かおる子こさんのアトリエ!?」

  　海岸通り沿いの薫子さんのアトリエがある辺りだ。

  「薫子さんがなにかに巻き込まれているのかもしれませんね。あるいは……」

  　帆鳥ちゃんが呑のみ込んだ言葉は、想像できた。

  　あるいはこの現象に薫子さんが関かかわっているのかもしれない、と。黒ネコの絵のこともあるから考えられなくはない。

  「アトリエへ急ごう」

  　薫子さんの無事を確認するためにも、一いつ刻こくも早くアトリエへ向かうべきだと思った。

  　さっそく石段を下りはじめた帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんに続く。けど僕だけ立ち止まった。いつもはこんなとき、まっさきに行動する莉り花かさんが、まだ石段の上だったから。

  「莉花さん？」

  　莉花さんはぽつんと佇たたずんだまま、指でつまんだ拳銃型キーホルダーを見つめていた。表情は暗く、硬かたい。

  　故障した銃じゆう花か。当然莉花さんはそれを気にしているのだろう。

  「なんでもないわ」

  　莉花さんは僕の視線に気づくと、すぐにカランッと下げ駄たを鳴らして、石段を下りだした。

  　僕じゃ頼りないけれど。

  　気き丈じように振舞う莉花さんを見つめ、心に誓った。

  　莉花さんに危険が及ばないよう、僕が頑張るんだ。

  

  　風ふう香か島じまからの紫光の橋を視界に捉とらえつつ、その袂たもとを目指して僕たちは駆けていく。

  　海岸通りは、一昨日の夜や昨夜に比べると人通りが多い。たぶん花火大会に向かう人たちだろう。紫光の橋はやはり見えていないようで、うちわ片手にのんびりと歩いている。

  　そんな中、僕たちは一いち目もく散さんに走り、ついに薫子さんのアトリエにたどり着いた。

  「!?」

  　その光景に緊張が増す。

  　風香島から伸びた紫光の橋は、海を越え、なだらかなスロープとなってアトリエ前に降り立っていた。橋の横幅はアトリエと同じくらいで、全体が膨ふくれ上がるように紫色を湛たたえている。

  　なにが起きているのか？　起きようとしているのか？　この現象に敵はいるのか？　いるとしたらそれは……。

  　いろんなことが頭を巡るけど、答えは出ない。

  「橋には迂う闊かつに触ふれないほうがいいかもしれませんね。それよりもまずは薫かおる子こさんの無事をたしかめましょう。密みつ鬼おにがいないとも限りませんし」

  　すでに杖じよう花かを顕けん現げんさせた帆ほ鳥とりちゃんがみんなを見渡し、ふと莉り花かさんに視線を止めた。

  「莉花さん？」

  　莉花さんは手の中の拳銃型キーホルダーに、歯は痒がゆそうな表情を向けている。

  「ごめん、帆鳥」

  「はい？」

  「銃じゆう花かが起き動どうしないの。壊こわれたみたいなの。あたし、銃花が使えないの」

  「え？」

  　思いつめた表情の莉花さんは「でも……」と、気を取り直すように顔を上げた。

  「みんなの足は引っ張らないわ。銃花がなくったって、あたしは大丈夫」

  　莉花さんは自分を鼓こ舞ぶするように言うと、誰よりも先にアトリエの玄関へ向かった。僕はそんな莉花さんに続こうとして、

  「洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんにそっと引き止められた。帆鳥ちゃんは思し案あん顔がおで莉花さんを見つめたまま、声をひそめる。

  「先程のことですけど」

  　玄関の前に立った莉花さんはドアを勢いきおいよくノックし、帆鳥ちゃんはその音に紛まぎれるように囁ささやいた。

  「莉花さんにちゃんと話してくれましたか？」

  　なんのことかわからず首をかしげたら、帆鳥ちゃんはまどろっこしそうに口を尖とがらせた。

  「別荘の前でのことですよ。あれは私の目の埃ほこりを取ってくれようとしただけだと、莉花さんに言ってくれましたか？」

  「え？　いや、とくには」

  　あのあとネコ密鬼と遭そう遇ぐうしてバタバタしていたし、莉花さん自身、そのことを気にした様子がなかったから、説明なんてしていない。

  　しかし帆鳥ちゃんは、心しん底そこ呆あきれたようにため息をついた。

  「洋さん、今年一番の失敗ですね。特大失敗ですね」

  「特大失敗？　今年一番の？」

  　今年はまだ五か月も残っているというのに。

  「とにかく洋ひろさん、すぐにでも――」

  　帆ほ鳥とりちゃんがなにか言いかけたけど、先に莉り花かさんの声が聞こえてきた。

  「鍵かぎ、開あいてるわ」

  　見ると莉花さんは緊張した顔でドアノブをつかんでいる。どうやらノックをしても中からの反応はなかったようだ。

  　帆鳥ちゃんは逡しゆん巡じゆんするように僕と莉花さんの間に視線を走らせ、結局莉花さんの元へ駆け寄った。僕と月つき夏なちゃんもそれに倣ならう。

  「いい？　開けるわよ」

  　ドアを見つめたまま莉花さんが言い、僕は莉花さんのそばで身み構がまえた。僕らの背はい後ごでは紫し光こうの橋が不ふ穏おんに輝かがやいている。

  　そして――。

  　ギィッ。

  　耳みみ障ざわりな音を立て、アトリエのドアが開いた。

  　ドアの向こうは真っ暗だった。近くで紫光の橋が輝いているのに、アトリエの中は漆しつ黒こくで満たされている。足を踏み入れるのがためらわれるほどの、深い闇やみ。

  　正直近寄りたくない。けど薫かおる子こさんの安あん否ぴが気になるし、なにより銃じゆう花かが使えず心細いはずの莉花さんの前では気き張ばっていたい。

  「か、薫子さ～ん？」

  　声は震ふるえたけど、精一杯室内に向かって呼びかけた。

  「薫子さん、いませんか～？」

  　返事はない。しんと静まり返っている。

  「いないのかしら？」

  　ドア口から目を凝こらしていた莉花さんが、一歩、中に足を踏み入れた。

  「待って莉花さん。僕が先に――」

  　入るから、と言おうとしたら、視界の端はしで鋭するどい光が瞬またたいた。それは外の紫光ではなく、冷れい徹てつな金属質の煌きらめきで、暗くら闇やみを切り裂さいた。

  「莉花さん、下さがって！」

  　ほとんど無意識。まったく奇き跡せき。

  　たぶんその狙ねらいが僕じゃなく、莉花さんに向けられたものだったから察さつ知ちできたのだろう。今の僕は自分よりも、莉花さんのほうがずっと大切だから。

  　僕はとっさに莉花さんの腕をつかみ、グイッとうしろに引っ張った。室内に入りかけていた莉花さんはドアの外へあとずさり、今まで莉花さんの顔があった辺りに、細ほそ身みの包丁が刀とう身しんを光らせ浮かんでいる。

  「ひ、ひえ～」

  　と、悲ひ鳴めいを上げたのは僕。

  　包丁の恐きよう怖ふと莉り花かさんが助かった安あん堵どとともに、よろめくようにドアから離れた。そのままへなへなと倒れそうになったところで肩をつかまれた。顔を向けると、ばつが悪そうな表情の莉花さんが手を添そえている。

  「あ、莉花さん、ありがと」

  　足あし腰こしを立ち直らせて言うと、莉花さんは途と切ぎれ途切れに呟つぶやいた。

  「お礼を言うのは……あたしじゃない……バカ」

  　危機を回かい避ひできたのに莉花さんはつらそうだ。そしてそんな僕たちを匿かくまうように帆ほ鳥とりちゃんが前に出る。

  「洋ひろさん、今年一番の活躍ですね。特大活躍ですね」

  　にっこりと笑いながら帆鳥ちゃんが杖じよう花かを振った。

  「リーフレットガード」

  　とたんに夜の闇やみと紫し光こうを押し退のけ、青々とした葉は群ぐんが出現した。半透明の青葉の群れは臨りん戦せん態たい勢せいを整えるように、頭ず上じようで待機する。

  「あっはっはっ」

  　室内から聞こえてきたのは薫かおる子こさんのものじゃなく、野の太ぶとい笑い声だった。

  　誰だ？

  　包丁の刀とう身しんが揺れ、のっそりと人ひと影かげが浮かんでくる。包丁はその人に握られていたようで、柄えを握る石のような拳こぶしと、鍛きたえ上げられた腕、そしてごつい全身が露あらわになった。

  「あなたは!?」

  　あまりにも予想外だけど、その筋肉隆りゆう々りゆうの身体からだは見間違えることはない。

  「はっはっはっ」

  　なめ賢けん人じんの祠ほこらの前にいたマッチョさんだった。さらにその背はい後ごからは、あのときマッチョさんとなめあっていた、ブロンド髪の女の人まで現れる。

  「きゃきゃきゃきゃ」

  　陽気に笑いながら、しかしブロンドさんの手にも包丁が握られている。

  　なんで!?

  　あのときのカップルが、どうして包丁片手に僕たちを襲おそおうとしているのか。

  　呆ぼう然ぜんとする僕に、事の成り行きを見守っていた月つき夏なちゃんが言った。

  「違和感、異質、異変、感知」

  「月夏ちゃん？」

  「推測。葉はノの宮みや洋なら、視し認にん可能」

  　そう言って、僕の顔をまっすぐに、促うながすように見つめてくる。

  　ピンときた。月夏ちゃんはふたりになにかを感じ、そのなにかが僕なら視みえると進しん言げんしている。

  　そうだ。僕の花はな視み能力ならみんなに見えないものを視みることができる。ううん、視なくちゃいけない。動揺して、自分の役割を見失ってる場合じゃない。

  「わかった」

  　僕は一度深呼吸をし、カップルのふたりを改めて視なおした。

  「あっはっはっはっ」

  「きゃっきゃっきゃっ」

  　タンクトップ姿のマッチョさんと、キャミソールを着たブロンドさんは、包丁を片手にこっちに近づいてくる。帆ほ鳥とりちゃんは攻こう撃げきしていいのか決めかねているようで、リーフレットガードは頭ず上じようで待機させたままだ。

  　視るんだ。この状況を打だ破はするための手がかりを。

  　全神経を集中させるように、眼まな差ざしに力を込め、数秒。

  「!?」

  　唐とう突とつに、ふたりに取りついた異い物ぶつが視界に映うつった。

  　花？

  　間違いない。それは一昨日おととい、莉り花かさんたちの性格を変へん貌ぼうさせた花。どろりとした乳にゆう白はく色しよくの半はん溶よう解かい花ばなが、マッチョさんの左上じよう腕わんと、ブロンドさんの鎖さ骨こつの辺りにくっついていた。

  「ふたりに花が付いている！　腐くさったような花がべっとりと！」

  　ふたりに付着している花は同じに視える。かろうじて花の体てい裁さいを保たもっているそれは二ふた重え咲きの花で、形がある部分から推測すると星型か。それだけでは判断がつかなかったけど、ブロンドさんに風船のような小さな蕾つぼみを視て、花の名を確信した。

  「キキョウだ」

  　園芸でもポピュラーな花は、蕾の形からバルーンフラワーとも呼ばれている。そしてその花言葉は――。

  「!?」

  〝従順〟だと思い出し、同時に、莉花さんと一緒に買い物に行ったときのことが甦よみがえった。

  〝キキョウに操あやつられる気分はどうだ？〟

  　僕になめろと命じた影の声はそう言っていた。

  　キキョウ＝〝従順〟。

  　あのとき僕は影の声に〝従順〟に行動した。行動せざるを得なかった。

  　もしあの現象と、今マッチョさんとブロンドさんに起きていることが同じなら、ふたりも誰かの言葉に従わされているだけなのかもしれない。

  「ふたりの花を除じよ去きよできれば、正しよう気きに戻るはず」

  　しかし自分で言ってから、はたと気がついた。

  　それって僕がふたりをなめるってこと？　包丁を持った相手をどうやって？

  　思わず頭を抱かかえそうになったとき、帆ほ鳥とりちゃんが声を上げた。

  「洋ひろさん、指示を。私にはふたりについた花は見えませんから」

  　そう言いながら、帆鳥ちゃんは杖じよう花かを掲かかげた。

  「そっか！」

  　このまえは帆鳥ちゃんも被害者だったから杖花を使えなかった。けれど、リーフレットガードも、僕の〝なめ〟同様、精神世界に関かん与よする力だ。なら、それを使ってマッチョさんとブロンドさんの半はん溶よう解かいキキョウを除去できるはず。

  「マッチョさんのほうは左の上じよう腕わん、肩口に近い辺り！　ブロンドさんは右の鎖さ骨こつ、胸むな元もと寄りにくっついている！」

  　最後まで言う前に、帆鳥ちゃんは始動していた。杖花の動きに合わせ、リーフレットガードがマッチョさんの上腕に巻きついていく。

  「あっはっはっ!?」

  　笑っているのか驚おどろいているのかわからない声を上げ、マッチョさんは葉は群ぐんを振り払おうと両手を回す。が、青葉が数枚散るくらいで離れてはくれない。と同時にブロンドさんも上半身をリーフレットガードで覆おおわれ、

  「きゃっきゃっきゃっ!?」

  　甲かん高だかい声を響ひびかせた。

  　そしてわずか数秒後、マッチョさんとブロンドさんの声と身体からだの動きは乏とぼしくなり、

  「あっはっ…………ぁ」

  「きゃっきゃっ………ぁ」

  　ほぼ同時に、ふたりは意識を失いその場に倒れた。

  　それを見届けた帆鳥ちゃんが杖花を振り、リーフレットガードがふたりから離れる。ふたりに付着していた半溶解キキョウは消え去っている。

  「睡眠中」

  　倒れたふたりを覗のぞき込んだ月つき夏なちゃんが彼らの無事を伝えた。僕は安あん堵どの息を吐はこうとして――。

  「あ～あ、やっぱ楽にあんたらは倒せそうにないな。神様が注意を促うながすのもわかるぞ」

  　開あけ放はなたれたアトリエの玄関のドア、その向こうから聞こえた薫かおる子こさんの声にドキリとした。

  　みんなが一いつ斉せいに室内へ顔を向ける。

  　中は相変わらず真っ暗で、薫子さんの声はその漆しつ黒こくの闇やみから染しみ出るように響ひびいてくる。

  「でももう遅いぞ、あんたたち。神様は復活する。忌いま々いましい封ふう印いんが解かれるのももうちょいだぞ」

  　目を細めるが、暗闇の中に薫子さんの姿は見えない。見えないのに、その閉ざされた空間になにかが蠢うごめいているような、そんな重い圧あつ迫ぱく感かんを感じた。

  「だからあんたら、邪じや魔まするな」

  　不意にアトリエの照明が点てん灯とうした。暗くら闇やみを凝ぎよう視ししていたせいか、それは痛いくらい眩まぶしく、室内をありありと照らし出す。

  「!?」

  　戦せん慄りつが僕たちの間に走った。

  　開いた玄関の入り口は、まるで額がく縁ぶちのように室内の光景を切り取っている。それはおぞましい一いつ幅ぷくの絵のように……。

  　室内の中央のイスに腰かけた薫かおる子こさんの周囲には、無数の密みつ鬼おにがひしめいていた。
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  　アトリエの密鬼群に愕がく然ぜんとする中、薫子さんが右腕をさっと掲かかげた。

  「行け、みんな！　神様の封ふう印いんを解くんだ！」

  　指揮官のような薫子さんの言動を受け、密鬼群が玄関口に殺到する。

  「よけて！」

  　莉り花かさんの指示に、僕たちは慌あわてて飛び退のいた。

  　ごおっ！

  　嵐のような音とともにアトリエの玄関口から、密鬼の群れが轟ごう然ぜんと現れ出す。

  　あとからあとから、まるで内部から放出されるような密鬼群は、ライオンやクマを思わせる獣けもの型がた、クモやバッタのような昆虫型、一メートル以上の二ふた葉ばや花弁をつけた植物型もあれば、巨人やコビトなどのヒト型もある。さらにはそれらが融ゆう合ごうした異い形ぎようのものまで混まじり、悪夢のような光景を描えがきだす。

  　物ぶつ体たい化かはしていない。でももしそれらが僕たちに襲おそい掛かってきていたら、ひとたまりもなかっただろう。しかし幸か不幸か、密鬼群はこっちには目もくれず、魑ち魅み魍もう魎りようの行こう軍ぐんとなって紫し光こうの橋を渡りはじめた。

  　なんなんだいったい!?

  　紫し光こうの橋を風ふう香か島じまへ突き進んでいく密みつ鬼おに群は、まるで百ひやつ鬼き夜や行こうのよう。

  　そんな光景に、僕たちは呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

  「ああ、素敵だ。サイコー。見た？　見ただろ？　くくくっ、わたしの絵に魂たましいが宿やどったんだぞ。わたしの芸術は生命賛歌の息い吹ぶきへ。これこそが本当の表現、究きゆう極きよくの創作だ」

  　うわ言のように呟つぶやきながら、薫かおる子こさんが外へ出てきた。恍こう惚こつとした表情で片手にスケッチブックを、もう一方の手に墨ぼく汁じゆう入れのような容器を持っている。

  「か、薫子さん、いったいなにをしてるんですか!?」

  　薫子さんは髪で隠かくれていない左目を細め、にんまりとした。

  「決まってるだろ。風香島に封ふうじられた厄やく堕だ鬼おに――……いや、わたしの神様を甦よみがえらせるんだ」

  「なに言ってんのよ!?　それって昔話でしょ!?　そんなのただの……ただの作り話に決まって……」

  　莉花さんの言こと葉ば尻じりは、自信なげに小さくなった。

  　昔話を真まに受けるなんて馬鹿げているとは思う。

  　でも……。

  　チラリと風香島に視線を向ける。

  　でも今はそれを頭ごなしに否定できない。

  　紫光に輝かがやく風香島とそこに架かかる橋。そして橋を渡り、風香島に進行する密鬼の大群。

  　こんな状況を前にしたら、薫子さんの話はイヤでも信しん憑ぴよう性せいが増す。

  　もし……もし封じられた厄堕鬼が密鬼だったら……。

  　そんな想像が浮かぶ。

  　厄堕鬼を封じたなめ賢けん人じんが、花か族ぞくの力を持った能力者だったとしたら……。

  　そして今、その封ふう印いんを解こうと密鬼群が向かっているのだとしたら……。

  　それはもうただの昔話じゃなく、恐きよう怖ふの可能性だ。紫光の橋が昔話と〝今〟を結ぼうとしているようだ。

  「と、止めなきゃ」

  　気づけば、そう口にしていた。莉花さんたちから否定の声は上がらない。

  　厄堕鬼の昔話を信じるかどうかはともかく、大群の密鬼が出現していることはたしかなのだから。

  　僕たちは互たがいにうなずき、アトリエの前から駆け出そうとした。紫光の橋を生なま身みの僕たちが渡れるとは思えないけれど、どうにかして風香島に近づくべきだ。しかし、

  「あんたらには止められない」

  　薫子さんが立ちはだかった。

  「薫子さん、通してください！」

  　僕の訴えに薫子さんはせせら笑い、

  「くくくっ、あんたらには無理。ううん、わたしがさせないぞ」

  　軽く頭を振った。その拍子に顔の右半分を覆おおっていた前髪がサイドに流れ、そこに隠かくれていた右目が露あらわになった。

  「!?」

  　いや右目は隠れたままだ。薫かおる子こさんの右の瞳ひとみには、腐ふ敗はいしたような紫の花びらが付着していたから。

  「なによ、あの気き色しよく悪い花!?」

  　それは莉り花かさんたちを豹ひよう変へんさせたものと同じ半はん溶よう解かい花ばな。莉花さんたちにも見えてるなら、それだけ危険な力を秘めた代しろ物ものなのかもしれない。

  　そしてマッチョさんたちのキキョウ同様、それが薫子さんを操あやつっているとしたら。

  　不意に、昨日きのうの白はく昼ちゆう夢むのような出来事を思い出した。

  　あのとき出会った影の瞳。紫色の目。あれは瞳の色じゃなく、薫子さんの右目を覆った半溶解花だったのかもしれない。

  　鼓こ動どうがトクンッと高たか鳴なり、眼まな差ざしを薫子さんの背はい後ごに集中させた。脳内に描えがかれた花の絵が視界に投影され、薫子さんの背に密みつ花ばなが咲きそろう。

  　やっぱり。

  　そこにはあのとき視みた花――紫の羽がひらひらと集つどうように愛らしく、でも花言葉が〝悪意〟のロベリアが開花していた。と同時に、薫子さんの右目の花も、半溶解ロベリアだと気づく。

  「神様の言うとおりだったぞ」

  　薫子さんは楽しそうに言うと、持っていたスケッチブックを足元に落とした。

  「あんたらは敵。だけどその力、利用するにはサイコーだった」

  　スケッチブックは風もないのにめくれ、薫子さんはもう片方の手に持っていた容器の蓋ふたを開あけた。

  「くっ」

  　とたんにひどい悪お寒かんのような、禍まが々まがしい気け配はいが辺りに充満した。おなかに力を込めていないと倒れそうな気持ち悪さ。まるで〝悪意〟の波動が絡からんでくるようだ。

  「とくに少年の力はサイコー。少年のおかげでわたしの力は高まり、ああして神様のしもべを絵の呪じゆ縛ばくから解放できたんだぞ」

  　その発言に、莉花さんが僕をジロリと睨にらむ。

  「どういうことよ!?」

  「いや、その、昨日なめちゃって」

  「〝いや、その、昨日なめちゃって〟、じゃないわよ！　あたしたちの知らない間になにしてんのよ!?」

  「ごめんなさいごめんなさい！　操あやつられていたんです！　逆らえなかったんです！」

  　平ひら謝あやまりする僕を薫かおる子こさんは嘲ちよう笑しようし、そっと容器を傾ける。

  　どろり。

  　容器からは紫色の粘ねん液えきが零こぼれ、スケッチブックを汚よごしていく。それを見た瞬間、フラッシュバックのように、風ふう香か島じまで視みた花畑が脳のう裏りをよぎった。

  　飴あめのように溶けた花。零こぼれ落ちる毒々しい色の雫しずく。それが地に落ちて溜たまった色彩の汚お泥でい。

  　今思えば、あれは大量の絵の具をぶちまけたような光景だった。

  「厄やく堕だ鬼おに様は風香島に咲く花を見せてくれた。その花は色彩の坩る堝つぼで、この世のどこにも存在しない極ごく彩さい色しきの聖せい水すいだった」

  　液体に濡ぬれたスケッチブックが、紫し光こうを放はなちはじめる。

  「厄堕鬼様は言ったぞ。風香島の花は神の体液。それを島の外へ運び、染せん料りようにしろと。わたしの才能で、神秘を描えがけと言ったんだ。それは厄堕鬼……いいや、絵の神様からの啓けい示じってやつだった」

  　風香島の花を染料に絵を描いた？　その絵が密みつ鬼おにを生んだ？

  　異常な告白に言葉を失う中、スケッチブックを覆おおう紫光はすぐに収しゆう斂れんしていく。そしてそれが光の珠たまとなった瞬間。

  　ずぶんっ。

  　まるで卵が割れて幼よう生せいが生まれるように、光の珠からは、頭部がロベリアで作られたトカゲ型の密鬼が出現した。が、大きさは瞬時に膨ふくれ上がり、トカゲというよりはワニだ。

  「気をつけてくださいっ」

  　帆ほ鳥とりちゃんが杖じよう花かを振り、ワニ密鬼が僕たちに突進してくる。

  「リーフレットガードッ」

  　間かん一いつ髪ぱつ、葉は叢むらの盾たてはワニ密鬼と僕たちの間に舞い降り、鈍にぶい衝しよう撃げき音おんとともにワニ密鬼を弾はじき返した。

  「くくくっ、神の染料を使って描かいた絵は至し高こうの芸術。新次元の発はつ露ろ。くくくっ、万ばん物ぶつ創そう世せいの表現へのきざはしだ。このわたしの絵が、インスピレーションが、技術が、熱意が、芸術の神しん域いきへたどり着く。くくくっ」

  　うなされたように語る薫子さんは、やはり右目を覆おおった半はん溶よう解かいロベリアに操られているのだろうか。

  「くくっ、あんたらは、きっとわたしの絵にひれ伏すぞ」

  　ワニ密鬼と対たい峙じする僕たちをよそに、薫子さんは容器の液体――たぶん風香島で採さい取しゆした花の溶解液だ――をスケッチブックに垂らしている。そしてそれに反応して、スケッチブックの紫し光こうから次々に密鬼が生まれだした。

  　一体、二体、三体……。

  　あっという間に僕たちの前には鳥型や魚型など、五体の密みつ鬼おにが出現した。

  「くそっ」

  　これじゃ風ふう香か島じまにすぐに向かうことができない。

  　追い詰められていく状況に、ギリッと歯は噛がみをしたとき、

  「ん～、なんだかお困りのようだね？」

  　飄ひよう然ぜんとした声が頭ず上じようから聞こえてきた。ハッとして見上げると、アトリエの屋根の上、彼方かなたの月をバックに佇たたずむ影ひとつ。

  　頭がすごい長い、じゃなくてシルクハットを被かぶっている。

  「秀しゆうさん!?」

  　種眠たねむ市で、僕たちの代わりに留守番をしているはずの秀さんだった。

  「ハルベルト・ブロッサム！」

  　紫の夜に美声を響ひびかせ、秀さんは葉と蔓つるで作られた長なが槍やり――槍そう花かを右手に出現させて、ジャ～ンプ。

  　柄つかと槍そう頭とうの境に咲く花を揺らし、切きっ先さきを下へ向け、

  　ザンッ。

  　そのままワニ密鬼と薫かおる子こさんの眼がん前ぜんに降り立った。

  「ぎっ」

  　ワニ密鬼の頭部は槍花の切っ先に貫かれ、瞬またたく間に身体からだが塵ちりとなって崩ほう壊かいした。

  「ん～、激愛の真しん打うち登場。絶妙のタイミングは、すべて愛の告白のタイミングでもある。というわけで、莉り花か、好きだよ」

  　そのタイミング、百パー間違ってる！

  　莉花さんは呆あきれ顔でスルーしたけど……。

  　秀さんはいつもの燕えん尾びジャケット（でも半袖バージョン）姿で、余よ裕ゆう綽しやく々しやく、槍花をひるがえすと今度はサカナ密鬼を串刺しにして消失させた。

  「なんだ、おまえは!?」

  　予想外の闖ちん入にゆう者しやに動揺する薫子さん。秀さんは槍花をくるりと旋せん回かいさせると、柄の先端で彼女のみぞおちの辺りをトンッと突いた。

  「っ」

  　薫子さんはわずかに顔を歪ゆがめ、呆あつ気けなく卒そつ倒とうした。しかし密鬼のほうは依然として、獰どう猛もうな瞳ひとみを光らせている。

  　秀さんは残った密鬼を牽けん制せいするように槍花を構えなおした。

  「フラワー協会に可能な限りの花はな狩かりの出動を依頼した。けど間に合うかどうかは微妙だね」

  　秀さんのセリフに莉花さんが目を丸くする。

  「そんな大おお事ごとってことは、やっぱり本当なの!?　風香島の厄やく堕だ鬼おにのこと！」

  「元々、風ふう香か島じまの説せつ話わと密みつ鬼おにとの関連性は協会のほうでも把は握あくしてたんだよ。でもどんなに調査しても手掛かりがつかめなかった。おそらく封ふう印いんが強かったせいで、密鬼の気け配はいを感知できなかったんだろうね」

  　秀しゆうさんは含ふくんだように笑い、僕を横目で見た。

  「だから葉はノの宮みやくんなら、バカンスついでになにか視みてくれないかなあ……なんてことはこれっぽっちも思ってなかったよ」

  　うう、そういう思おも惑わくがあって花か季きヶが浜はまを勧めたんだ、このひと。

  　なんだか釈しやく然ぜんとしない僕を尻しり目めに、秀さんは倒れている薫かおる子こさんを目で指した。

  「そこのレディーは、花に変へん化げした厄やく堕だ鬼おにの一部を島の外へ運び出したんだろうね。まあ、厄堕鬼の悪あく意いに操あやつられたって見るのが妥だ当とうかな」

  　つまり僕が風香島で視た花も、厄堕鬼が長い年月をかけて変化したものだったんだ。

  　秀さんの話に、帆ほ鳥とりちゃんが納なつ得とくしたようにうなずく。

  「厄堕鬼の花は絵の染せん料りようとなり、薫子さんに描えがかれることで形を得たんですね」

  「ん～、そして封印の外へ運ばれた自分の力の一部を使い、今度は完全に解かい封ふうしようというんだろう」

  「そ、そんなことができるんですか？」

  　口を挟はさんだ僕に、秀さんは肩をすくめた。

  「できると踏んだんだろうね、厄堕鬼は。封印を内から解くよりは、外からのほうが解きやすいってね」

  　そしてそれを実行しようと、厄堕鬼の一部が密鬼群となり、風香島へ向かっている。

  　事の重大さに背せ筋すじが寒くなった。

  　紫し光こうの橋を見ると、すでに密鬼群は風香島の目と鼻の先に迫せまっている。一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

  「秀、ここは任まかせるわ！　あたしたちはどうにかして風香島に渡ってみる！」

  「ん～、了解。こいつらを倒したら、俺もすぐに向かうから」

  　アトリエをあとにしようとする莉花さんたちに、慌あわてて続こうとした。

  　そのとき――。

  〝厄やく堕おつとき〟

  　既き視し感かんを覚える、そんな声が頭の中に響ひびいた。

  〝厄堕つとき、来たらば〟

  　かすかにエコーの効いた重低音は、意識を無理矢理押し退のけ、そこに生じた隙すき間まに滑すべり込むように聞こえてくる。

  〝厄堕つとき、来たらば、我を〟

  　足を止め、ごくりと喉のどを鳴らした。

  　間違いない。この声はなめ賢けん人じんの祠ほこらで聞いたあの声だ。

  〝厄やく堕おつとき、来たらば、我を、射いよ〟

  　一度深呼吸をする。意識はいささか窮きゆう屈くつなようにぼんやりするが、声からは邪よこしまなものは感じない。ていうか、風ふう香か島じまの紫し光こうよりははるかに清せい涼りような感じがする。

  　この声は、きっと味方。

  　自分に言い聞かせるように思いながら振り返った。視し覚かくを研とぎ澄ませ、ゆっくりと遠くを仰あおぎ見る。

  「!?」

  　アトリエの後こう方ほうに影絵のように描えがかれた丘きゆう陵りよう。

  　紫光と闇やみで覆おおわれたその空間の一部に、まるで穿せん孔こうが開あいたように純白が灯ともっていた。ここからだとピンポン玉くらいの大きさにしか見えないけれど、それがなんなのかは考えるまでもなかった。

  　純白の花、ストック。〝見つめる未来〟の花。

  　ストックはまるで僕をいざなうように丘陵の中で輝かがやきを増していく。

  〝我を〟

  　声は確かつ固ことした信念を宿やどすように力強い。

  〝我を〟

  　風香島に密みつ鬼おにが封ふう印いんされたのが事実なら……なめ賢けん人じんの力だって……。

  〝我を〟

  　厄やく堕だ鬼おにを封ふうじたなめ賢人の力が、〝見つめる未来〟のために託されたのなら……。

  「それなら――」

  〝我を〟

  「莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃん！」

  　遠くの丘陵に咲くストックに目を奪うばわれたまま叫さけんだ。

  「なめ賢人の祠ほこらへ行こう！」
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  　丘きゆう陵りようの山道を僕、莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんの四人は駆けていく。

  　アトリエの前で言った、なめ賢けん人じんの祠ほこらへ向かう僕の案に、当然のようにみんなは戸と惑まどった。「なに壊こわれてんのよ!?」とさえ莉花さんに言われた。

  　でもストックの花のことや、頭の中に聞こえてくる声のことを話すと、どうにか納なつ得とくしてくれた。

  　ていうか、風ふう香か島じまにすぐに渡る方法や、密みつ鬼おに群ぐんに追いつく術すべがない今、なめ賢人の祠にかけるしかなかっただけかもしれない。

  「祠はどっちよ!?」

  　すぐうしろの莉花さんが訊きいてくる。先頭を行く僕は足を止め、前方に目を凝こらす。

  　夜の山道は風香島の紫し光こうのせいで視界がきく。舗ほ装そうはされてないけど勾こう配ばいは緩ゆるく、進むには難しくない。だけど昨日きのう別荘から祠へ向かったルートとは違い、アトリエの裏手から入った山道は時々道が分かれている。なので、その都つ度ど僕が遠くにストックの輝かがやきを探し、それを頼りに進行方向を決める必要があった。

  　木々の狭はざ間まにストックの白はつ光こうが視みえ、僕はその方向へ伸びる道の先を指さした。

  「こっち！」

  　ストックの輝きは莉花さんたちには見えていない。けれど僕の目には、木々の間に見え隠かくれしながらも、しだいに明めい瞭りようになるストックの花と光が視えている。大丈夫、近づいている。

  　この林を回り込めば祠に着く。

  　そんな確信を抱いだいたとき、

  「見て！」

  　莉花さんが叫さけんだ。振り返ると、莉花さんは海のほうへ顔を向けている。何事かと思い、その視線の先を追って、

  「な!?」

  　驚きよう愕がくした。

  「――も、文字!?」

  　目をこすってみたけど、見間違いじゃない。

  　丘陵から見下ろす花か季きヶが浜はま。その海上に鎮ちん座ざする風香島の手前に、壁のようにそびえる巨大な文字が浮かんでいた。本当に、正しよう真しん正しよう銘めいの巨大文字だ。

  〝封ふう花か〟

  　猛たけ々だけしく豪ごう壮そうな筆ひつ致ちの二文字は、まるで透明な壁に黒くろ墨ずみでしたためられたように、空中に刻きざまれている。圧倒的な存在感。

  　しかしちょうど〝封〟と〝花〟の間を紫光の橋が貫つらぬき、アトリエから飛び出していった密鬼群が、そこから〝封ふう花か〟に続々と乗り移っているところだった。

  　いやただ乗り移っているだけじゃない。〝封花〟に群むらがった密みつ鬼おには縦じゆう横おうに蠢うごめき、その移動したあとの部分が明らかに欠けている。

  　まるで青葉がおびただしい虫に群がられ、食い尽くされているよう。

  「もしも……」

  　帆ほ鳥とりちゃんが憂ゆう慮りよするように呟つぶやく。

  「もしもあれが封ふう印いんなら、密鬼たちに破やぶられたとき、厄やく堕だ鬼おには甦よみがえるのでしょう」

  　力の一部だけでも、あれほどの密鬼群を生み出した厄堕鬼。それが完全に復活したら、どれほどの災さい厄やくに襲おそわれるのか見当もつかない。

  　僕はギュッと拳こぶしを握り、みんなを励はげますように言った。

  「厄堕鬼なんて甦らせない。大丈夫。みんなで力を合わせれば、きっと阻そ止しできるよ」

  　ヘタレな僕がこんなことを言えるなんて、自分でもちょっと驚おどろいた。

  「だからこんなバカげたことは、さっさと終わらせちゃおう。それで……」

  「それで？」

  　と、莉り花かさん。僕は笑って答えた。

  「それでみんなで、花火大会へ行かなきゃ」

  　みんなは一瞬きょとんとしたけど、すぐに帆鳥ちゃんが、うふふと笑った。

  「そうですね。花か季きヶが浜はまで最後の夜ですものね」

  「葉はノの宮みや洋ひろ、りんご飴あめ、わたあめ」

  　なぜか月つき夏なちゃんにねだられたけど、この危機を乗り越えられたらそのくらいどうってことない。むしろ僕のほうからみんなに奢おごりたい気分だ。

  　よし、そのためにも頑張ろう。

  　改めて決意し、山道を進もうとしたら、莉花さんの浮かない表情が目に止まった。

  「莉花さん？」

  　いつもならみんなをガンガン奮ふるい立たせる莉花さんは、やはり銃じゆう花かのことが気にかかるのか元気がない。それでも僕の視線に気づくと、すぐに足を踏み出した。

  　ざざざっ。

  　風もないのに、頭ず上じようで枝葉が激しく揺れたのはそのときだった。

  「きゃっ！」

  　ほぼ同時に帆鳥ちゃんの悲ひ鳴めい。

  「帆鳥ちゃん!?」

  　とっさに振り返ると、月夏ちゃんが帆鳥ちゃんを抱いて後こう方ほうに飛び退のいたところだった。が、すぐに僕の視界は丸々とした影に覆おおわれる。

  　なんだなんだ!?

  　一瞬、山の岩がん盤ばんでも落ちてきたのかと思った。けれど莉り花かさんに襟えりを引っ張られて後こう退たいし、やっとその全ぜん貌ぼうが把は握あくできた。

  「ぐぎゃにゃあ」

  　石段の上の空あき地で襲おそわれかけた――。

  「ネコ密みつ鬼おに!?」

  「ネコ密鬼!?」

  「ネコ密鬼!?」

  「にゃんこ密鬼」

  　にゃんこ……じゃなくて、ネコ密鬼だった！

  「ぎゃぎゃにゃぐう～」

  　ネコ密鬼は僕と莉花さんのいるこっちと、帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんのいるあっちを分断するように道を塞ふさいだ。その金色の瞳ひとみは滾たぎるように瞬またたき、今は帆鳥ちゃんたちをねめつけている。

  「リーフレットガードッ」

  　帆鳥ちゃんが杖じよう花かを動かし、葉は群ぐんがネコ密鬼の眼がん前ぜんに壁となって出現する。

  「ぎゃにゃっ」

  　それを鬱うつ陶とうしいと言わんばかりにネコ密鬼は腕を振り、ナイフのような爪つめで葉は叢むらの盾たてを切り裂さいた。

  「っ」

  　帆鳥ちゃんがわずかに顔をしかめた。が、すぐに杖花を掲かかげ、ネコ密鬼と自分たちの間に再び、防ぼう壁へきを作り上げる。

  「帆鳥！　月夏！」

  　帆鳥ちゃんたちに狙ねらいを定めたネコ密鬼を見て、莉花さんが血けつ相そうを変えた。

  「今助けに――」

  　しかし莉花さんの声を遮さえぎって、帆鳥ちゃんがきっぱりと応こたえた。

  「いいえ、ネコ密鬼の相手は私と月夏さんでします」

  「帆鳥？」

  　ネコ密鬼がリーフレットガードに野の太ぶとい腕を振り下ろす。青葉の壁は断だん裂れつしかかったが、今度はすぐに修復され、ネコ密鬼の前に立ちはだかる。

  「莉花さんと洋ひろさんは、一いつ刻こくも早く祠ほこらに向かってください」

  「ダメよ、そんなの！」

  　納なつ得とくできない様子の莉花さんに、帆鳥ちゃんは首を横に振り、それから彼方かなたの風ふう香か島じまを見み遣やった。島の前に浮かぶ〝封ふう花か〟の巨大文字は、密鬼群によって輪りん郭かくを崩くずされ、文字の体てい裁さいを失いつつある。時間はない。

  「おふたりは先に祠へ。私たちもすぐに向かいますから。ね、月夏さん？」

  　帆ほ鳥とりちゃんが月つき夏なちゃんに笑えみを向ける。

  「問題、ない」

  　月夏ちゃんは平へい然ぜんとうなずき、浴衣ゆかたの袂たもとからマタタビ粉末袋とネコジャラシを取り出した。

  　いったいいくつ携帯しているんだろう？

  　と、思わずにはいられないが、そんなふたりの様子を見て莉り花かさんは決心したようだ。

  「わかったわ！　先に祠ほこらへ行ってる！　絶対に無理はしないこと！　いいわね!?」

  　莉花さんの言葉に帆鳥ちゃんは、まかせてください、と言わんばかりに、胸をぽんっと叩たたいた。

  「行くわよ！」

  　莉花さんは僕を促うながすと、クルリと背を向けて駆け出した。僕もそれに倣ならおうとして、

  「洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんに呼ばれた。帆鳥ちゃんは杖じよう花かを掲かかげつつ、まっすぐにこっちを見ている。

  「花はな狩かりの攻こう撃げき力りよくは精神状況に大きく左右されますから。ショックを受けていたり、落ち込んでいたら、まともに戦えないのは当然ですよ」

  「？」

  　なんのことかわからず、首をかしげたけれど、帆鳥ちゃんはかまわず続けた。

  「ですから洋さんの口から、莉花さんにきちんと言ってくださいね。別荘の庭でのことを」

  　そう言われて、ようやく思い当たった。

  「帆鳥ちゃんの目に入った埃ほこりを取ろうとしたこと？」

  「はい。絶対ですよ。というよりも今すぐに、ええ、なによりも先に、きちんと言ってあげてください」

  　こんな緊急時にそんなことを言っている場合かな、と疑問に思った。けれど、帆鳥ちゃんの真剣な表情の前ではうなずくしかない。

  「わかった。すぐにきちんと言う」

  「うふふ、お願いしますね」

  　僕は帆鳥ちゃんと月夏ちゃんに、

  「ふたりとも気をつけて！」

  　そう言い残し、すでに山道を曲まがって姿の見えない莉花さんを追った。
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  　帆ほ鳥とりちゃんに呼び止められていたため、莉り花かさんの姿を見失っていた。

  　山道は雑ぞう木き林ばやしを回りこむような格好で曲まがりはじめ、見通しが悪くなっている。分かれ道がないので、このままなめ賢けん人じんの祠ほこらまで迷うことはないだろうけど、早く莉花さんと合流したかった。

  「莉花さん！」

  　足を前へ前へと動かしながら、莉花さんを呼んだ。返事はない。視界にはストックの煌きらめきが、鮮せん明めいに差し込んでくる。

  　もう少し……あと少し……。

  　目的地に近づいていることを自覚しながら、莉花さんを捜す。もうすでに祠にたどり着いたのだろうか？

  　そんなことを思いながら山道のカーブを曲がった。

  　そこはわずかに開ひらけた場所で、隅すみに見覚えのある小さな祠があった。

  　なめ賢人の祠だ。

  　そしてストックの花は、祀まつられた石せき碑ひから祠の三角屋根を透とう過かし、その上へ咲き輝かがやいていた。繊せん細さいにひだを絡からませる純白の花びら、淡あわい灰はい色いろの軟なん毛もうで覆おおわれた茎くきや葉、それらすべてがなにかを訴えるように清せい浄じような光を放はなっている。

  「莉花さん!?」

  　その祠の前に、浴衣ゆかた姿の莉花さんがいた。しかし顔は祠のほうではなく、僕たちが来た道とは、逆の山道に向けられている。

  　どうしたのかな？

  　なにを見ているのだろうと目を移すと、

  「なんだ、莉花さんか」

  　なんてことはない。莉花さんの視線の先には莉花さんが立っていた。

  　……。

  　…………。

  　………………はい？

  　莉花さんの？　視線の先には？　莉花さんが立っていた？

  　まあ、ありかな。

  「いやないよ!?」

  　衝しよう撃げき的てき光景に現実逃とう避ひしかけた頭を振って、もう一度目を見み開ひらいた。目の錯さつ覚かくだよね!?

  　錯覚じゃなかった。

  　祠の前では浴衣姿の莉花さんが身み構がまえ、その見つめる先には浴衣姿の莉花さんが、祠の前の莉り花かさんに警けい戒かいの眼まな差ざしを向けている。

  　ななななななんだこれ!?

  　夢でも見ているのか、もしくは僕の頭がヘンになっちゃったのか。思わず自分の正しよう気きを疑ったけど、状況は変わらない。

  　どうなっちゃったんだ!?

  　不ふ条じよう理りな光景に目め眩まいを覚えつつ、ようやくかすれ声で莉花さんの名を呼んだ。どっちの莉花さんに？　いや僕だってよくわからない。

  「り、莉花さん？」

  　莉花さんなら、遅かったわねヘタレ、くらいは言いそうだ。

  「遅かったわね、ヘタレ」「遅かったわね、ヘタレ」

  　ステレオで言われた。

  「莉花さん!?　これっていったい!?」

  「あたしだって知らないわよ、気き色しよく悪い」

  「ここに来たら、あたしの偽にせ者ものがいたってことよ、ホント気色悪い」

  　見た目はもちろん、ふたりの口く調ちようもまったく同じだ。

  「たぶんあっちは薫かおる子この描かいたあたしの絵だわ」

  「その絵から生まれた密みつ鬼おによ」

  　ふたりの莉花さんの言葉に唸うなった。

  　風ふう香か島じまで採さい取しゆした花の絵の具、それを使って描いた絵から密鬼が生まれた。なら莉花さんがモデルになった絵から、莉花さんの姿を模もした密鬼が生まれた可能性はゼロじゃない。

  「とにかく偽者を倒すわ！」

  「こんなまがい物を見せられたら気分が悪いわ！」

  「でも莉花さん、偽者ってどっち!?」

  「失礼ね、君は!?　あっちに決まってるじゃない！」

  「花はな視みならちゃんと視みなさいよ！　ホントのあたしを！」

  　ホントの莉花さん？

  　ハッとして、慌あわてて花視能力を発動させた。莉花さんを花視したことのある僕には、きっと莉花さんの密花――〝愛〟と〝美〟のバラが視えるはず。

  　しかし、

  「…………ごめん、わかんない」

  　どっちの莉花さんの背はい後ごにも密みつ花ばなは視えなかった。

  「なんでよ!?」

  「とことんダメね！」

  　そうだった。蜜みつ口ぐちをなめたときから日にちが経たちすぎているんだ。

  　不ふ甲が斐いない。

  　本当の自分を視みてと言った莉り花かさんに応こたえられない自分が悔くやしくて、情なさけない。

  「いいわよもう……。君なんか、頼らない」

  　祠ほこらの前の莉花さんが、ふんっと鼻を鳴らし、でも少し寂しげな表情をよぎらせた。

  「あたしの偽にせ者ものなんだもの。あたしが倒せばいいだけのこと」

  　ふたりの莉花さんは互たがいに目を離さないまま、じりじりと距離を詰めはじめた。出で方かたを探さぐるように、緊きん迫ぱくした視線が交こう錯さくする。

  　どうすれば……僕はどうすればいい!?

  　莉花さんがふたりいて、一いつ方ぽうはたぶん密みつ鬼おにで、今ふたりの莉花さんが戦おうとしている。

  　そんな状況を前に、僕ひとりなにもできないなんて。

  　途と方ほうに暮れる中、ついにふたりの莉花さんが衝しよう突とつするように組み合った。

  「はっ」

  「くっ」

  　浴衣ゆかた姿だけど、動きづらさを微み塵じんも感じさせない身のこなしで、莉花さんは莉花さんに腕を振るい、莉花さんは莉花さんの拳こぶしを避け、莉花さんに肘ひじうちを繰り出し、それを間かん一いつ髪ぱつ莉花さんがかわす…………もうなにがなんだか。

  　ふたりの莉花さんの攻こう防ぼうは一いつ進しん一いつ退たい、ほぼ互ご角かく。その激しさに浴衣がはだけて、目を覆おおうような光景になっていく。いろんな意味で気が気じゃない。

  「ニセモンのくせに！」

  「いい加減にしなさいよ！」

  　険けわしい表情でつかみ合い、組み合ったままバランスを崩くずしてごろごろと転ころがった。

  「莉花さん!?」

  　駆け寄ろうとしたら、足元でキラリとなにかが反射した。目を凝こらすと、銀の拳銃型キーホルダーが落ちている。

  　莉花さんの銃じゆう花かだ。

  　戦っている最さい中ちゆうに落ちたのだろう。

  　壊こわれた銃花。もし本物の莉花さんが銃花を使えたら、今すぐにこんなピンチを乗り越え、なによりも先に、厄やく堕だ鬼おにの復活を阻そ止ししたはずだ。

  「あっ」

  　ハッとした。

  　今すぐに？……なによりも先に？……。

  〝今すぐに、ええ、なによりも先に、きちんと言ってあげてください〟

  　ついさっき帆ほ鳥とりちゃんに言われたことを思い出した。

  　莉花さんが戦っているのに、あまりにも不ふ謹きん慎しんで場違いな感じはする。けど、帆鳥ちゃんの真剣な表情が浮かび、なんだかもう気になってしょうがない。

  　今すぐに。なによりも先に。

  　帆ほ鳥とりちゃんは念を押すようにそう言った。厄やく堕だ鬼おにが甦よみがえろうとしている切せつ羽ぱ詰つまった状況にもかかわらず。

  　帆鳥ちゃんが意味のないことをわざわざ口にするとは思えない。

  　僕にはよくわからないけど、これはとても重要なことなんじゃないのか？

  〝今すぐに、ええ、なによりも先に――〟

  　もう一度帆鳥ちゃんの言葉を胸きよう中ちゆうでくり返し、口を開いた。

  「莉り花かさん！」

  　ふたりの莉花さんはすでに立ち上がり、数歩分の距離を置いて再びにらみ合っていた。大声で呼んだ僕を横目で見る。僕は叫ぶ。

  「別荘の前であったこと！　あれは帆鳥ちゃんの目の埃ほこりを取ろうとしてただけだから～!!」

  　だけだから～……だから～……ら～…………。

  　全世界へ宣言するような大おお仰ぎような声が、こだまとなってリフレインした。

  「…………」

  　ふたりの莉花さん、ぽっか～ん。

  　あれ!?　やっぱり場違い!?　空気読んでなかった!?

  　しまった、と後こう悔かいしかけたとき、

  「……っ」

  　片方の莉花さんが唇くちびるを噛かみ、わなわなと震ふるえだした。怒おこっているのか耳まで真っ赤だ。

  「……だ、だからなんなのよっ」

  　怒ったような困ったようなはずかしがってるような声が聞こえた瞬間、僕の手の中の拳銃型キーホルダーがバラ色に輝かがやきだした。

  　え？　もしかして直った!?

  　キーホルダーの反応に驚く僕に、莉花さんが絞しぼりだすように言う。

  「もう一度……ホントのあたしを視みてよっ」

  　背中をバシッと叩たたかれたように、気合が入った。

  　その気合が堰せきを切って視し覚かくになだれ込むような、そんな集中力の高まりを覚えつつ、ふたりの莉花さんを改めて視る。

  　心臓がドクドクと脈打ち、そして――…………バラが。

  　片方の莉花さんの背せにバラが咲いていた。それは霞かすんでいて、蜜みつ口ぐちをなめた直後の鮮せん紅こうのバラとはかけ離れていたけれど……。

  　でもそれははじめて視たときから虜とりこになった、僕の大好きなバラに間違いなかった。

  「莉花さん！」

  　バラを背負う少女の名を呼び、バラ色の光を纏まとう拳銃型キーホルダーを放った。

  「!?」

  　バラを咲かせた莉り花かさんは、虚こ空くうを飛ぶキーホルダーに気づき目を丸くする。が、それも一瞬、すぐに顔をほころばせ、

  「サンキュ」

  　パシッと拳銃型キーホルダーをキャッチした。持ち主に帰ったことを喜ぶように、ひときわ鮮あざやかに輝かがやくキーホルダー。

  「――ガン・ブロッサム！」

  　莉花さんの声に反応し、拳銃型キーホルダーから緑の蔓つるが迸ほとばしった。

  　幾いく本ほんも、幾いく重えにも巻きつき、絡からみつき、植物が生長するように拳銃のフォルムを描えがいていく。あっという間に元のキーホルダーの数倍の大きさになり、トリガーに青葉、銃じゆう口こう部分に淡あわいピンクの花を生じさせ、変へん化げを終えた。理由はわからないけど、やっぱり銃じゆう花かは直ったんだ。

  　壊こわれたと思っていた銃花の起き動どうに、莉花さんも面めん食くらったように自分の武器を眺ながめた。が、その間かん隙げきを突いて、もう一人の莉花さん、いや莉花さんを模もした密みつ鬼おにが動いた。

  「ぐがあっ」

  　正しよう体たいを欺あざむくことを諦あきらめたのか、人間離れした咆ほう哮こうを上げ、莉花さんとの距離を一気に詰める。今までコピーされていた顔はすうっと肌色が落ち、淀よどんだ緑に塗ぬり替えられると、それが葉の集合体へ変わっていく。

  　しかし莉花さんは泰たい然ぜんと、少しもたじろぐことなく銃花を構えた。

  「――さよなら、贋がん作さく」

  　銃花が発動し、銃口から花びらが舞う。

  　ひらりはらりと呑のん気きに舞う花びらの中で、密鬼がどおっと地面に倒れた。その身体からだは断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる間もなく、塵ちりとなって消失していく。

  「……あの、さ」

  　崩壊していく贋作密鬼を見ながら、莉花さんが口を開いた。

  「その……なんていうか……」

  　ためらうように一度口をつぐみ、それから早口で言った。

  「ビーチバレーのときは言い過ぎたっ。ごめんっ」

  「莉花さん……」

  　そのことをずっと気にしていたことを知って、僕のほうこそ申し訳ない気持ちになった。

  「僕だって足引っ張ってたし、怒ど鳴なっちゃったし。ごめんね、莉花さん」

  　ううん、と頭を振る莉花さん。

  　その足元に残ったのは、イスに座った莉花さんを色しき彩さい豊かに、しかし克こく明めいに描いたキャンバスと、その角に引っ掛かって、ハタハタと風に揺れている浴衣ゆかただけだった。

  　よかった……。

  　とりあえず贋がん作さく密みつ鬼おにを倒し、きっちりと仲直りもできて一ひと安あん心しん――している暇ひまは、もちろんなかった。

  　パリンッ。

  　ガラスでも割れたような硬かたい響ひびきが空気を震ふるわせ、鼓こ膜まくを叩たたいた。

  　今のは!?

  　不吉な予感が胸を衝つき、とっさに花か季きヶが浜はまへ顔を向けた。

  「封ふう印いんが消えてる!?」

  　密みつ鬼おに群ぐんにたかられながらも、さっきまでかろうじて残っていた〝封ふう花か〟の巨大文字が、跡あと形かたもなく消えていた。おびただしい密鬼群が、電灯に集まる羽は虫むしのように島の周囲を飛び交かっているだけだ。

  　そして――。

  「なに、あれ!?」

  　莉り花かさんが顔を強こわ張ばらせ、僕は呆然とその光景を見つめた。

  　ロベリア……。

  〝悪意〟の花が時を越えて生まれる。

  　それは風ふう香か島じまを種子に見立てたように芽吹き、天に向かって伸びていく紫の蕾つぼみ。

  　巨大なロベリアの蕾が、花季ヶ浜の夜空に膨ふくれ上がっていく。
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  　風ふう香か島じま上空へロベリアの蕾つぼみが浮かび上がる。

  　茎くきは夜空へ向かって屹きつ立りつし、巨大気球のような蕾は紫し光こうを迸ほとばしらせる。そしていずれ咲く花弁を支えるために、青葉が広く伸張していく。

  　あの蕾を咲かせたらいけない。

  　蕾の壮そう烈れつな禍まが々まがしさに、そう直感したとき、

  〝我を、射いよ〟

  　僕をここまで導いた声が、再び聞こえた。

  「莉り花かさん！」

  　風香島の異変に目を見張っていた莉花さんの手を、ほとんど無意識に取った。

  「へ？」

  　莉花さんが驚おどろくのも無理はない。だって僕も自分の行動に驚いたから。これから僕がなにをしなくちゃいけないのかはわからない。でもなにをするにしても、莉花さんがそばにいてほしい。ただそれだけ。でも切実につかんだ、莉花さんの手だった。

  〝我を、射よ〟

  　莉花さんの柔やわらかい手を頼もしく感じながら、振り返った。なめ賢けん人じんの祠ほこらのストックは、風香島上空の蕾に比べればはるかに小さいけれど、その輝かがやきは燦さん然ぜんと紫光に抗あらがっている。

  「ストックの花が呼んでいる。祠の前まで行こう」

  　莉花さんは目をぱちくりさせたけど、すぐにうなずいた。

  「そうね。こうなったらなめ賢人と、それと……」

  　莉花さんは銃じゆう花かを浴衣ゆかたの帯の間に挟はさみ、ぶっきらぼうに言った。

  「君を信じるわっ」

  　勇気百倍。手をつないだまま祠へ駆け寄った。

  　祠のストックは力強く咲いている。けれど祠の声は〝我を、射よ〟の一点張り。声はこの祠の思し念ねんというより、祠に刻きざまれた記憶の断だん片ぺんのようなものかもしれない。でも今はそれだけが頼りだ。

  　ギュッと目を瞑つぶり、耳を澄ませた。どんな手掛かりも聞きもらすまいと集中する。

  　教えて。声を聞かせて。厄やく堕だ鬼おにの復活を阻そ止しするために。

  　しかし声は聞こえない。

  　お願い。みんなが頑張っているんだ。僕だけなにもできないなんてイヤなんだ。ここまできてすべてをムダにしたくないんだ。

  　焦しよう燥そうが募つのる。声は答えない。苛いら立だちで頭がかあっとなる。ダメだ、落ち着け。祠の声に耳を傾けるんだ。今は……今はそれにかけるしか――。

  「こらっ」

  　聞こえてきたのは祠ほこらの声じゃなく、莉り花かさんの声だった。目を開あけると莉花さんの顔が目の前にある。じとっと睨にらんでいる。

  「君、違うでしょーが」

  　つないでいないほうの手で、コツンと頭を叩たたかれた。

  「君は花はな視みなのよ。目を瞑つぶった君なんて、ただのヘタレスライムじゃない」

  　ヘタレでザコ!?

  　莉花さんのたとえは辛しん辣らつだけど、頭の中を不思議なほどクリアにしてくれた。

  　たしかにそうだ。僕は今までいろんなものを視みてきた。みんなに見えないものだって視つけてきた。それが唯一の僕の取り柄えなのに。

  　それを忘れて目を閉ざしていたら、本ほん末まつ転てん倒とうもいいとこだ。

  「君は花視。あたしたちの――花視なんだから」

  「莉花さん……」

  　胸が熱くなった。昨夜、浜辺で瀬せ々せ良らさんに言われたことが脳のう裏りをよぎったけれど、莉花さんの言葉の前では些さ末まつなことに思えた。

  〝あたしたちの――花視〟

  　今はそれだけでいい。

  「ありがと、莉花さん」

  　さっきまでの焦しよう燥そうが消え、僕は深呼吸しながら祠に視線を向けた。

  　集中するのは耳ではなく目。日常に秘された現象を視る眼まな差ざしに。精一杯の力を込めて。

  　両目をカッと見開いた。

  「!?」

  　視し覚かくが強ごう引いんに絞しぼられ、遠近感がずれたような違和感も一瞬、焦しよう点てんはすぐに定まった。

  　蜜みつ口ぐち？

  　それは祠に祀まつられた石のてっぺんに、その表面に施ほどこした刺青いれずみのように浮かびあがっていた。円えん環かんのように並んだ葉の紋もん様よう。その数は一、二、三…………全部で七枚もある！

  　それがなめ賢けん人じんと呼ばれた人の強きよう靭じんな精神力を物語っているのかは知らないけれど、葉の紋様はほのかに光り、まるで蜜口だ。

  　でも石に蜜口って……。

  　半信半疑だけど、七枚葉の紋様から目が離せない。離せないどころか、顔が、身体からだが、引き寄せられていく。

  「ちょ、君!?」

  　莉花さんが驚おどろいて、僕の手を少し強く握った。

  「僕は……大丈夫」

  　葉の紋もん様ようを凝ぎよう視ししたまま、彼方かなたからの想いに引き寄せられるように、顔を、唇くちびるを近づける。

  　――ちゅっ。

  　ひんやりとして、ざらついた石に口づけを。そこに浮かび上がった七枚葉の紋様を、ぺろりとなめた。

  　舌したに伝わった微熱が口こう腔こうを侵おかし、体内へ流れ、形にならないイメージの破は片へんが意識を刺激した。

  「っ」

  　その激しさは、想いの強さの表われか。イメージの破片は攻こう撃げき的てきに意識を巡り、ついにその突とつ破ぱ口こうを見つけたように、頭へ達した。

  　その刹せつ那な。

  　暗い空、大木のような花の形、そしてそれに弓引くおぼろな人の影――。

  　そんな素そ朴ぼくな墨すみ絵えのような光景が頭の中をよぎった。

  　それは遠い遠い過去、密みつ鬼おにや花か族ぞくという呼称がない時代に繰り広げられた戦いの一ひと幕まくだったのかもしれないし、僕の勝手な妄もう想そうだったのかもしれない。

  　それをたしかめる術すべはない。僕はただ頭を満たすイメージが形を得るのを待って、顔を上げた。

  　祠ほこらの上に咲いていたストックは消えていた。しかしそこで輝かがやいていた清せい廉れんな存在は失われていない。

  「弓!?」

  　ストックの花は、僕の背せ丈たけほどもある一ひと張はりの長弓と、一条の矢に変へん化げしていた。

  「なんなの、この弓矢？」

  　武具となって存在の力が強まったのか、いや武具だからこそ、花はな狩かりの莉り花かさんにも見えるようになったのか。莉花さんも弓矢に目を丸くしている。

  　神こう々ごうしい光の弓矢は、曲線を描えがく弓きゆう幹かんも、ピンッと張られた弦げんも、そしてその弦にかかった矢羽つきの矢も、すべてが純白の花びら、ストックの集合体だ。

  「これを撃うてってこと？　祠はそう言ってるの？」

  「そうだと思う。この弓矢で、なめ賢けん人じんは厄やく堕だ鬼おにを封ふうじたのかもしれない」

  　過去から顕けん現げんした武器。ストックの弓矢は僕たちの目の前に音もなく降りてくる。さあ、手に取れ、と促うながされているよう。

  　僕と莉花さんは顔を見合わせ、同時にうなずいた。つないでいた手が離れ、莉花さんが両手でストックの弓矢を手に取る。

  「軽い。なんて軽い弓なの」

  　莉花さんは目を見張り、その感かん触しよくをたしかめるように片手で持ち直す。

  「それにとても手になじむ。これならいけるわ！」

  　射しや手しゆのそんな心の準備を待っていたように、祠ほこらの声が再び聞こえてきた。

  〝射いよ！〟

  「この声……!?」

  　莉り花かさんが耳を澄ますように、虚こ空くうを見つめる。ストックの弓矢を手にした影響で、莉花さんにも祠の声が聞こえているようだ。

  〝射よ！〟

  　それは厳げん然ぜんと、逆らえない響ひびきとなって僕たちを圧倒する。

  〝射よ！　悪意の花に先さきんぜよ！〟

  　莉花さんがハッとして振り返る。

  　風ふう香か島じまのロベリアの蕾つぼみは限界まで生長し、ついにひび割れるように、上部がほころびだしていた。

  〝射よ！　悪意の花に先んぜよ！〟

  　ロベリアの花を咲かせてはいけないと、祠の声は言っている。きっとあの花が完全に咲いたとき、厄やく堕だ鬼おには本当に甦よみがえるんだ。

  「莉花さん、撃うって！」

  　莉花さんも同じことを考えたのか、祠の前で足を肩幅に広げ、半身の姿勢でストックの弓を構えた。背筋を張り、狙うはもちろん彼方かなたの風香島、その頭上に花開こうとしているロベリアの蕾つぼみだ。

  　ぐいっ。

  　莉花さんは矢をつがえ、弦げんを胸の前で引き絞しぼる。弓と弦は美しい菱ひし形がたを形作り、その真ん中を矢が貫つらぬいている。

  　ぎりぎり、ぎりぎり。

  　緊張する弦の音が聞こえ、そのときが近いことを思わせる。

  「莉花さん」

  　浴衣ゆかた姿で弓引く莉花さんの凜り々りしさは、開花しつつあるロベリアよりも力強い。僕にはそう思えた。そして、

  「いっけえーっ！」

  　莉花さんの気合とともに――ビュンッ――ストックの矢が飛んだ！

  　さくっ。

  　二十メートルくらいで落ちた!!

  「……」

  「……」

  〝……〟

  　…………祠の声まで言葉を失ったように思えたのは、気のせいだと思う。

  「莉り花か……さん？」

  　ストックの矢は夜空に一いつ閃せん、正義の力と勢いきおいで蕾つぼみを討うってエンディング!!――だったんだけど……。

  「な、なによ!?　あたしのせい!?　ていうか普通無理！　五百メートルは離れてるって！　弓矢で届くわけないって！　撃うつ前に、ちょっとこれ無理だって思ったもの！」

  「いや勢いでどうにかなるかなって、莉花さんだし」

  「あたしってどんな超ちよう人じんよ!?　ていうかあたし弓って触さわったことなかったんだからね！」

  　そうなの!?　弓を持って、これならいけるわ、とか言っていたのは…………忘れよう。

  　しかしそれは忘れても、この最悪な状況を忘れるわけにはいかない。

  　逆ギレ気味の莉花さんはともかく、祠ほこらの声は完全沈黙で頼りにならなそう。ていうか、ストックの弓矢がこんな結果になった時点で、祠に代だい替たい案あんがあるとは思えない。

  　じゃあどうしたら？

  　ロベリアの蕾は先せん端たんを緩ゆるめ、羽う化かするように花弁のひだを露あらわにしつつある。たぶんあと数分でロベリアは満開となるだろう。そして古いにしえの密みつ鬼おにが甦よみがえる。

  　そんなことになったら、いったい……。

  　迫せまる恐きよう怖ふにゴクリと喉のどを鳴らしたとき、

  　ゴゴゴゴゴ。

  　地じ鳴なりのような音が花か季きヶが浜はまのほうから聞こえてきた。

  「なに、この音？」

  　莉花さんが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

  　ゴゴゴゴゴ。

  　しだいに近づいてくる不ふ穏おんな低音……重じゆう低てい音おん……いつしか轟ごう音おん。

  「――つ、津波!?」

  　水平線が泡立つように見えたのは気のせいじゃなかった。高たか鳴なる音とともに、彼方かなたの海面が大きく隆りゆう起きし、海の壁となって花季ヶ浜に迫せまってくる。

  「なんで……なんでこんなときに津波なのよ!?」

  　地震が起きたわけでもない。なのに風ふう香か島じまのさらに沖合いでは、巨大ロベリアの三分の一ほどの高さに匹ひつ敵てきする大波がそそり立っている。浜辺に到達するころにはどれほどの高さになるのか想像もつかない。

  　そんな光景を目まの当たりにした恐怖が、かえって僕の花はな視み能力を鋭えい敏びんにさせたのかもしれない。

  「……花だ」

  　津波に目を奪うばわれたまま、わなわなと唇くちびるを動かした。

  「水じゃない。海じゃない。あれ全部花びらだ。花びらの大津波なんだ！」

  　僕の目は、大津波が大量の紫の花で作られている様子を捉とらえていた。たぶんロベリアの花弁集合体だ。それが海面を滑すべり、海水を花びらへ変へん化げさせて取り込み、そして見る間に猛たけ々だけしい花津波へ変わっていく。

  　まるで獣けものの口のように波は高こうを歪ゆがませながら、陸地に迫せまってくる。

  「ならあれも、風ふう香か島じまの蕾つぼみのせいなの!?」

  　たぶんそうだ。すでに五分咲きのロベリアが花津波を起こし、花か季きヶが浜はまを、僕たちを、花は華ばな市の人々を呑のみ込もうとしている。

  「こんなの……どうしたらいいの…………無理よ」

  　莉り花かさんの弱音を聞いたのははじめてかもしれない。それだけこの状況が絶望的だということだ。

  　でもそんな莉花さんの前だからこそ、いつもなら腰を抜かしてそうな僕は奮ふん起きした。

  　諦あきらめるもんか。こんなとこで負けるもんか。

  　ぐっと拳こぶしを握る。気持ちが折れないように気合を入れる。

  　厄やく堕だ鬼おに復活を阻そ止しするんだ。花華市を守るんだ。みんなを、莉花さんを守って、種眠たねむ市に帰るんだ。夏休みはまだ続くんだ。

  　固い決意を胸に思考を巡らせる。

  　ロベリアを撃げき破はする方法は？　時間もない、ストックの弓矢も使えない今、いったいどうしたら？

  　答えを探すように視線を動かすと、

  「！」

  　莉花さんの浴衣ゆかたの帯に差さった銃じゆう花かが目に入った。

  〝君は花はな視みなのよ。目を瞑つぶった君なんて、ただのヘタレスライムじゃない〟

  　莉花さんはさっきそう言った。僕の武器は花視の目なのだから、閉じていたらダメだと気づかせてくれた。

  　じゃあ花はな狩かりの莉花さんの武器は？

  　それは決まっている。銃花だ。

  「莉花さん！」

  　莉花さんの両肩をつかんだ。考えている暇ひまはない。迷ってもいられない。

  「な、なによ!?」

  「銃花で撃うとう！　ストックの弓矢でも、過去の力でもない！　今の僕たちの力で、あのロベリアを倒すんだ！」

  　莉花さんは呆あつ気けにとられた表情のあとで、不安そうに瞳ひとみを揺らした。

  「なに言ってんの……いくら銃花でも、ここからなんて……」

  　僕には迷いも不安も、今は恐きよう怖ふもない。それが莉花さんにも伝わるように祈る。

  「僕は花はな視みだよ。みんなに見えないものだって視みえるときがあるんだ」

  「だから……なによ？」

  「だから莉り花かさんならできる。花視の僕はずっと視てきたから。僕が視てきた莉花さんなら、できるってわかるんだっ」

  「ぁ……」

  「僕がサポートするから、ふたりでやろう。お願い、莉花さん、僕を信じて」

  　きっぱりと告げると、莉花さんはわずかな沈黙のあとで、笑った。

  「――そうね」

  「莉花さん」

  「ああ、もう、君に励はげまされるなんて、一か月は立ち直れないわ」

  　一か月も!?

  　微妙にショックな僕の前で莉花さんが屈くつ託たくのない口調で言う。

  「あたしらしくなかったわね」

  　莉花さんは銃じゆう花かを手に取り、胸の前に掲かかげた。その瞳ひとみはキラキラと輝かがやき、表情にも精せい悍かんさが戻っている。

  「ぶっ飛ばしてやるわ！」

  　意気込みを炸さく裂れつさせた莉花さんに身を寄せる。言葉を交かわさなくても、僕たちのするべきことはわかっている。でも莉花さんは戸と惑まどい気味に自分の浴衣ゆかた姿を見下ろし、呟つぶやいた。

  「せっかくの浴衣なのに、どろどろ」

  　たしかに近くで見ると莉花さんの浴衣は土つち埃ぼこりだらけ。しかもかなり着き崩くずれている。

  「それでも莉花さんはかっこよくて、すごい魅力的だけど」

  「!?」

  　莉花さんが赤せき面めんしたのを見て、僕も顔が火ほ照てった。

  「さ、さっさとなめなさいっ。撃うつわよっ」

  「はいっ、なめます！」

  　お互たがいごまかすように声を張り上げ、僕は莉花さんの首くび筋すじに、結ゆった髪のほつれ毛が落ちる白い肌に、そこに灯ともる四つ葉の蜜みつ口ぐちに、口づけた。

  「……っ」

  　ほのかに汗ばんだ肌は、唇くちびるに吸いついてくるように柔やわらかい。

  　ぺちゃ。

  　クリームをなめるように、舌したをゆっくりと這はわす。莉花さんの蜜口は甘い。

  「……んっ」

  　莉花さんの熱い吐と息いきが耳にかかり、ぞくりとし、それに刺激されるように舌を強く押し当てた。

  　ぺろり。

  「……ゃ」

  　莉り花かさんの声はさえずりのようで、でもなまめかしく、僕の心臓はドキドキと脈打つ。

  　莉花さんの密みつ花ばなが視界に映うつった。さっきまで曖あい昧まいだったバラは、花はな視みをしているせいで、ガラス細ざい工くのようにくっきりと縁ふち取どられ、輪りん舞ぶするように咲き乱れている。

  　ロベリアを撃うつために、これでいけるだろうか？

  　チラリとそんなことを考えたとき、

  「……まだ」

  　莉花さんがささやいた。

  「まだ……足りないわ」

  　莉花さんの片手は僕のシャツの胸の辺りをギュッとつかみ、もう一方の手で銃じゆう花かを握っている。

  「莉花さん、でも……」

  　自分の花視能力が足りないのか、と内心焦あせりながら、視線を動かす。

  　莉花さんは目をとろんとさせて、銃花を見つめていた。銃花は全体にバラ色の光を纏まとい、ぶおんぶおん、と低い唸うなりを上げている。まるでパワーが漲みなぎっているかのよう。でも莉花さんはこれでは足りないと言う。

  「これじゃまだ倒せない。だからもう少し……」

  　莉花さんは僕のシャツを握っていた手を離し、僕の片腕にしがみついた。

  「君……あたしをなめなさい」

  　そう呟つぶやきながら。

  　僕の頬ほおに顔を近づけ。

  　目を瞑つぶり。

  「洋ひろ」

  　僕の名を呼んで。

  　そして。

  　ぺろっ。

  　僕の頬をなめた。

  　え!?　なめた!?　えええええええっ!?

  　天地がひっくり返ったような衝しよう撃げきに、身体からだは人形のように硬こう直ちよく。鼓こ動どうが早はや鐘がねのように打つ。

  　なんでなんでなんでなんで!?　うれしいけどうれしけど!!

  　意識は昂たかぶっているのか、胡う乱ろんなのかわからない。感じるのは頬に残ったくすぐったくて温あたたかい感かん触しよく。

  　そして頭の中をビュンッとよぎる、ひとつの迷めい信しん。

  〝なめ賢けん人じんの祠ほこらの前で男と女がなめあえば、ふたりは永遠に結ばれる〟

  　ここここここ祠の前だだだだだ!!

  　意識がポンッと爆発。思考力はゼロに。莉り花かさんがなんで僕をなめてくれたのか考えられない。もうなにがなんだかわからない。いいやもう気にしなーいっ！

  　気合だけは最高潮!!

  　再び蜜みつ口ぐちをなめる。心の中で莉花さんの名を何度も呼び、莉花さんを感じるように、そしてそのバラを慈いつくしむように、ぺろっ。

  「ん……んんっ」

  　莉花さんがさえずり、僕の心臓は高たか鳴なり、銃じゆう花かが鳴めい動どうし、莉花さんのバラが真っ赤な万まん華げ鏡きようのように広がっていく。

  　僕と莉花さんなら、なんだってできる！

  　僕の花はな視み能力のすべてを出し切るように、最後のひとなめ――ぺろりっ。

  「ガン・ブロッサム――」

  　僕が莉花さんから顔を離したのと同時に、莉花さんが声を上げた。

  「――大だい砲ほう花か!!」

  　それを合図に銃花から新たな植物群が奔ほん出しゆつした。

  　植物が生長するように、銃じゆう身しんから生じた蔓つるや葉は互たがいに融ゆう合ごうと再構成を繰り返し、銃花自体を伸しん張ちようさせる。一輪の花を模もした単たん装そう銃じゆうは、膨ぼう大だいな植物群によって見る間まに巨大な筒つつ状じように変へん貌ぼうする。太さは直径十センチ程、長さは一メートルを超えても止まらない。



  [image: ]


  「くっ」

  　その重さに耐え切れずに顔をしかめる莉り花かさん。僕は慌あわてて銃じゆう花かを支えるように両手を添そえた。

  　以前、紗さ代よちゃんが密みつ鬼おににとり憑つかれた事件のときにも、銃花は連れん装そう銃じゆうにグレードアップし密鬼の群れをけちらしたことがあった。

  　銃花の変へん化げはそれを思わせるが形は違う。野の太ぶとい銃身はついに二メートル近くにもなり、すでに砲ほう身しんと言うほうが相応ふさわしい。グリップや銃じゆう床しようが発達し、まるでバズーカ砲だ。

  「いけるわ！」

  　ついに銃花の生長は止まり、砲身から砲ほう口こうにかけて、莉花さんの密みつ花ばなを思わせるバラが咲き連つらなった。美び麗れいに、雄お々おしく、躍やく動どうするように。

  「今度こそ――」

  　莉花さんが彼方かなたのロベリアを射いるように見る。ふたりで砲身を肩に担かつぎ、そして莉花さんが叫さけんだ。

  「いっけえええええっ!!」

  　ドゴオーンッ！

  　地を揺るがす轟ごう音おんとともに、バズーカ銃花の砲口からバラ色の砲ほう弾だんが発射。僕たちのいる丘きゆう陵りようから煌きらめきの軌き跡せきを描えがき、花か季きヶが浜はまへ飛ぶ。

  　と同時に――ドオンッ！

  　夜空の向こうでも豪ごう壮そうな音が響ひびき、大たい輪りんの打ち上げ花火が開花した。

  　ああ、花火大会がはじまったんだ。

  　それは僕たちの勝利を祝福するように夜空を彩いろどり、砲弾は大花火と一瞬の邂かい逅こうを果たす。

  　そしてそのまままっすぐに、力強く、風ふう香か島じまのロベリアを撃うち抜いた。

  「やった！」

  　砲弾に貫つらぬかれたロベリアは最さい期ごの紫し光こうを放はなち、次の瞬間本体ごと砕くだけ散った。花弁の破は片へんは盛大な花吹雪となって、しかしそれも海上に落ちる前に消失していく。

  「見て、津波も消えていくわ」

  　ロベリアの、いや厄やく堕だ鬼おにの力が失われたせいだろう。花津波は時が止まったように進行をやめ、その上部から砂さ塵じんが風に吹かれるように崩ほう壊かいしはじめていた。

  　そういえば紫光の橋も、島の周囲を飛び交かっていた密鬼群も、今はどこにもない。

  　助かったんだ……。

  　ロベリアが朽くち、花津波も密鬼群も消失。息が詰まるほどに満ちていた紫光も、正常な夜の色に塗ぬり変わっていく。

  　まるで真夏の夜の悪夢が終わったみたい。

  「洋ひろさん！　莉り花かさん！」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声が聞こえたのは、バズーカ銃じゆう花かが、危機が去ったことを告つげるように拳銃型キーホルダーに戻ったときだった。

  「帆鳥ちゃん、月つき夏なちゃん、よかったあ、無事だったんだね」

  　ネコ密みつ鬼おにと戦っていた帆鳥ちゃんと月夏ちゃんが姿を見せ、心しん底そこ安あん堵どした。

  「ええ、このとおり」

  「問題、ない」

  「おふたり、大活躍だったみたいですね。うふふ、私たちにも見えましたよ。バラ色の砲ほう弾だん。あれ、銃花ですよね？　どうやってあそこまで性能を高められたのですか？」

  　お互たがいなめあって、とは口が裂さけても言えない。

  　ていうか、あの夢のような体験を思い出すと、うれしくてはずかしくて、なんか、こう、夕陽に向かってダッシュしたくなる。今は真夜中だけど。

  　返答に困り、莉花さんを横目で見る。莉花さんは唇くちびるを噛かんで、う～っと唸うなっている。一生の不ふ覚かくとでも言いたげな、悔くやしそうな表情。なんでなめてくれたかなんて、絶対に訊きけそうにない。

  　そんな無言の僕と莉花さんを見て、月夏ちゃんがポツリと言う。

  「ふたり、ヘン」

  　ぎくりとしたとき、

  「――昔の人は言いました。〝闘とう争そうの利り得とくは勝者にも敗者にもなく、ただ未来にこそ存在する〟と」

  　さらにぎくりとする声が頭ず上じようで聞こえ、緊張が走った。

  「この声は!?」

  　見上げると、夜空の花火をバックに、三つの影が浮かんでいる。

  「ママ……!?」

  　月夏ちゃんが目を見み開ひらき、浴衣ゆかたの襟えり元もとをギュッと握った。

  　虚こ空くうには巨きよ鳥ちよう密鬼に跨またがった瀬せ々せ良ら敏とし美みさんが浮かんでいた。ビキニに着物を羽は織おった姿で、いつもの艶えん然ぜんとした笑えみを僕たちに向けている。

  　そしてその反対側には、頭部に一いつ角かくを立て、植物群がまだら模様に入り組んだ馬――まるでユニコーンだ――に乗った人ひと影かげがあった。その身は漆しつ黒こくのローブに包まれ、目ま深ぶかに被かぶったフードのせいで顔も見えない。

  「ねえ、ヒロ。本当はヒロの心を殺そうと思っていたのよ。わたしに必要なのはヒロの力だけだから」

  　そしてふたりの間に、昨日きのうの早朝に出会ったオズガという名の少女がいた。

  　ライトグリーンの蔓つるや葉で造られたゴンドラのような小船を空中に浮かばせ、その縁へりに腰掛けている。赤みがかった瞳ひとみは楽しそうに細められ、白いワンピースの裾すそと長い髪が、夜風にそよぐ。

  　あの子も密みつ鬼おに!?

  　はじめて出会ったときに感じた、少女の冷れい徹てつな威光が思い出され、ゴクリと唾つばを飲んだ。

  　三つの影に圧倒されているのは僕だけじゃない。

  　瀬せ々せ良らさんの登場で狼ろう狽ばいしている月つき夏なちゃんはもちろん、莉り花かさんも帆ほ鳥とりちゃんも身動きひとつできない。刃物が縦じゆう横おうに張り巡らされたような、そんな緊きん迫ぱく感かんが空間を支配している。

  「でもヒロを殺すなんて、つまらないことに気づいたわ。ヒロの力も性格も想像以上に素敵なんだもの」

  　オズガは浮ふ遊ゆうゴンドラの縁から、伸ばした足をぷらぷらと揺らした。その仕し種ぐさはあどけない女の子にしか見えないのに。

  「わたし気に入ったの。だからヒロをヒロのまま、わたしのものにすることに決めたわ。いいでしょ、ヒロ？　わたしの方はこ舟ぶねにともに乗りましょう。そしてフローラの花園を創るのよ」

  　夢見るように語るオズガは、そこでなにかに思い当たったように、瞬まばたきをひとつした。

  「そうだわ」

  　オズガが小こ悪あく魔まのような笑えみを浮かべた瞬間、彼女の着ていたワンピースが、巻かれた包帯がばらけるように分解した。その狭はざ間まから細い裸ら体たいが覗のぞいたけど、ほどけた布地はすぐに意志を持ったように蠢うごめき、再びオズガの身体からだを包みだす。その形は複雑に、色はステンドグラスのように鮮あざやかに彩さい色しよくされつつ、新たな衣装に変へん化げした。

  　その間かん、ほんの数秒。

  　シンプルな格好だったオズガは、アゲハチョウの羽を模もしたような奇妙なドレスを纏まとった。そしてそれに合わせたかのように、髪は四つの房ふさにまとまり、そのうちの二つは幅広の触しよつ覚かくのように立っている。

  　それは密鬼というより、本当に闇やみを飛ぶ、魅み惑わく的てきなアゲハチョウを思わせた。

  「ヒロにはわたしの本当の姿を見せておくわ。だってわたしとヒロは、この先ずうっと愛し合うのだから」

  　愛!?

  　オズガの変化と意外な言葉に唖あ然ぜんとする中、莉花さんが声を荒あららげた。

  「あ、あんた何者よ!?　なに寝ぼけたこと言ってんのよ!?」

  　莉花さんの怒ど声せいに「焦あせらないで、赤バラの娘」と、オズガが肩をすくめる。

  「〝闘とう争そうの利り得とくは、未来にこそ存在する〟――それはきっと真実よ。闘争はわたしを高めてくれる。そして勝ち取った未来にこそ意味があり、価値が生まれるのよ」

  「だからなによ!?」

  「だからもしヒロを取られるのがイヤなら――」

  「へ？」

  「あなたたちだって戦えばいいだけのことだわ。わたしはそれに勝って、ヒロとともに生きるから。甘かん美びな愛を与え、永えい劫ごうの愛を貰もらうのよ」

  「あ、愛ってねえ、あんた」

  　オズガは戸と惑まどう僕たちを涼しげに見つめ、それからとっておきの遊びを提案するように、宣言した。

  「――葉はノの宮みやヒロ争そう奪だつ戦せんをはじめるわ」


  


  エピローグ

  

  「持ってけ持ってけ、花か季きヶが浜はま名物ウミウシ饅まん頭じゆう！」

  　発車を待つ電車の開放した窓の向こうから、ウミウシ饅頭の詰め箱が四つ、差し出された。

  「あら、薫かおる子こさん？」

  　窓まど際ぎわの席の帆ほ鳥とりちゃんが微ほほ笑えみ、帆鳥ちゃんの対面に座っている月つき夏なちゃんが、ウミウシ饅頭四箱を受け取った。

  「薫子、体調はもういいの？」

  　帆鳥ちゃんの隣の莉花さんが声を掛けると、薫子さんはプラットホームでカカカカッと笑った。切れ長で綺き麗れいな両目を眩まぶしそうに細めて。

  「もうすっかり元気だぞ。倒れるなんてガラにもないな」

  　昨夜、薫子さんを保護した秀しゆうさんによると、風ふう香か島じまのロベリアの消しよう滅めつとともに、薫子さんにくっついていた半はん溶よう解かいロベリアも消えたという。

  　やはり一連の言動は、そのロベリア――厄やく堕だ鬼おにの〝悪意〟に操あやつられていたようで、目を覚ました薫子さんは、僕たちを襲おそったことや、厄堕鬼の花を染せん料りように、絵を描かいていたことも忘れていた。

  　ここ一年ほどの記憶が虫食い状態のように抜けていたらしく、昨夜のうちにフラワー協会のスタッフが、薫かおる子こさんの精神ケアと花か族ぞくの秘密保ほ持じのために、記憶の改かい変へんを行おこなった、と秀しゆうさんは言った。

  　勝手に記憶を弄いじることには抵抗を覚えるけど、今後の日常生活を営いとなむうえで必要だというし、目の前で元気に笑っている薫子さんを見たらよかったのかもしれないと思った。

  「莉り花かちんたちが帰るっていうなら、死んでも見送らんとな」

  　厄やく堕だ鬼おにに操あやつられていたにもかかわらず、薫子さんは僕たちと出会い、莉花さんに絵のモデルを頼んだことは覚えていた。それはつまり、莉花さんの絵を描かきたいと思ったのは、彼女の純粋な創作意欲だったのかもしれない。それはなんだか、うれしい。

  「ああ～、でも莉花ちんの絵、描きたかったぞ。悔くやしいぞ」

  　記憶の改変によって、薫子さんは自分の体調不良で莉花さんの絵を描けなかったと思っている。

  「来年リベンジだな、莉花ちん。このままじゃ芸術のリビドーが収おさまんねえ」

  　車窓の向こうから懇こん願がんしてくる薫子さんに、莉花さんは苦笑した。

  「まあ、考えとくわ」

  「なんなら、そこの少年と一緒でもオーケーだぞ。イヤンウッフンな愛の絵を」

  「ぶふぉっ」

  「絶対イヤ！」

  　吹き出す僕と、顔を真っ赤にして怒おこる莉花さんを見て、薫子さんはおなかを抱かかえて笑った。

  　そして発車を告つげるベルが鳴った。

  　名残なごり惜しそうな薫子さんを見ていたら、どうしても訊きいてみたくなった。

  「薫子さん」

  「なんだ少年？」

  「もし……」

  「ん？」

  「もし、絵の神様が、最高の絵を描ける力をくれると言ったら、どうしますか？」

  　薫子さんだけでなく、莉花さんたちも不思議そうな顔をした。たしかに突とつ拍ぴよう子しもなかったかも、と後こう悔かいしかけたとき、薫子さんが口を開いた。

  「あ～、芸術なんてわけわかんないからな、そりゃ神さんに頼りたくもなるぞ」

  　薫子さんはわずかに視線を落としたが、すぐに胸を張った。

  「でもそんな都つ合ごうよく頼ったらいかんだろ。それはもうわたしの芸術じゃないし、つまんない。それに薫子様はいつだってサイコーの絵を描いてんだ。そう思ってる。今までもこれからも。そのうち神さんもうらやむような絵を描いてやる……って言いながら、人生を送ってやるぞ！」

  　誇らしげにそう言うと、僕たちにウインクした。

  　そして――。

  　ゴトトン、トトン、ゴトトン、トトン。

  　鈍どん行こう列車は海辺の町を走っていく。

  　微妙に沈んだ雰囲気なのは、もちろん昨夜のオズガのことが原因だろう。

  『――葉はノの宮みやヒロ争そう奪だつ戦せんをはじめるわ』と宣言したオズガは、呆あつ気けにとられた僕に『じゃあね、ヒロ。準備ができたらヒロを迎えに行くわ』と言い残し、瀬せ々せ良らさんとローブの人とともに夜空の向こうへ去っていった。

  　意味不明。ていうか準備ってなに？　なんか怖こわいんだけど……。

  　当然、そのあと莉り花かさんたちからオズガについて詰きつ問もんされた。

  　でもその前日に、二言、三言話しただけの僕に答えられることはあまりなく、瀬々良さんから口止めされている〝ハニの力〟のことはやっぱり言えなかった。オズガが欲ほつしているのが〝ハニの力〟なのかも、と考えはしたけど、今の段階で答えがでるようなものでもない。

  『君は花はな視み。あたしたちの――花視なんだから』

  　そんなもやもやした胸の中で、昨日きのうの莉花さんの言葉が宝石のように輝かがやいている。

  　僕はやっぱりみんなと同じ花か族ぞくの花視でいたい。

  　そう切実に思ったあとで、ため息をついた。

  　争奪戦って……。

  〝葉ノ宮洋ひろ争奪戦〟（自分で言うとむなしさが募つのる）については、昨夜は莉花さんの「バッカらしい！」の一言で片付けられていた。まあ普通そうだよね。

  　だいいち自分が争奪されるような人間とはとうてい思えない。ていうか、普通に莉花さんたちから手て放ばなされてもおかしくない。

  「こんな万年ヘタレいらないわ！」とか言われて……熨の斗しをつけられて……密みつ鬼おにの元へ送られて…………こわっ。

  　リアルな想像に焦あせっていると、ふと帆ほ鳥とりちゃんと目が合った。

  　帆鳥ちゃんは柔にゆう和わな眼まな差ざしでこっちを見つめ、それから悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

  「洋さん、ゆうべのことですけど」

  「ゆうべのこと？」

  「葉ノ宮洋争奪戦」

  　ちょうど考えていたことを見み透すかされたようで、ドキリとする。

  「うふふ、もちろん私は参戦しますよ」

  「え？」

  「瀬々良月つき夏な、参戦」

  「つ、月夏ちゃん？」

  　僕の隣の月夏ちゃんも当たり前のように言った。

  　ふたりの言葉に、僕は想像以上に安あん堵どした。うれしくて、頼もしくて、ほっとして、でもなんだか照れくさい。抱かかえていた不安がじんわりと溶とけていく。

  　大丈夫。僕にはみんながいるんだから。

  「ありがとう」

  　僕がそう言うと、帆ほ鳥とりちゃんはにこやかな表情を隣の席に向けた。

  「うふふ、莉り花かさんは？」

  「へ!?」

  　莉花さんは慌あわてたように視線を泳がせる。

  「いや、それは、その、だって、こいつ、万年ヘタレだし……」

  　万年へタレを克こく服ふくしよう！

  「それに、こんなの争そう奪だつって、バカらしいし、意味わかんないっていうか、オズガが何者なのかも知らないし、目的もわかんないし。真まに受けるのもヘンていうか、だいいち、あっちの提案に乗るのってシャクだし、だから、なんていうか、こういうことは、協会とも相談したりして、すぐに答えがでるようなものじゃないっていうか……」

  　ごにょごにょ、ぶつぶつと呟つぶやき続ける莉花さん。

  　そんな莉花さんを華か麗れいにスルーした月つき夏なちゃんが、僕の目の前にスティック状のお菓子を出した。

  「葉はノの宮みや洋ひろ」

  　月夏ちゃんが高くも低くもない声で言う。

  「あーん」

  　指でつまんだお菓子が口元に突きつけられ、反射的に口を開あけた。ぱくり。

  「あ、ありがと」

  　行きの電車の中でも似たようなことがあったな、などと思いながら口をもぐもぐさせていると、

  「うふふ、洋さん」

  　今度は帆鳥ちゃんが、二枚重ねのビスケットを挟はさんだ指を近づけてきた。

  「あーん」

  　せっかくの厚意を断ことわるわけにはいかない。

  　ぱくりっ。ビスケットを頬ほお張ばった。

  「あり……もぐもぐ……がと」

  　わかってはいたけど、二枚重ねのビスケットは口の中でかさばり、なかなか呑のみ込めない。咀そ嚼しやくに手間取りながら視線を動かすと、

  　ぎろっ。

  　真正面の莉花さんが、風ふう香か島じまのロベリアを狙そ撃げきしたときと同じような、迫はく力りよくいっぱいの目で睨にらんでいた。やばい。大だい砲ほう花かに撃うたれたら、僕、たぶん骨も残んない。

  「あ、もぐっ……莉り花かさ……ぐっ」

  　とてつもなくまずい予感がした瞬間、

  「にやけてんじゃないっ！」

  　莉花さんは手に持っていたウミウシ饅まん頭じゆうを――え!?　ここでウミウシ饅頭!?――僕の口にぐいっ！

  「り、莉花さ、うぐっ」

  　奇き怪かいな形をしたウミウシ饅頭が口の中に詰まり、息も詰まった。

  「お、お茶……」

  　涙なみだ目めで訴える僕。

  　視界の端はしでは、窓そう外がいの夏の海が遠く、遠くなっていく。

  　


  


  あとがき

  

  　こんにちは、桜こうです。

  　微妙なタイトルのこのシリーズも三巻目となりました。みなさんの応援のおかげです。ありがとうございます。

  　さて今回のテーマは――。

  『海で水着でキャッキャッ、レロレロ。パンツじゃないからはずかしくな（以下自主規制）』

  　……それでいいのか、桜こう。

  　と言われそうですが、いいんです。キャラの水着姿が見たかったんだから。それだけだから（それだけかよ！）。

  　ええ、ええ、現実の季節感無視ですよ。そりゃあ「あなた最低です」ってリアルに言われますよ。

  　そんなダメ桜の欲望渦巻く三巻、いかがでしたでしょうか？

  　水着だけかと思わせといて、実は新顔も出してます。オズガという名の少女です。彼女、この先のストーリーの鍵かぎを握る重要キャラだったりします。

  　オズガの登場で、洋ひろ、莉り花か、帆ほ鳥とり、月つき夏なたちの物語がどう動くのか？

  　それは桜にもわかりません（いやそれダメだろ）。

  　と、とにかく、みなさんが応援してくれるかぎりは、書き続けていきたいです。なにが起こるかわかりませんが……。

  　さて、前作までもそうですが、今作はさらに西にし邑むらさんのイラストに助けられました。

  　とくにオズガの造形に関しては、ほとんど頼ってしまいましたが、素晴らしい仕上がりに感動と感謝でいっぱいです。あ、もちろんみんなの水着イラストには、桜、ニヤニヤが止まりません。ニヤニヤ。つぎもよろしくお願いします。

  　担当さん、デザイナーさん、編集部のみなさん、この本の制作、出版に携たずさわってくださった多くの方々に、厚くお礼申し上げます。

  　そしてこの作品を読んでくださった、買ってくださったみなさん、本当に、本当にありがとうございました。

  　三巻までお付き合いくださったことに感謝し、そしてその幸福を噛かみしめつつ。

  　それでは、また。

  　桜でした。



  
    桜 こう
  


  桜こう

  Kou Sakura

  

  第２回小学館ライトノベル大賞ガガガ賞を受賞しデビュー。

  夏の海で友達をモリで刺した思い出あり。もちろん事故です。友達は健在です。あのときは本当にごめんなさい。
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